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町の人口
（3月１日現在 常住人口）

人　口
男
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世帯数
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（＋26）

22 ,914 人
人
人
世帯

11 ,327
11 , 587
9 , 283
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●『        　　　　　　　　　』世界編・日本編

■『私のお奨め』 ～リレー寄稿 第24回～

速水 恵理子（葛原）

著／ニコラス・オールドランド　訳／落合 恵子

　森にハグ（抱きしめる）が大好きなくまさんがいます。野に咲く小さな花から自
分より大きな動物だってハグ。表情豊かなその目から幸福感が伝わってきます。ハ
グをされギョッとしている動物たちもまた可愛い。
　落ちついた色使いもくまさんの心を表しているようです。そんな優しいくまさん
が、生まれて初めて敵意を感じる存在に出会ってしまいます。それでもやっぱり、
その相手にそっとハグをしたのです。
　この本のサブタイトルに「人生を希望に変えるニコラスの絵本」とあります。ふ
れあう事の大切さ、忍耐と勇気。そして、どんな相手でも向き合う事から始まる希
望を教えてもらいました。子供から大人まで楽しめる、ほっこり心温まる絵本です。
　

　トリップアドバイザー編集／昭文社
　　実際に体験した旅行者の口コミ評価から独自にランキン
　グ。絶景・秘境・レジャー・ホテル・レストラン…etc.

　　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　　４月１５日（水）
　　　１４時３０分～１５時

　★おはなし会『ひまわり』
　　４月１１日（土）
　　１４時～１４時３０分

■４月の行事

■新着図書のご案内

』『ハグくまさん

旅行 なんでもランキング

●『        　　　　　　　　』
　発行／公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟
世界遺産 年報２０１５

絵本の読み聞かせ、
紙しばい、手あそび
などをします♪

（関連記事・・・・・13Ｐ）

● 多度津中学校『卒業証書授与式』

施政方針
文化教養・スポーツ
親切・人権
まちかどズーム
お知らせ・募集
４月の予定
保健だより
図書館だより

●
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●
●
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施政方針施政方針 施政方針施政方針
　
丸
尾
幸
雄
町
長
は
、
平
成
27
年

多
度
津
町
議
会
３
月
定
例
会
に
あ

た
り
、
新
し
い
年
度
に
臨
む
所
信

の
一
端
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
町

政
運
営
の
諸
施
策
な
ら
び
に
平
成

27
年
度
当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

【
は
じ
め
に
】

　
私
は
１
期
目
を
通
じ
て
、
皆
で

多
度
津
町
を
元
気
に
す
る
、
生
き

生
き
と
明
る
く
元
気
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
施
策
や

事
業
に
着
手
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
町
民
の
皆
様
と
対
話

を
重
ね
、
学
校
環
境
の
整
備
や
子

育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
や
防
災

関
連
の
諸
施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
や
商
業
、
農
業
、
漁

平
成
27
年
度
施
政
方
針

【
平
成
27
年
度
予
算
】

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
資
す
る
経
費
へ
重
点

化
を
図
り
、
事
業
の
必
要
性
や
緊

急
性
を
見
極
め
、
効
果
的
・
効
率

的
な
予
算
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

【
歳
入
】
根
幹
で
あ
る
町
税
は
、

　
軽
自
動
車
税
の
増
収
を
見
込
む

　
一
方
、
個
人
・
法
人
住
民
税
、

　
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
が

　
減
収
し
、
全
体
で
前
年
度
比
約

　
１
億
６
千
万
円
の
減
額
と
な
る

　
見
込
み
で
す
。
地
方
交
付
税
の

　
う
ち
特
別
交
付
税
は
前
年
度
と

　
同
額
を
見
込
む
も
の
の
、
普
通

　
交
付
税
は
前
年
度
比
４
千
万
円

　
の
減
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

【
歳
出
】
多
度
津
中
学
校
改
築
事

　
業
の
う
ち
校
舎
部
分
が
完
了
し
、

　
投
資
的
経
費
は
約
14
億
円
の
減

　
額
、
公
債
費
も
約
２
千
万
円
の

　
減
額
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
し

　
か
し
、
豊
原
・
白
方
小
学
校
体

　
育
館
の
耐
震
関
連
事
業
、
町
内

　
幼
稚
園
の
改
修
工
事
に
係
る
建

　
設
関
連
事
業
費
、
扶
助
費
の
増

　
額
等
で
、
財
政
調
整
基
金
を
取

　
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な
い
厳
し
い

　
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
案

は
前
年
度
比
10
．２
％
減
の
86
億

７
千
万
円
、
予
算
規
模
で
は
９
億

９
千
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
全
体
で
は
前
年

度
比
11
．８
％
増
の
約
68
億
２
千

万
円
、
全
会
計
合
計
で
は
前
年
度

比
１
．７
％
減
の
約
１
５
４
億
９

千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
重
点
施
策
】

■
元
気
な
ま
ち
多
度
津
町
の
創
生

　国
に
お
い
て
、
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
で
は
、

交
付
限
度
額
５
，８
０
０
万
円
で
、

補
正
予
算
と
し
て
、
今
議
会
に
８
，

８
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

繰
越
事
業
と
し
て
皆
様
に
喜
ば
れ

る
施
策
を
積
極
的
に
実
行
し
、
ま

た
、
国
が
進
め
る
地
方
創
生
に
よ

り
「
多
度
津
町
総
合
戦
略
」を
策

定
し
ま
す
。
今
後
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
問
題
な
ど
課
題
が
多
々

あ
り
ま
す
。
本
町
の
特
性
を
生
か

し
、
住
民
皆
様
が
真
に
住
み
よ
い

町
、
住
ん
で
み
た
い
町
を
目
指
し
、

多
く
の
方
の
意
見
を
聞
く
な
か
で
、

「
元
気
な
ま
ち
多
度
津
町
」を
目

指
し
戦
略
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
ま
で
以
上
に
皆
様
の
意
見
を
伺

い
、
叡
智
を
集
結
し
て
諸
施
策
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で

の
施
策
や
事
業
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
し
っ
か
り
と
結
果
が
現
れ
る

よ
う
町
政
運
営
に
当
た
り
ま
す
。

【
政
府
の
経
済
見
通
し
と
予
算
】

　
政
府
は
、
平
成
27
年
度
予
算
に

お
い
て
、
経
済
対
策
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
安
倍
政
権
が
掲
げ
る「
地

方
創
生
」を
重
視
す
る
姿
勢
を
鮮
明

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
方
財
政

対
策
に
も
表
れ
て
お
り
、
地
方
財

政
計
画
に
地
方
創
生
に
取
り
組
む

た
め
の
必
要
な
経
費
と
し
て「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」

に
１
兆
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
地
方
財
政
は
、
消
費

税
率
が
８
％
に
な
っ
た
効
果
が
通

年
で
現
れ
る
こ
と
や
、
国
内
景
気

が
回
復
基
調
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
地
方
税
収
を
37
兆
５
千
億
円

程
度
と
見
積
も
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
方
交
付
税
は
税
収
の
増
加

を
前
提
と
し
て
０
．８
％
減
の
16

兆
７
千
億
円
程
度
、
普
通
交
付
税

の
代
替
措
置
で
あ
る
臨
時
財
政
対

策
債
は
19
．１
％
減
の
４
兆
５
千

億
円
程
度
と
見
積
も
っ
て
い
ま
す
。

■
住
民
参
画
・
住
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

　「
第
６
次
多
度
津
町
総
合
計
画
」

の
策
定
を
進
め
る
中
で
、
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
や
ま
ち
づ
く
り
座
談

会
を
開
催
し
、
委
員
皆
様
か
ら
多

く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
反
映
し
、
平
成
28
年
度

か
ら
の
８
年
間
、
多
度
津
町
が
目

指
す
姿
を
作
り
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
例
年
行
っ
て
い
る
町
政

報
告
会
や
対
話
集
会
は
、
町
民
皆

様
の
声
を
聞
く
貴
重
な
機
会
で
す

の
で
、
引
き
続
き
継
続
し
ま
す
。

■
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
各
種
施
策
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
、
防
災
行
政
無
線

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

完
成
後
は
防
災
関
連
情
報
の
迅
速

か
つ
的
確
な
伝
達
、
平
常
時
に
お

け
る
防
災
や
行
政
情
報
の
伝
達
も

可
能
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、

現
在
14
団
体
が
設
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
災
害
時
に
は
共
助
と
し
て
大

き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
の
で
、
引

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
定
員
を
増
や

す
な
ど
受
診
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
福
祉
や
児
童

福
祉
な
ど
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
分

野
で
の
施
策
を
引
き
続
き
着
実
に

実
施
し
、
若
い
世
代
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
や
高
齢
者
が
生
き
生
き

と
生
活
で
き
る
町
を
目
指
し
ま
す
。

【
主
要
施
策
】

■
住
み
よ
い
都
市
基
盤
の
整
備

●
土
地
利
用
の
計
画
的
推
進

　
重
点
施
策
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、

中
心
市
街
地
の
再
生
を
図
る
た
め

に
、
Ｊ
Ｒ
多
度
津
駅
周
辺
環
境
を

充
実
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
老
朽
化

し
た
多
度
津
駅
跨
線
橋
の
架
替
え

を
早
急
に
行
い
ま
す
。
跨
線
橋
の

更
新
に
よ
り
、
今
後
起
き
る
と
予

想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と

す
る
地
震
に
備
え
る
た
め
の
避
難

通
路
、
及
び
通
学
路
と
し
て
の
安

全
性
を
確
保
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

架
橋
位
置
の
変
更
に
伴
い
、
パ
ー

ク
＆
ラ
イ
ド
利
用
者
の
利
便
性
が

図
ら
れ
、
さ
ら
な
る
利
用
促
進
が

望
ま
れ
る
な
ど
、
今
後
駅
周
辺
の

環
境
整
備
の
根
幹
を
な
す
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
周
辺

の
土
地
利
用
に
関
し
て
も
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
中
心
市
街
地
形
成
を
促

進
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
環
境
施
策
の
推
進

　
多
度
津
町
環
境
基
本
計
画
を
指

針
と
し
て「
生
活
環
境
」「
廃
棄

物
」「
自
然
環
境
」「
快
適
環
境
」

「
地
球
環
境
」並
び
に「
環
境
教
育

及
び
環
境
保
全
活
動
」に
つ
い
て

基
本
目
標
を
設
定
し
、
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
具
現
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の「
環
境
衛
生
の
充
実
」

に
つ
い
て
は
、
皆
様
の
ご
協
力
で

ご
み
の
分
別
収
集
は
定
着
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
事
業
所
等
と
連

携
し
、
ご
み
の
減
量
化
、
再
利
用

化
、
再
資
源
化
な
ど
の
３
Ｒ
運
動

を
進
め
、
生
ご
み
処
理
容
器
購
入

助
成
の
活
用
な
ど
も
推
進
し
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
は
、
第
３
次

地
球
温
暖
化
対
策
に
基
づ
き
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

併
せ
て
新
エ
ネ
、
省
エ
ネ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
住
宅
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
者
に
対
す
る
補
助

事
業
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
夏

場
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
設
置
を
引
き

続
き
実
施
し
、
県
と
連
携
し
て
、

地
域
へ
の
普
及
を
支
援
し
ま
す
。

＆
ラ
イ
ド
の
よ
り
有
効
的
な
活
用

も
図
ら
れ
る
と
考
え
、
Ｊ
Ｒ
四
国

や
香
川
県
等
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
農
産
物
な
ど
の
６
次
産

業
化
と
特
産
物
の
町
外
発
信
、
町

観
光
協
会
の
独
立
化
な
ど
の
施
策

を
推
進
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
は「
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
」の
開
催
が
決
定
さ
れ
、

前
回
同
様
に
本
町
で
は
高
見
島
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
高
見
島
を
新
た

な
観
光
資
源
と
し
て
、
町
外
の
方

が
訪
れ
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

■
教
育
環
境
の
充
実

　
教
育
施
設
の
耐
震
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
白
方
小
学

校
普
通
教
室
棟
の
改
築
を
検
討
し

て
お
り
、
平
成
27
年
度
に
実
施
設

計
、
翌
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
豊
原
小
学
校
体
育
館

を
は
じ
め
各
小
学
校
体
育
館
の
改

修
を
順
次
進
め
る
ほ
か
、
幼
稚
園

遊
戯
室
に
エ
ア
コ
ン
の
整
備
な
ど
、

教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
福
祉
の
推
進

　
が
ん
検
診
の
自
己
負
担
額
を
従

来
の
半
額
と
し
、
節
目
年
齢
の
方

に
は
自
己
負
担
金
を
無
料
、
ま
た

き
続
き
設
立
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
見
直
し
た「
多

度
津
町
地
域
防
災
計
画
」を
基
に
、

近
い
将
来
発
生
が
想
定
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
大
地
震
の
対
応
の
み
な

ら
ず
各
種
災
害
へ
の
対
応
を
図
る

た
め
、
関
係
す
る
行
政
、
民
間
機

関
と
連
携
を
強
固
に
し
ま
す
。

■
町
お
こ
し
等
観
光
行
政
の
推
進

　
Ｊ
Ｒ
多
度
津
駅
は
、
１
日
約
４

千
人
の
乗
降
者
が
利
用
し
、
本
町

の
活
性
化
に
は
駅
周
辺
の
活
性
化

が
重
要
で
す
。
現
在
、
Ｊ
Ｒ
四
国

が
計
画
し
て
い
る
駅
舎
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
と
絡
め
て
、
災
害
時
に

緊
急
避
難
路
と
な
る
跨
線
橋
の
整

備
を「
栄
町
地
区
緊
急
避
難
路
整

備
事
業
」と
し
て
計
画
し
、
新
年

度
予
算
に
実
施
設
計
費
用
を
計
上

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
町
民
の
利
便
性
や
パ
ー
ク

業
の
資
産
を
活
用
し
た
町
の
活
性

化
策
を
実
施
し
つ
つ
、
同
時
に
行

財
政
改
革
に
よ
り
、
行
政
の
効
率

化
や
財
政
の
再
建
に
努
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
１
期
目
４
年
間
で
形

と
し
て
現
れ
た
も
の
も
少
な
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
ま
だ
緒
に

就
い
た
ば
か
り
。
今
後
ま
す
ま
す

具
体
化
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
総
務
省
が
発
表
し
た
２

０
１
４
年
の
人
口
移
動
報
告
に
よ

る
と
、
東
京
圏（
東
京
・
埼
玉
・

千
葉
・
神
奈
川
）と
宮
城
・
愛
知
・

福
岡
以
外
の
40
道
府
県
が
転
出
超

過
で
あ
り
、
東
京
圏
へ
の
一
極
集

中
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
香
川
県

は
１
，１
４
９
人
の
転
出
超
過
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向

は
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
創

成
会
議
の
報
告
に
よ
る
と
、
こ
の

ま
ま
人
口
流
出
が
続
け
ば
、
25
年

後
に
本
町
の
人
口
は
20
％
の
減
少
、

20
〜
30
代
の
女
性
は
41
％
も
減
少

す
る
試
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
流
れ
を
押
し
と
ど
め
る
に

は
、
国
が
提
案
す
る
有
利
な
施
策

を
活
用
し
つ
つ
、
そ
れ
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
地
方
の
創
意
工
夫
に

よ
る
独
自
の
施
策
が
必
要
で
す
。
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丸
尾
幸
雄
町
長
は
、
平
成
27
年

多
度
津
町
議
会
３
月
定
例
会
に
あ

た
り
、
新
し
い
年
度
に
臨
む
所
信

の
一
端
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
町

政
運
営
の
諸
施
策
な
ら
び
に
平
成

27
年
度
当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

【
は
じ
め
に
】

　
私
は
１
期
目
を
通
じ
て
、
皆
で

多
度
津
町
を
元
気
に
す
る
、
生
き

生
き
と
明
る
く
元
気
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
施
策
や

事
業
に
着
手
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
町
民
の
皆
様
と
対
話

を
重
ね
、
学
校
環
境
の
整
備
や
子

育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
や
防
災

関
連
の
諸
施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
や
商
業
、
農
業
、
漁

平
成
27
年
度
施
政
方
針

【
平
成
27
年
度
予
算
】

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
資
す
る
経
費
へ
重
点

化
を
図
り
、
事
業
の
必
要
性
や
緊

急
性
を
見
極
め
、
効
果
的
・
効
率

的
な
予
算
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

【
歳
入
】
根
幹
で
あ
る
町
税
は
、

　
軽
自
動
車
税
の
増
収
を
見
込
む

　
一
方
、
個
人
・
法
人
住
民
税
、

　
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
が

　
減
収
し
、
全
体
で
前
年
度
比
約

　
１
億
６
千
万
円
の
減
額
と
な
る

　
見
込
み
で
す
。
地
方
交
付
税
の

　
う
ち
特
別
交
付
税
は
前
年
度
と

　
同
額
を
見
込
む
も
の
の
、
普
通

　
交
付
税
は
前
年
度
比
４
千
万
円

　
の
減
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

【
歳
出
】
多
度
津
中
学
校
改
築
事

　
業
の
う
ち
校
舎
部
分
が
完
了
し
、

　
投
資
的
経
費
は
約
14
億
円
の
減

　
額
、
公
債
費
も
約
２
千
万
円
の

　
減
額
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
し

　
か
し
、
豊
原
・
白
方
小
学
校
体

　
育
館
の
耐
震
関
連
事
業
、
町
内

　
幼
稚
園
の
改
修
工
事
に
係
る
建

　
設
関
連
事
業
費
、
扶
助
費
の
増

　
額
等
で
、
財
政
調
整
基
金
を
取

　
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な
い
厳
し
い

　
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
案

は
前
年
度
比
10
．２
％
減
の
86
億

７
千
万
円
、
予
算
規
模
で
は
９
億

９
千
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
全
体
で
は
前
年

度
比
11
．８
％
増
の
約
68
億
２
千

万
円
、
全
会
計
合
計
で
は
前
年
度

比
１
．７
％
減
の
約
１
５
４
億
９

千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
重
点
施
策
】

■
元
気
な
ま
ち
多
度
津
町
の
創
生

　国
に
お
い
て
、
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
で
は
、

交
付
限
度
額
５
，８
０
０
万
円
で
、

補
正
予
算
と
し
て
、
今
議
会
に
８
，

８
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

繰
越
事
業
と
し
て
皆
様
に
喜
ば
れ

る
施
策
を
積
極
的
に
実
行
し
、
ま

た
、
国
が
進
め
る
地
方
創
生
に
よ

り
「
多
度
津
町
総
合
戦
略
」を
策

定
し
ま
す
。
今
後
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
問
題
な
ど
課
題
が
多
々

あ
り
ま
す
。
本
町
の
特
性
を
生
か

し
、
住
民
皆
様
が
真
に
住
み
よ
い

町
、
住
ん
で
み
た
い
町
を
目
指
し
、

多
く
の
方
の
意
見
を
聞
く
な
か
で
、

「
元
気
な
ま
ち
多
度
津
町
」を
目

指
し
戦
略
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
ま
で
以
上
に
皆
様
の
意
見
を
伺

い
、
叡
智
を
集
結
し
て
諸
施
策
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で

の
施
策
や
事
業
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
し
っ
か
り
と
結
果
が
現
れ
る

よ
う
町
政
運
営
に
当
た
り
ま
す
。

【
政
府
の
経
済
見
通
し
と
予
算
】

　
政
府
は
、
平
成
27
年
度
予
算
に

お
い
て
、
経
済
対
策
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
安
倍
政
権
が
掲
げ
る「
地

方
創
生
」を
重
視
す
る
姿
勢
を
鮮
明

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
方
財
政

対
策
に
も
表
れ
て
お
り
、
地
方
財

政
計
画
に
地
方
創
生
に
取
り
組
む

た
め
の
必
要
な
経
費
と
し
て「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」

に
１
兆
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
地
方
財
政
は
、
消
費

税
率
が
８
％
に
な
っ
た
効
果
が
通

年
で
現
れ
る
こ
と
や
、
国
内
景
気

が
回
復
基
調
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
地
方
税
収
を
37
兆
５
千
億
円

程
度
と
見
積
も
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
方
交
付
税
は
税
収
の
増
加

を
前
提
と
し
て
０
．８
％
減
の
16

兆
７
千
億
円
程
度
、
普
通
交
付
税

の
代
替
措
置
で
あ
る
臨
時
財
政
対

策
債
は
19
．１
％
減
の
４
兆
５
千

億
円
程
度
と
見
積
も
っ
て
い
ま
す
。

■
住
民
参
画
・
住
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

　「
第
６
次
多
度
津
町
総
合
計
画
」

の
策
定
を
進
め
る
中
で
、
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
や
ま
ち
づ
く
り
座
談

会
を
開
催
し
、
委
員
皆
様
か
ら
多

く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
反
映
し
、
平
成
28
年
度

か
ら
の
８
年
間
、
多
度
津
町
が
目

指
す
姿
を
作
り
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
例
年
行
っ
て
い
る
町
政

報
告
会
や
対
話
集
会
は
、
町
民
皆

様
の
声
を
聞
く
貴
重
な
機
会
で
す

の
で
、
引
き
続
き
継
続
し
ま
す
。

■
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
各
種
施
策
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
、
防
災
行
政
無
線

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

完
成
後
は
防
災
関
連
情
報
の
迅
速

か
つ
的
確
な
伝
達
、
平
常
時
に
お

け
る
防
災
や
行
政
情
報
の
伝
達
も

可
能
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、

現
在
14
団
体
が
設
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
災
害
時
に
は
共
助
と
し
て
大

き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
の
で
、
引

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
定
員
を
増
や

す
な
ど
受
診
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
福
祉
や
児
童

福
祉
な
ど
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
分

野
で
の
施
策
を
引
き
続
き
着
実
に

実
施
し
、
若
い
世
代
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
や
高
齢
者
が
生
き
生
き

と
生
活
で
き
る
町
を
目
指
し
ま
す
。

【
主
要
施
策
】

■
住
み
よ
い
都
市
基
盤
の
整
備

●
土
地
利
用
の
計
画
的
推
進

　
重
点
施
策
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、

中
心
市
街
地
の
再
生
を
図
る
た
め

に
、
Ｊ
Ｒ
多
度
津
駅
周
辺
環
境
を

充
実
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
老
朽
化

し
た
多
度
津
駅
跨
線
橋
の
架
替
え

を
早
急
に
行
い
ま
す
。
跨
線
橋
の

更
新
に
よ
り
、
今
後
起
き
る
と
予

想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と

す
る
地
震
に
備
え
る
た
め
の
避
難

通
路
、
及
び
通
学
路
と
し
て
の
安

全
性
を
確
保
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

架
橋
位
置
の
変
更
に
伴
い
、
パ
ー

ク
＆
ラ
イ
ド
利
用
者
の
利
便
性
が

図
ら
れ
、
さ
ら
な
る
利
用
促
進
が

望
ま
れ
る
な
ど
、
今
後
駅
周
辺
の

環
境
整
備
の
根
幹
を
な
す
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
周
辺

の
土
地
利
用
に
関
し
て
も
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
中
心
市
街
地
形
成
を
促

進
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
環
境
施
策
の
推
進

　
多
度
津
町
環
境
基
本
計
画
を
指

針
と
し
て「
生
活
環
境
」「
廃
棄

物
」「
自
然
環
境
」「
快
適
環
境
」

「
地
球
環
境
」並
び
に「
環
境
教
育

及
び
環
境
保
全
活
動
」に
つ
い
て

基
本
目
標
を
設
定
し
、
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
具
現
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の「
環
境
衛
生
の
充
実
」

に
つ
い
て
は
、
皆
様
の
ご
協
力
で

ご
み
の
分
別
収
集
は
定
着
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
事
業
所
等
と
連

携
し
、
ご
み
の
減
量
化
、
再
利
用

化
、
再
資
源
化
な
ど
の
３
Ｒ
運
動

を
進
め
、
生
ご
み
処
理
容
器
購
入

助
成
の
活
用
な
ど
も
推
進
し
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
は
、
第
３
次

地
球
温
暖
化
対
策
に
基
づ
き
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

併
せ
て
新
エ
ネ
、
省
エ
ネ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
住
宅
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
者
に
対
す
る
補
助

事
業
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
夏

場
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
設
置
を
引
き

続
き
実
施
し
、
県
と
連
携
し
て
、

地
域
へ
の
普
及
を
支
援
し
ま
す
。

＆
ラ
イ
ド
の
よ
り
有
効
的
な
活
用

も
図
ら
れ
る
と
考
え
、
Ｊ
Ｒ
四
国

や
香
川
県
等
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
農
産
物
な
ど
の
６
次
産

業
化
と
特
産
物
の
町
外
発
信
、
町

観
光
協
会
の
独
立
化
な
ど
の
施
策

を
推
進
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
は「
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
」の
開
催
が
決
定
さ
れ
、

前
回
同
様
に
本
町
で
は
高
見
島
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
高
見
島
を
新
た

な
観
光
資
源
と
し
て
、
町
外
の
方

が
訪
れ
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

■
教
育
環
境
の
充
実

　
教
育
施
設
の
耐
震
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
白
方
小
学

校
普
通
教
室
棟
の
改
築
を
検
討
し

て
お
り
、
平
成
27
年
度
に
実
施
設

計
、
翌
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
豊
原
小
学
校
体
育
館

を
は
じ
め
各
小
学
校
体
育
館
の
改

修
を
順
次
進
め
る
ほ
か
、
幼
稚
園

遊
戯
室
に
エ
ア
コ
ン
の
整
備
な
ど
、

教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
福
祉
の
推
進

　
が
ん
検
診
の
自
己
負
担
額
を
従

来
の
半
額
と
し
、
節
目
年
齢
の
方

に
は
自
己
負
担
金
を
無
料
、
ま
た

き
続
き
設
立
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
見
直
し
た「
多

度
津
町
地
域
防
災
計
画
」を
基
に
、

近
い
将
来
発
生
が
想
定
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
大
地
震
の
対
応
の
み
な

ら
ず
各
種
災
害
へ
の
対
応
を
図
る

た
め
、
関
係
す
る
行
政
、
民
間
機

関
と
連
携
を
強
固
に
し
ま
す
。

■
町
お
こ
し
等
観
光
行
政
の
推
進

　
Ｊ
Ｒ
多
度
津
駅
は
、
１
日
約
４

千
人
の
乗
降
者
が
利
用
し
、
本
町

の
活
性
化
に
は
駅
周
辺
の
活
性
化

が
重
要
で
す
。
現
在
、
Ｊ
Ｒ
四
国

が
計
画
し
て
い
る
駅
舎
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
と
絡
め
て
、
災
害
時
に

緊
急
避
難
路
と
な
る
跨
線
橋
の
整

備
を「
栄
町
地
区
緊
急
避
難
路
整

備
事
業
」と
し
て
計
画
し
、
新
年

度
予
算
に
実
施
設
計
費
用
を
計
上

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
町
民
の
利
便
性
や
パ
ー
ク

業
の
資
産
を
活
用
し
た
町
の
活
性

化
策
を
実
施
し
つ
つ
、
同
時
に
行

財
政
改
革
に
よ
り
、
行
政
の
効
率

化
や
財
政
の
再
建
に
努
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
１
期
目
４
年
間
で
形

と
し
て
現
れ
た
も
の
も
少
な
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
ま
だ
緒
に

就
い
た
ば
か
り
。
今
後
ま
す
ま
す

具
体
化
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
総
務
省
が
発
表
し
た
２

０
１
４
年
の
人
口
移
動
報
告
に
よ

る
と
、
東
京
圏（
東
京
・
埼
玉
・

千
葉
・
神
奈
川
）と
宮
城
・
愛
知
・

福
岡
以
外
の
40
道
府
県
が
転
出
超

過
で
あ
り
、
東
京
圏
へ
の
一
極
集

中
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
香
川
県

は
１
，１
４
９
人
の
転
出
超
過
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向

は
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
創

成
会
議
の
報
告
に
よ
る
と
、
こ
の

ま
ま
人
口
流
出
が
続
け
ば
、
25
年

後
に
本
町
の
人
口
は
20
％
の
減
少
、

20
〜
30
代
の
女
性
は
41
％
も
減
少

す
る
試
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
流
れ
を
押
し
と
ど
め
る
に

は
、
国
が
提
案
す
る
有
利
な
施
策

を
活
用
し
つ
つ
、
そ
れ
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
地
方
の
創
意
工
夫
に

よ
る
独
自
の
施
策
が
必
要
で
す
。
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宅
地
の
雑
草
駆
除
の
対
応
、
ご

み
の
不
法
投
棄
や
野
焼
き
等
の
防

止
・
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

野
良
犬
・
野
良
猫
の
苦
情
や
殺
処

分
率
の
縮
減
対
策
と
し
て
、
平
成

27
年
度
よ
り
町
内
で
飼
育
し
て
い

る
犬
猫
に
対
し
て
の
不
妊
去
勢
手

術
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
は「
多

度
津
町
生
活
排
水
処
理
施
設
整
備

計
画
」を
更
新
し
、
下
水
道
認
可

区
域
外
で
の
排
水
構
想
に
て
、
合

併
浄
化
槽
の
普
及
を
図
り
、
環
境

負
荷
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　
行
政
改
革
大
綱
の
中
で
の
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
実
施
と
し
て
、

平
成
26
年
度
か
ら
可
燃
ご
み
等
に

つ
い
て
、
収
集
運
搬
業
務
の
民
間

委
託
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
現
業
職

員
の
減
少
に
伴
い
、
不
燃
ご
み
等

の
収
集
運
搬
業
務
に
つ
い
て
民
間

委
託
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

平
成
26
年
10
月
か
ら
毎
月
第
３
日

曜
日
に
不
燃
ご
み
及
び
資
源
ご
み

の
受
け
入
れ
を
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

な
お
一
層
周
知
に
努
め
て
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

件
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
死
亡
事

故
ゼ
ロ
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
県
内
で
は
今
年
に
な
っ
て
死

亡
事
故
が
相
次
ぎ
、
昨
年
に
比
べ

て
死
者
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
も
危
機
感
を
も
っ

て
安
全
対
策
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
関
係
機
関
や
団
体

等
と
密
接
な
連
携
を
図
り
、
町
民

の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
や
交
通

マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
施
設
の
計
画
的
な

整
備
を
行
い
、
交
通
事
故
抑
止
に

向
け
た
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

●
消
防・救
急・防
災
体
制
の
整
備

　
地
球
温
暖
化
が
一
因
と
も
い
わ

れ
る
大
型
台
風
の
発
生
な
ど
自
然

災
害
の
大
規
模
化
が
進
む
昨
今
、

近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
発
生
が
確
実
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
過
去
の
大
震
災
を
教
訓
に

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」を
防
災

の
基
本
理
念
と
し
て
、
地
域
防
災

力
の
要
と
な
る
消
防
団
の
充
実
強

化
と
自
主
防
災
組
織
の
整
備
育
成

を
図
り
、
企
業
や
各
種
団
体
、
更

に
は
一
般
住
民
が
一
体
と
な
っ
た

防
災
総
合
力
を
高
め
、「
災
害
に

強
い
ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

　
永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
、
災
害

時
に
防
災
拠
点
と
な
る
消
防
新
庁

舎
は
３
月
中
に
竣
工
予
定
で
す
。

４
月
の
開
庁
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
よ
う
移
転
作
業
を
進
め
な
が
ら
、

新
た
な
訓
練
施
設
を
有
効
活
用
し

て
消
防
職
員
並
び
に
消
防
団
員
の

資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

　「
情
報
通
信
体
制
の
確
立
」、

「
相
互
応
援
体
制
の
強
化
」、「
大

規
模
災
害
へ
の
迅
速
な
対
応
」な

ど
の
諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

定
住
自
立
圏
構
想
の
取
り
組
み
の

中
で「
デ
ジ
タ
ル
消
防
・
救
急
無

線
設
備
」を
共
同
整
備
し
ま
し
た
。

昨
年
４
月
か
ら
、
丸
亀
・
善
通

寺
・
多
度
津
の
２
市
１
町
管
内
で

１
１
９
番
通
報
を
中
讃
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
で
一
括
受
信
す
る「
消

防
通
信
指
令
事
務
」の
共
同
運
用

を
開
始
し
、
近
隣
消
防
本
部
と
の

協
力
体
制
を
緊
密
に
し
て
い
ま
す
。

　「
多
度
津
町
町
営
住
宅
等
長
寿

命
化
計
画
」に
則
り
、
老
朽
化
し

た
住
宅
の
建
替
え
や
既
存
住
宅
の

改
修
・
修
繕
等
を
計
画
的
に
進
め

ま
す
。
特
に
、
既
存
住
宅
は
老
朽

化
に
伴
う
修
繕
が
増
加
し
て
お
り
、

時
期
や
手
法
を
工
夫
し
な
が
ら
、

効
率
的
・
効
果
的
な
修
繕
に
努
め

ま
す
。

●
火
葬
場

　
現
在
、
順
調
に
稼
動
し
て
い
ま

す
が
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
れ

る
よ
う
計
画
的
に
改
修
・
修
繕
を

進
め
、
平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
、

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

●
墓
地

　
平
成
26
年
５
月
か
ら
葛
原
南
墓

地
に
て
全
区
画
の
貸
付
け
を
開
始

し
ま
し
た
。
ま
た
、
墓
地
を
使
用

さ
れ
る
皆
様
の
利
便
性
を
確
保
す

る
等
、
町
営
墓
地
や
地
域
墓
地
の

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

●
交
通
安
全
対
策

　
昨
年
の
町
内
で
の
交
通
事
故
は
、

一
昨
年
に
比
べ
て
件
数
・
負
傷
者

数
と
も
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

残
念
な
こ
と
に
、
昨
年
２
月
に
１

　
さ
ら
に
、
消
防
行
政
の
重
要
課

題
で
あ
る「
住
宅
防
火
対
策
」は
、

火
災
に
よ
る
死
傷
者
を
減
ら
し
、

被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
と
も
協
調
し
て「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」の
普
及
を
促

進
し
、
各
種
訓
練
や
講
習
会
を
通

じ
て
町
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
を

図
り
ま
す
。

　
一
方
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
展
を
背
景
に
、
増
加
傾
向
が
続

く
救
急
事
案
に
対
し
て
、
救
命
率

を
向
上
さ
せ
る
た
め
薬
剤
投
与
や

気
管
挿
管
が
可
能
な
認
定
救
命
士

を
育
成
し
、
ま
た
、
救
命
士
資
格

取
得
後
も
継
続
し
て
再
教
育
を
行

う
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
救

急
業
務
の
高
度
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
水
防
関
係
で
は
、
台
風
や
集
中

豪
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害
の
解

消
に
向
け
、
公
共
下
水
道
事
業
計

画
の
雨
水
計
画
に
基
づ
き
、
本
年

度
か
ら
雨
水
幹
線
施
設
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　「
離
島
航
路
」
に
つ
い
て
は
、

定
期
船
の
ほ
か
渡
海
船
も
航
路
助

成
の
対
象
と
な
り
、
定
期
船「
新

な
ぎ
さ
」の
更
新
計
画
も
検
討
を

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
対
象
者
が
増
加
し
、
一
人
当
た

り
の
医
療
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
運
営
が
懸
念
さ
れ
ま

す
が
、
今
後
も
香
川
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
や
香
川
県
、
県

内
市
町
と
緊
密
に
連
携
し
、
本
制

度
の
安
定
的
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
保
健
衛
生

　
母
子
保
健
の
充
実
に
つ
い
て
、

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」

な
ど
の
従
来
の
事
業
を
継
続
し
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
妊

婦
、
産
婦
、
子
育
て
中
の
母
親
の

悩
み
や
育
児
不
安
に
対
し
、
助
産

師
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設
す
る

な
ど
、
相
談
支
援
体
制
を
強
化
し
、

心
身
と
も
に
安
心
し
て
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
努
め

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
実
施

し
た
５
歳
児
健
康
診
査
に
つ
い
て

は
、
初
年
度
の
反
省
や
課
題
を
踏

ま
え
、
健
診
後
の
支
援
体
制
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、

子
育
て
支
援
並
び
に
就
学
支
援
に

繋
が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

 

健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
づ
く
り

な
ど
の
一
次
予
防
を
推
進
し
、
健

康
の
維
持
増
進
と
疾
病
の
予
防
・

早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

国
の「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
が
ん
検
診
受
診
率
の

向
上
と
早
期
発
見
に
向
け
て
、
全

て
の
が
ん
検
診
の
自
己
負
担
金
を

従
来
の
約
半
額
と
し
、
節
目
年
齢

の
方
の
自
己
負
担
金
を
無
料
と
し

ま
す
。
併
せ
て
人
間
ド
ッ
ク
の
実

施
機
関
を
増
や
し
、
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
受
診
し
や
す
い
体
制
整
備
と

積
極
的
な
受
診
勧
奨
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は「
多
度
津
町

健
康
づ
く
り
計
画
・
健
康
た
ど
つ

21
」及
び「
多
度
津
町
食
育
推
進
計

画
」の
見
直
し
年
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

予
防
対
策
や
歯
と
口
腔
の
健
康
づ

く
り
を
施
策
に
加
え
、
各
種
団
体

や
企
業
等
と
協
力
・
連
携
し
な
が

ら
検
討
協
議
し
ま
す
。

 

感
染
症
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
世
界
的
な
大
流
行
を
も
た
ら

す
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
、

平
成
26
年
度
に
作
成
し
た「
多
度

津
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
行
動
計
画
」に
基
づ
き
、
未
発

生
期
で
の
予
防
啓
発
と
体
制
整
備

に
努
め
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険

　
平
成
30
年
度
に
、
都
道
府
県
が

保
険
財
政
の
運
営
主
体
と
な
っ
て

中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
保
健
事
業
な
ど

市
町
主
体
の
業
務
は
残
る
こ
と
と

な
り
、
本
県
に
お
い
て
も
県
及
び

本
町
を
含
む
代
表
市
町
で
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
移
行

に
向
け
た
検
討
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
国
の
制
度
設
計

を
踏
ま
え
な
が
ら
緊
密
な
協
議
を

重
ね
、
被
保
険
者
に
と
っ
て
よ
り

良
い
制
度
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
一
方
、
本
町
の
国
民
健
康
保
険

は
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、
財
政

的
に
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
、

安
定
し
た
財
政
運
営
を
継
続
す
る

た
め
、
特
定
健
康
診
査
や
特
定
保

健
指
導
の
推
進
、
重
症
化
の
予
防
、

レ
セ
プ
ト
点
検
の
徹
底
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
啓
発
等
、

様
々
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

重
ね
、
島
民
の
利
便
性
向
上
に
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
離
島
救
急
患
者
輸
送
費
補
助
、

並
び
に
島
嶼
部
航
路
運
賃
助
成
も
、

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　「
情
報
化
の
推
進
」
に
つ
い
て

は
、
町
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
バ

ナ
ー
広
告
掲
載
に
つ
い
て
、
広
告

料
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
、
よ
り
効
率
的
で
、
安
全
・
安

定
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
の
維
持
、

新
し
く
な
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

■
人
に
や
さ
し
い

社
会
づ
く
り
の
推
進

●
福
祉
医
療

　
昨
年
度
か
ら「
乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
」と「
子
育
て
支
援
医
療

費
助
成
制
度
」を
統
合
・
拡
充
し
、

中
学
校
卒
業
ま
で
の
外
来
を
含
む

医
療
費
を
助
成
す
る「
乳
幼
児
等

医
療
費
助
成
制
度
」を
開
始
し
ま

し
た
。
今
後
も
財
政
状
況
や
近
隣

市
町
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

制
度
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

●
水
道
事
業

　
町
民
皆
様
に「
安
全
な
水
道
水

を
安
定
し
て
供
給
す
る
」と
い
う

水
道
事
業
管
理
者
の
使
命
を
果
た

す
た
め
、
災
害
時
を
想
定
し
た
、

老
朽
施
設
の
改
修
及
び
老
朽
管
の

更
新
工
事
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

効
率
的
、
効
果
的
な
事
業
運
営
を

行
う
た
め
、
さ
ら
な
る
経
費
の
削

減
に
努
め
、
使
用
料
金
の
収
納
率

向
上
及
び
有
収
率
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

●
下
水
道
事
業

　
下
水
道
事
業
計
画
区
域
内
の
汚

水
管
渠
の
整
備
が
完
了
し
、
今
後

は
、
各
下
水
道
施
設
の
経
年
劣
化

に
よ
る
状
況
を
適
切
に
把
握
す
る

と
と
も
に
、
順
次「
下
水
道
施
設

長
寿
命
化
計
画
」を
策
定
し
、
計

画
的
な
施
設
の
更
新
及
び
維
持
管

理
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
事
業
運
営
の
健
全
化

を
図
る
た
め
、
未
接
続
家
屋
の
下

水
接
続
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
行

い
、
使
用
料
及
び
受
益
者
負
担
金

の
収
納
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
町
営
住
宅
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宅
地
の
雑
草
駆
除
の
対
応
、
ご

み
の
不
法
投
棄
や
野
焼
き
等
の
防

止
・
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

野
良
犬
・
野
良
猫
の
苦
情
や
殺
処

分
率
の
縮
減
対
策
と
し
て
、
平
成

27
年
度
よ
り
町
内
で
飼
育
し
て
い

る
犬
猫
に
対
し
て
の
不
妊
去
勢
手

術
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
は「
多

度
津
町
生
活
排
水
処
理
施
設
整
備

計
画
」を
更
新
し
、
下
水
道
認
可

区
域
外
で
の
排
水
構
想
に
て
、
合

併
浄
化
槽
の
普
及
を
図
り
、
環
境

負
荷
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　
行
政
改
革
大
綱
の
中
で
の
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
実
施
と
し
て
、

平
成
26
年
度
か
ら
可
燃
ご
み
等
に

つ
い
て
、
収
集
運
搬
業
務
の
民
間

委
託
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
現
業
職

員
の
減
少
に
伴
い
、
不
燃
ご
み
等

の
収
集
運
搬
業
務
に
つ
い
て
民
間

委
託
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

平
成
26
年
10
月
か
ら
毎
月
第
３
日

曜
日
に
不
燃
ご
み
及
び
資
源
ご
み

の
受
け
入
れ
を
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

な
お
一
層
周
知
に
努
め
て
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

件
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
死
亡
事

故
ゼ
ロ
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
県
内
で
は
今
年
に
な
っ
て
死

亡
事
故
が
相
次
ぎ
、
昨
年
に
比
べ

て
死
者
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
も
危
機
感
を
も
っ

て
安
全
対
策
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
関
係
機
関
や
団
体

等
と
密
接
な
連
携
を
図
り
、
町
民

の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
や
交
通

マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
施
設
の
計
画
的
な

整
備
を
行
い
、
交
通
事
故
抑
止
に

向
け
た
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

●
消
防・救
急・防
災
体
制
の
整
備

　
地
球
温
暖
化
が
一
因
と
も
い
わ

れ
る
大
型
台
風
の
発
生
な
ど
自
然

災
害
の
大
規
模
化
が
進
む
昨
今
、

近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
発
生
が
確
実
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
過
去
の
大
震
災
を
教
訓
に

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」を
防
災

の
基
本
理
念
と
し
て
、
地
域
防
災

力
の
要
と
な
る
消
防
団
の
充
実
強

化
と
自
主
防
災
組
織
の
整
備
育
成

を
図
り
、
企
業
や
各
種
団
体
、
更

に
は
一
般
住
民
が
一
体
と
な
っ
た

防
災
総
合
力
を
高
め
、「
災
害
に

強
い
ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

　
永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
、
災
害

時
に
防
災
拠
点
と
な
る
消
防
新
庁

舎
は
３
月
中
に
竣
工
予
定
で
す
。

４
月
の
開
庁
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
よ
う
移
転
作
業
を
進
め
な
が
ら
、

新
た
な
訓
練
施
設
を
有
効
活
用
し

て
消
防
職
員
並
び
に
消
防
団
員
の

資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

　「
情
報
通
信
体
制
の
確
立
」、

「
相
互
応
援
体
制
の
強
化
」、「
大

規
模
災
害
へ
の
迅
速
な
対
応
」な

ど
の
諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

定
住
自
立
圏
構
想
の
取
り
組
み
の

中
で「
デ
ジ
タ
ル
消
防
・
救
急
無

線
設
備
」を
共
同
整
備
し
ま
し
た
。

昨
年
４
月
か
ら
、
丸
亀
・
善
通

寺
・
多
度
津
の
２
市
１
町
管
内
で

１
１
９
番
通
報
を
中
讃
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
で
一
括
受
信
す
る「
消

防
通
信
指
令
事
務
」の
共
同
運
用

を
開
始
し
、
近
隣
消
防
本
部
と
の

協
力
体
制
を
緊
密
に
し
て
い
ま
す
。

　「
多
度
津
町
町
営
住
宅
等
長
寿

命
化
計
画
」に
則
り
、
老
朽
化
し

た
住
宅
の
建
替
え
や
既
存
住
宅
の

改
修
・
修
繕
等
を
計
画
的
に
進
め

ま
す
。
特
に
、
既
存
住
宅
は
老
朽

化
に
伴
う
修
繕
が
増
加
し
て
お
り
、

時
期
や
手
法
を
工
夫
し
な
が
ら
、

効
率
的
・
効
果
的
な
修
繕
に
努
め

ま
す
。

●
火
葬
場

　
現
在
、
順
調
に
稼
動
し
て
い
ま

す
が
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
れ

る
よ
う
計
画
的
に
改
修
・
修
繕
を

進
め
、
平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
、

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

●
墓
地

　
平
成
26
年
５
月
か
ら
葛
原
南
墓

地
に
て
全
区
画
の
貸
付
け
を
開
始

し
ま
し
た
。
ま
た
、
墓
地
を
使
用

さ
れ
る
皆
様
の
利
便
性
を
確
保
す

る
等
、
町
営
墓
地
や
地
域
墓
地
の

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

●
交
通
安
全
対
策

　
昨
年
の
町
内
で
の
交
通
事
故
は
、

一
昨
年
に
比
べ
て
件
数
・
負
傷
者

数
と
も
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

残
念
な
こ
と
に
、
昨
年
２
月
に
１

　
さ
ら
に
、
消
防
行
政
の
重
要
課

題
で
あ
る「
住
宅
防
火
対
策
」は
、

火
災
に
よ
る
死
傷
者
を
減
ら
し
、

被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
と
も
協
調
し
て「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」の
普
及
を
促

進
し
、
各
種
訓
練
や
講
習
会
を
通

じ
て
町
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
を

図
り
ま
す
。

　
一
方
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
展
を
背
景
に
、
増
加
傾
向
が
続

く
救
急
事
案
に
対
し
て
、
救
命
率

を
向
上
さ
せ
る
た
め
薬
剤
投
与
や

気
管
挿
管
が
可
能
な
認
定
救
命
士

を
育
成
し
、
ま
た
、
救
命
士
資
格

取
得
後
も
継
続
し
て
再
教
育
を
行

う
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
救

急
業
務
の
高
度
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
水
防
関
係
で
は
、
台
風
や
集
中

豪
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害
の
解

消
に
向
け
、
公
共
下
水
道
事
業
計

画
の
雨
水
計
画
に
基
づ
き
、
本
年

度
か
ら
雨
水
幹
線
施
設
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　「
離
島
航
路
」
に
つ
い
て
は
、

定
期
船
の
ほ
か
渡
海
船
も
航
路
助

成
の
対
象
と
な
り
、
定
期
船「
新

な
ぎ
さ
」の
更
新
計
画
も
検
討
を

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
対
象
者
が
増
加
し
、
一
人
当
た

り
の
医
療
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
運
営
が
懸
念
さ
れ
ま

す
が
、
今
後
も
香
川
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
や
香
川
県
、
県

内
市
町
と
緊
密
に
連
携
し
、
本
制

度
の
安
定
的
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
保
健
衛
生

　
母
子
保
健
の
充
実
に
つ
い
て
、

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」

な
ど
の
従
来
の
事
業
を
継
続
し
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
妊

婦
、
産
婦
、
子
育
て
中
の
母
親
の

悩
み
や
育
児
不
安
に
対
し
、
助
産

師
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設
す
る

な
ど
、
相
談
支
援
体
制
を
強
化
し
、

心
身
と
も
に
安
心
し
て
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
努
め

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
実
施

し
た
５
歳
児
健
康
診
査
に
つ
い
て

は
、
初
年
度
の
反
省
や
課
題
を
踏

ま
え
、
健
診
後
の
支
援
体
制
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、

子
育
て
支
援
並
び
に
就
学
支
援
に

繋
が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

 
健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
づ
く
り

な
ど
の
一
次
予
防
を
推
進
し
、
健

康
の
維
持
増
進
と
疾
病
の
予
防
・

早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

国
の「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
が
ん
検
診
受
診
率
の

向
上
と
早
期
発
見
に
向
け
て
、
全

て
の
が
ん
検
診
の
自
己
負
担
金
を

従
来
の
約
半
額
と
し
、
節
目
年
齢

の
方
の
自
己
負
担
金
を
無
料
と
し

ま
す
。
併
せ
て
人
間
ド
ッ
ク
の
実

施
機
関
を
増
や
し
、
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
受
診
し
や
す
い
体
制
整
備
と

積
極
的
な
受
診
勧
奨
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は「
多
度
津
町

健
康
づ
く
り
計
画
・
健
康
た
ど
つ

21
」及
び「
多
度
津
町
食
育
推
進
計

画
」の
見
直
し
年
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

予
防
対
策
や
歯
と
口
腔
の
健
康
づ

く
り
を
施
策
に
加
え
、
各
種
団
体

や
企
業
等
と
協
力
・
連
携
し
な
が

ら
検
討
協
議
し
ま
す
。

 

感
染
症
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
世
界
的
な
大
流
行
を
も
た
ら

す
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
、

平
成
26
年
度
に
作
成
し
た「
多
度

津
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
行
動
計
画
」に
基
づ
き
、
未
発

生
期
で
の
予
防
啓
発
と
体
制
整
備

に
努
め
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険

　
平
成
30
年
度
に
、
都
道
府
県
が

保
険
財
政
の
運
営
主
体
と
な
っ
て

中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
保
健
事
業
な
ど

市
町
主
体
の
業
務
は
残
る
こ
と
と

な
り
、
本
県
に
お
い
て
も
県
及
び

本
町
を
含
む
代
表
市
町
で
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
移
行

に
向
け
た
検
討
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
国
の
制
度
設
計

を
踏
ま
え
な
が
ら
緊
密
な
協
議
を

重
ね
、
被
保
険
者
に
と
っ
て
よ
り

良
い
制
度
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
一
方
、
本
町
の
国
民
健
康
保
険

は
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、
財
政

的
に
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
、

安
定
し
た
財
政
運
営
を
継
続
す
る

た
め
、
特
定
健
康
診
査
や
特
定
保

健
指
導
の
推
進
、
重
症
化
の
予
防
、

レ
セ
プ
ト
点
検
の
徹
底
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
啓
発
等
、

様
々
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

重
ね
、
島
民
の
利
便
性
向
上
に
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
離
島
救
急
患
者
輸
送
費
補
助
、

並
び
に
島
嶼
部
航
路
運
賃
助
成
も
、

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　「
情
報
化
の
推
進
」
に
つ
い
て

は
、
町
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
バ

ナ
ー
広
告
掲
載
に
つ
い
て
、
広
告

料
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
、
よ
り
効
率
的
で
、
安
全
・
安

定
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
の
維
持
、

新
し
く
な
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

■
人
に
や
さ
し
い

社
会
づ
く
り
の
推
進

●
福
祉
医
療

　
昨
年
度
か
ら「
乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
」と「
子
育
て
支
援
医
療

費
助
成
制
度
」を
統
合
・
拡
充
し
、

中
学
校
卒
業
ま
で
の
外
来
を
含
む

医
療
費
を
助
成
す
る「
乳
幼
児
等

医
療
費
助
成
制
度
」を
開
始
し
ま

し
た
。
今
後
も
財
政
状
況
や
近
隣

市
町
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

制
度
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

●
水
道
事
業

　
町
民
皆
様
に「
安
全
な
水
道
水

を
安
定
し
て
供
給
す
る
」と
い
う

水
道
事
業
管
理
者
の
使
命
を
果
た

す
た
め
、
災
害
時
を
想
定
し
た
、

老
朽
施
設
の
改
修
及
び
老
朽
管
の

更
新
工
事
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

効
率
的
、
効
果
的
な
事
業
運
営
を

行
う
た
め
、
さ
ら
な
る
経
費
の
削

減
に
努
め
、
使
用
料
金
の
収
納
率

向
上
及
び
有
収
率
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

●
下
水
道
事
業

　
下
水
道
事
業
計
画
区
域
内
の
汚

水
管
渠
の
整
備
が
完
了
し
、
今
後

は
、
各
下
水
道
施
設
の
経
年
劣
化

に
よ
る
状
況
を
適
切
に
把
握
す
る

と
と
も
に
、
順
次「
下
水
道
施
設

長
寿
命
化
計
画
」を
策
定
し
、
計

画
的
な
施
設
の
更
新
及
び
維
持
管

理
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
事
業
運
営
の
健
全
化

を
図
る
た
め
、
未
接
続
家
屋
の
下

水
接
続
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
行

い
、
使
用
料
及
び
受
益
者
負
担
金

の
収
納
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
町
営
住
宅
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●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

 

総
人
口
は
減
少
す
る
一
方
、
高

齢
者
人
口
及
び
高
齢
化
率
は
伸
び

続
け
て
お
り
、
本
年
１
月
１
日
現

在
の
高
齢
者
人
口
は
７
，０
８
０

人
、
高
齢
化
率
は
29
．９
％
で
す
。

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は
、

15
．１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

 

　「
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
活
動

で
き
る
ま
ち
」を
目
指
し
、
生
き

が
い
や
交
流
活
動
、
仕
事
な
ど
に

持
て
る
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
老

人
ク
ラ
ブ
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
協

力
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯

の
増
加
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加

を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
が
共
に
支

え
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
心
が

ふ
れ
あ
え
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

な
負
担
割
合
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

●
生
活
福
祉
の
充
実

　
昨
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
対
す
る
影
響
緩
和
を
目

的
と
し
た
国
の
施
策「
臨
時
福
祉

給
付
金
」と「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」が
、
本
年
度
も
額
は

変
わ
る
も
の
の
支
給
さ
れ
る
予
定

と
な
り
ま
し
た
。
周
辺
他
市
町
と

足
並
み
を
揃
え
つ
つ
、
速
や
か
な

支
給
に
努
め
ま
す
。

■
豊
か
な
心
を
育
て
る

教
育
と
文
化
の
創
出

 

本
年
度
は
地
方
教
育
制
度
の
改

革
に
よ
り
、
教
育
行
政
に
お
け
る

責
任
の
明
確
化
、
迅
速
な
危
機
管

理
体
制
の
構
築
、
首
長
と
の
連
携

の
強
化
を
図
る
こ
と
と
な
り
、
教

育
委
員
会
制
度
が
大
き
く
変
容
す

る
年
で
す
。
本
町
に
お
い
て
も
総

合
教
育
会
議
を
設
置
す
る
な
ど
、

新
体
制
へ
の
準
備
を
進
め
る
中
で
、

豊
か
な
心
を
育
て
る
教
育
と
文
化

の
創
出
に
努
め
ま
す
。

●
幼
稚
園・学
校
施
設
の
耐
震
化

　
学
校
施
設
は
、
災
害
時
に
お
け

る
地
域
住
民
の
緊
急
避
難
場
所
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
町
内
小
学
校
の

校
舎
及
び
体
育
館
の
耐
震
補
強
工

事
を
実
施
す
る
な
ど
、
耐
震
性
の

確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
平
成

26
年
度
は
、
多
度
津
中
学
校
の
校

舎
・
体
育
館
の
改
築
工
事
及
び
四

箇
幼
稚
園
の
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
い

て
、
四
箇
幼
稚
園
ひ
さ
し
部
分
の

耐
震
補
強
工
事
や
白
方
小
学
校
普

通
教
室
棟
の
改
築
工
事
実
施
設
計

を
進
め
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
中

学
校
は
平
成
27
年
度
に
運
動
場
・

駐
輪
場
及
び
外
溝
等
を
整
備
し
て

全
事
業
終
了
し
、
来
年
４
月
か
ら

使
用
す
る
予
定
で
す
。
現
在
使
用

し
て
い
る
校
舎
は
平
成
27
年
度
中

に
解
体
予
定
で
す
。
ま
た
、
各
小

学
校
体
育
館
の
天
井
部
分
の
撤
去

工
事
も
順
次
行
い
ま
す
。

年
度
か
ら
本
計
画
に
基
づ
く
障
害

福
祉
施
策
を
実
施
し
ま
す
。
制
度

の
周
知
と
説
明
を
徹
底
し
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
適
切
に
確
保
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
、
障
害
者
福
祉
向
上

の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
の
充
実

　
新
た
に
施
行
さ
れ
る「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
」に
基
づ
き
、
こ

の
３
月
に「
多
度
津
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」を
策
定

し
ま
す
。
本
計
画
を
踏
ま
え
、
保

育
所
へ
の
入
所
利
用
機
会
の
確
保
、

子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
な
ど
引

き
続
き
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

 

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
新
制
度

施
行
に
伴
う
保
育
の
質
改
善
に
よ

り
、
国
の
単
価
が
見
直
さ
れ
、
本

年
度
か
ら
費
用
負
担
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
保
育
料
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
へ
の
影
響
を
抑
え
て

設
定
し
、
引
き
続
き
第
３
子
以
降

４
歳
未
満
児
の
保
育
料
免
除
な
ど

の
支
援
制
度
を
実
施
し
ま
す
。
利

用
者
負
担
は
、
引
き
続
き
国
の
徴

収
基
準
の
６
割
以
下
に
抑
制
さ
れ

る
見
込
み
で
、
今
後
と
も
子
育
て

の
し
や
す
い
ま
ち
に
向
け
て
適
切

●
幼
稚
園
・
学
校
教
育

　
各
学
校
・
園
に
お
い
て
、
よ
り

一
層
の
研
究
を
進
め「
小
１
プ
ロ

ブ
レ
ム
」や「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」に

対
応
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
も

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
在

校（
園
）す
る
ク
ラ
ス
に
特
別
支
援

教
育
支
援
員
を
配
置
す
る
な
ど
、

学
校（
園
）や
関
係
機
関
と
の「
連

携
」を
大
切
に
し
、
教
育
関
連
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

　「
生
き
る
力
」を
育
成
す
る
た
め

に
は
、
い
わ
ゆ
る「
学
校
力
」が
必

要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
学
校
の
人

的
な
環
境
と
物
的
な
環
境
づ
く
り

を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
学
力
の
二
極
化
、
規
範
意
識
を

中
心
と
し
た
社
会
性
の
育
成
、
そ

し
て
多
様
化
す
る
子
ど
も
へ
の
対

応
な
ど
教
育
課
題
を
的
確
に
受
け

止
め
、
そ
の
解
決
に
努
め
ま
す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成

　
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と

し
て
職
員
・
補
導
員
と
連
携
し
、

情
報
や
問
題
点
を
共
有
し
な
が
ら
、

指
導
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
家
庭
や
地
域
社
会
、
関
係
団
体

の
理
解
や
支
援
な
ど
地
域
全
体
で

の
対
応
が
不
可
欠
で
す
。

　
ま
た
、
町
内
各
小
学
校
の
児
童

や
高
齢
者
の
方
々
と
の
異
世
代
・

異
年
齢
間
で
３
日
間
の
共
同
生
活

や
交
流
活
動
を
行
う「
わ
ん
ぱ
く

寺
子
屋
」を
本
年
度
も
実
施
し
、

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
、
ふ
る

さ
と
と
人
を
愛
す
る
子
ど
も
を
育

て
ま
す
。

●
青
年
教
育

　
１
月
に
実
施
し
て
い
る
成
人
式

は
、
新
成
人
で
構
成
す
る「
成
人

式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」が
中

心
と
な
っ
て
企
画
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
同
時
期
に
、
新
成
人
と

し
て
の
自
覚
を
高
め
ら
れ
る
式
と

な
る
よ
う
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
家
庭
教
育

　
学
齢
期
や
就
学
前
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者
を
対
象
に
、
早
期
か

ら
家
庭
教
育
や
子
育
て
の
仕
方
に

関
す
る
情
報
及
び
学
習
機
会
を
提

供
し
、
積
極
的
に
啓
発
し
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
５
月
に
は
17
回
目
の
参
加
と
な

る「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」を
は
じ
め
、

「
町
民
あ
る
け
あ
る
け
大
会
」や

さ
く
ら
プ
ー
ル
に
お
け
る
各
種
教

室
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生

涯
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め

る
環
境
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、

指
導
者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

●
芸
術
・
文
化

　
芸
術
・
文
化
に
接
す
る
機
会
を

設
け
る
た
め
、
図
書
館
で
は
親
子

読
書
会
や
読
み
聞
か
せ
会
な
ど
を

積
極
的
に
開
催
し
、「
林
求
馬
邸
」

な
ど
の
町
文
化
財
の
保
存
及
び
啓

発
活
動
に
努
め
ま
す
。
公
民
館
で

は
、
地
域
学
習
及
び
交
流
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
芸
術
祭
・
芸
能
文

化
祭
・
地
区
文
化
祭
な
ど
の
充
実

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
本
年
４
月

か
ら「
サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ
」と
命

名
し
た
町
民
会
館
で
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
多
様
な
芸
術
鑑
賞
の
機

会
を
提
供
し
、
資
料
館
に
お
い
て

も
魅
力
あ
る
テ
ー
マ
設
定
と
企
画

展
の
開
催
を
目
指
し
ま
す
。

託
事
業「
発
達
障
害
に
関
す
る
教

職
員
の
専
門
性
向
上
事
業
」の
研

究
成
果
を
踏
ま
え
、
指
導
内
容
と

教
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切

に
す
る
教
育
が
展
開
で
き
る
よ
う

今
後
も
人
的
な
環
境
整
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
幼
・
小
・
中
の
情

報
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
物
的
な
環

境
を
充
実
さ
せ
、
校
務
の
効
率
化

を
図
り
、
教
育
の
起
点
で
も
あ
る

教
職
員
と
子
ど
も
、
子
ど
も
同
士

が
ふ
れ
あ
う
時
間
を
確
保
し
ま
す
。

　
一
方
、
子
ど
も
た
ち
の
基
本
的

生
活
習
慣
の
確
立
を
図
る
た
め
、

地
元
の
生
産
者
の
方
々
で
組
織
す

る「
ひ
ま
わ
り
の
会
」が
生
産
し
た

安
全
・
安
心
な
旬
の
野
菜
な
ど
を

使
用
し
、
学
校
給
食
の
充
実
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
生
産

者
の
顔
が
見
え
る
活
き
た
教
材
を

活
用
し
、「
食
育
」を
よ
り
一
層
推

進
し
ま
す
。

　
将
来
性
を
踏
ま
え
た
通
学
区
域

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
町
内
４

地
区
の
人
口
推
移
等
も
考
慮
し
、

４
校
区
間
相
互
の
適
正
な
通
学
区

域
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
学
力
に
つ
い
て
は
、
習
熟
度
別

学
習
・
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

な
ど
の
指
導
形
態
を
確
立
し
、
実

効
性
の
あ
る
取
り
組
み
と
す
る
た

め
、
引
き
続
き
、
少
人
数
加
配
の

活
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
単

独
で
も「
学
力
向
上
支
援
員
」を
配

置
し
ま
す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
す
る
社
会
で
駆
使
で
き
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
涵
養
を

目
指
す
た
め
、
中
学
校
だ
け
で
な

く
小
学
校
で
も
外
国
語
指
導
助
手

を
継
続
配
置
し
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

英
語
に
ふ
れ
る
機
会
を
確
保
し
ま

す
。

　
社
会
性
の
育
成
や
多
様
化
す
る

子
ど
も
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

中
学
校
で
は
、
法
務
監
を
配
置
し
、

安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り
の
一

翼
を
担
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
同
時

に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
継
続
配
置
し
、
学
校
に
お
け
る

相
談
機
能
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
歴
史
や
文
化
に
触

れ
る
体
験
を
通
し
て
豊
か
な
心
を

育
め
る
よ
う
、
地
域
の
有
能
な
人

材
と
の
連
携
を
支
援
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

２
年
間
に
わ
た
る
文
部
科
学
省
委

●
介
護
保
険
制
度

　
高
齢
化
に
伴
い
、
認
定
者
や
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
が
増
加
し
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
大
幅
な
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
安
定
し
た
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
提

供
す
る
た
め「
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」に
基
づ
き
、
制
度
の

適
正
・
円
滑
な
運
営
を
図
り
ま
す
。

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う「
住
ま
い
」、「
介
護
・
医
療
・

予
防
」、「
生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
」を
一
体
的
に
提
供
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

地
域
に
密
着
し
た
高
齢
者
の
総

合
相
談
窓
口
と
し
て
、
介
護
予

防
・
認
知
症
等
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
、

虐
待
や
権
利
擁
護
事
業
等
の
支
援

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
本
年

か
ら「
認
知
症
予
防
教
室
」等
を
開

催
し
、
認
知
症
施
策
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

●
障
害
者
福
祉
の
充
実

　
今
年
３
月
、
障
害
福
祉
に
お
け

る
実
施
計
画「
第
４
次
多
度
津
町

障
害
福
祉
計
画
」を
策
定
し
、
今
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●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

 

総
人
口
は
減
少
す
る
一
方
、
高

齢
者
人
口
及
び
高
齢
化
率
は
伸
び

続
け
て
お
り
、
本
年
１
月
１
日
現

在
の
高
齢
者
人
口
は
７
，０
８
０

人
、
高
齢
化
率
は
29
．９
％
で
す
。

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は
、

15
．１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

 

　「
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
活
動

で
き
る
ま
ち
」を
目
指
し
、
生
き

が
い
や
交
流
活
動
、
仕
事
な
ど
に

持
て
る
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
老

人
ク
ラ
ブ
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
協

力
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯

の
増
加
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加

を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
が
共
に
支

え
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
心
が

ふ
れ
あ
え
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

な
負
担
割
合
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

●
生
活
福
祉
の
充
実

　
昨
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
対
す
る
影
響
緩
和
を
目

的
と
し
た
国
の
施
策「
臨
時
福
祉

給
付
金
」と「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」が
、
本
年
度
も
額
は

変
わ
る
も
の
の
支
給
さ
れ
る
予
定

と
な
り
ま
し
た
。
周
辺
他
市
町
と

足
並
み
を
揃
え
つ
つ
、
速
や
か
な

支
給
に
努
め
ま
す
。

■
豊
か
な
心
を
育
て
る

教
育
と
文
化
の
創
出

 

本
年
度
は
地
方
教
育
制
度
の
改

革
に
よ
り
、
教
育
行
政
に
お
け
る

責
任
の
明
確
化
、
迅
速
な
危
機
管

理
体
制
の
構
築
、
首
長
と
の
連
携

の
強
化
を
図
る
こ
と
と
な
り
、
教

育
委
員
会
制
度
が
大
き
く
変
容
す

る
年
で
す
。
本
町
に
お
い
て
も
総

合
教
育
会
議
を
設
置
す
る
な
ど
、

新
体
制
へ
の
準
備
を
進
め
る
中
で
、

豊
か
な
心
を
育
て
る
教
育
と
文
化

の
創
出
に
努
め
ま
す
。

●
幼
稚
園・学
校
施
設
の
耐
震
化

　
学
校
施
設
は
、
災
害
時
に
お
け

る
地
域
住
民
の
緊
急
避
難
場
所
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
町
内
小
学
校
の

校
舎
及
び
体
育
館
の
耐
震
補
強
工

事
を
実
施
す
る
な
ど
、
耐
震
性
の

確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
平
成

26
年
度
は
、
多
度
津
中
学
校
の
校

舎
・
体
育
館
の
改
築
工
事
及
び
四

箇
幼
稚
園
の
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
い

て
、
四
箇
幼
稚
園
ひ
さ
し
部
分
の

耐
震
補
強
工
事
や
白
方
小
学
校
普

通
教
室
棟
の
改
築
工
事
実
施
設
計

を
進
め
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
中

学
校
は
平
成
27
年
度
に
運
動
場
・

駐
輪
場
及
び
外
溝
等
を
整
備
し
て

全
事
業
終
了
し
、
来
年
４
月
か
ら

使
用
す
る
予
定
で
す
。
現
在
使
用

し
て
い
る
校
舎
は
平
成
27
年
度
中

に
解
体
予
定
で
す
。
ま
た
、
各
小

学
校
体
育
館
の
天
井
部
分
の
撤
去

工
事
も
順
次
行
い
ま
す
。

年
度
か
ら
本
計
画
に
基
づ
く
障
害

福
祉
施
策
を
実
施
し
ま
す
。
制
度

の
周
知
と
説
明
を
徹
底
し
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
適
切
に
確
保
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
、
障
害
者
福
祉
向
上

の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
の
充
実

　
新
た
に
施
行
さ
れ
る「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
」に
基
づ
き
、
こ

の
３
月
に「
多
度
津
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」を
策
定

し
ま
す
。
本
計
画
を
踏
ま
え
、
保

育
所
へ
の
入
所
利
用
機
会
の
確
保
、

子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
な
ど
引

き
続
き
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

 

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
新
制
度

施
行
に
伴
う
保
育
の
質
改
善
に
よ

り
、
国
の
単
価
が
見
直
さ
れ
、
本

年
度
か
ら
費
用
負
担
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
保
育
料
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
へ
の
影
響
を
抑
え
て

設
定
し
、
引
き
続
き
第
３
子
以
降

４
歳
未
満
児
の
保
育
料
免
除
な
ど

の
支
援
制
度
を
実
施
し
ま
す
。
利

用
者
負
担
は
、
引
き
続
き
国
の
徴

収
基
準
の
６
割
以
下
に
抑
制
さ
れ

る
見
込
み
で
、
今
後
と
も
子
育
て

の
し
や
す
い
ま
ち
に
向
け
て
適
切

●
幼
稚
園
・
学
校
教
育

　
各
学
校
・
園
に
お
い
て
、
よ
り

一
層
の
研
究
を
進
め「
小
１
プ
ロ

ブ
レ
ム
」や「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」に

対
応
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
も

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
在

校（
園
）す
る
ク
ラ
ス
に
特
別
支
援

教
育
支
援
員
を
配
置
す
る
な
ど
、

学
校（
園
）や
関
係
機
関
と
の「
連

携
」を
大
切
に
し
、
教
育
関
連
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

　「
生
き
る
力
」を
育
成
す
る
た
め

に
は
、
い
わ
ゆ
る「
学
校
力
」が
必

要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
学
校
の
人

的
な
環
境
と
物
的
な
環
境
づ
く
り

を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
学
力
の
二
極
化
、
規
範
意
識
を

中
心
と
し
た
社
会
性
の
育
成
、
そ

し
て
多
様
化
す
る
子
ど
も
へ
の
対

応
な
ど
教
育
課
題
を
的
確
に
受
け

止
め
、
そ
の
解
決
に
努
め
ま
す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成

　
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と

し
て
職
員
・
補
導
員
と
連
携
し
、

情
報
や
問
題
点
を
共
有
し
な
が
ら
、

指
導
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
家
庭
や
地
域
社
会
、
関
係
団
体

の
理
解
や
支
援
な
ど
地
域
全
体
で

の
対
応
が
不
可
欠
で
す
。

　
ま
た
、
町
内
各
小
学
校
の
児
童

や
高
齢
者
の
方
々
と
の
異
世
代
・

異
年
齢
間
で
３
日
間
の
共
同
生
活

や
交
流
活
動
を
行
う「
わ
ん
ぱ
く

寺
子
屋
」を
本
年
度
も
実
施
し
、

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
、
ふ
る

さ
と
と
人
を
愛
す
る
子
ど
も
を
育

て
ま
す
。

●
青
年
教
育

　
１
月
に
実
施
し
て
い
る
成
人
式

は
、
新
成
人
で
構
成
す
る「
成
人

式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」が
中

心
と
な
っ
て
企
画
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
同
時
期
に
、
新
成
人
と

し
て
の
自
覚
を
高
め
ら
れ
る
式
と

な
る
よ
う
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
家
庭
教
育

　
学
齢
期
や
就
学
前
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者
を
対
象
に
、
早
期
か

ら
家
庭
教
育
や
子
育
て
の
仕
方
に

関
す
る
情
報
及
び
学
習
機
会
を
提

供
し
、
積
極
的
に
啓
発
し
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
５
月
に
は
17
回
目
の
参
加
と
な

る「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」を
は
じ
め
、

「
町
民
あ
る
け
あ
る
け
大
会
」や

さ
く
ら
プ
ー
ル
に
お
け
る
各
種
教

室
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生

涯
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め

る
環
境
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、

指
導
者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

●
芸
術
・
文
化

　
芸
術
・
文
化
に
接
す
る
機
会
を

設
け
る
た
め
、
図
書
館
で
は
親
子

読
書
会
や
読
み
聞
か
せ
会
な
ど
を

積
極
的
に
開
催
し
、「
林
求
馬
邸
」

な
ど
の
町
文
化
財
の
保
存
及
び
啓

発
活
動
に
努
め
ま
す
。
公
民
館
で

は
、
地
域
学
習
及
び
交
流
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
芸
術
祭
・
芸
能
文

化
祭
・
地
区
文
化
祭
な
ど
の
充
実

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
本
年
４
月

か
ら「
サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ
」と
命

名
し
た
町
民
会
館
で
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
多
様
な
芸
術
鑑
賞
の
機

会
を
提
供
し
、
資
料
館
に
お
い
て

も
魅
力
あ
る
テ
ー
マ
設
定
と
企
画

展
の
開
催
を
目
指
し
ま
す
。

託
事
業「
発
達
障
害
に
関
す
る
教

職
員
の
専
門
性
向
上
事
業
」の
研

究
成
果
を
踏
ま
え
、
指
導
内
容
と

教
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切

に
す
る
教
育
が
展
開
で
き
る
よ
う

今
後
も
人
的
な
環
境
整
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
幼
・
小
・
中
の
情

報
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
物
的
な
環

境
を
充
実
さ
せ
、
校
務
の
効
率
化

を
図
り
、
教
育
の
起
点
で
も
あ
る

教
職
員
と
子
ど
も
、
子
ど
も
同
士

が
ふ
れ
あ
う
時
間
を
確
保
し
ま
す
。

　
一
方
、
子
ど
も
た
ち
の
基
本
的

生
活
習
慣
の
確
立
を
図
る
た
め
、

地
元
の
生
産
者
の
方
々
で
組
織
す

る「
ひ
ま
わ
り
の
会
」が
生
産
し
た

安
全
・
安
心
な
旬
の
野
菜
な
ど
を

使
用
し
、
学
校
給
食
の
充
実
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
生
産

者
の
顔
が
見
え
る
活
き
た
教
材
を

活
用
し
、「
食
育
」を
よ
り
一
層
推

進
し
ま
す
。

　
将
来
性
を
踏
ま
え
た
通
学
区
域

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
町
内
４

地
区
の
人
口
推
移
等
も
考
慮
し
、

４
校
区
間
相
互
の
適
正
な
通
学
区

域
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
学
力
に
つ
い
て
は
、
習
熟
度
別

学
習
・
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

な
ど
の
指
導
形
態
を
確
立
し
、
実

効
性
の
あ
る
取
り
組
み
と
す
る
た

め
、
引
き
続
き
、
少
人
数
加
配
の

活
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
単

独
で
も「
学
力
向
上
支
援
員
」を
配

置
し
ま
す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
す
る
社
会
で
駆
使
で
き
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
涵
養
を

目
指
す
た
め
、
中
学
校
だ
け
で
な

く
小
学
校
で
も
外
国
語
指
導
助
手

を
継
続
配
置
し
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

英
語
に
ふ
れ
る
機
会
を
確
保
し
ま

す
。

　
社
会
性
の
育
成
や
多
様
化
す
る

子
ど
も
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

中
学
校
で
は
、
法
務
監
を
配
置
し
、

安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り
の
一

翼
を
担
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
同
時

に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
継
続
配
置
し
、
学
校
に
お
け
る

相
談
機
能
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
歴
史
や
文
化
に
触

れ
る
体
験
を
通
し
て
豊
か
な
心
を

育
め
る
よ
う
、
地
域
の
有
能
な
人

材
と
の
連
携
を
支
援
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

２
年
間
に
わ
た
る
文
部
科
学
省
委

●
介
護
保
険
制
度

　
高
齢
化
に
伴
い
、
認
定
者
や
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
が
増
加
し
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
大
幅
な
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
安
定
し
た
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
提

供
す
る
た
め「
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」に
基
づ
き
、
制
度
の

適
正
・
円
滑
な
運
営
を
図
り
ま
す
。

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う「
住
ま
い
」、「
介
護
・
医
療
・

予
防
」、「
生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
」を
一
体
的
に
提
供
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

地
域
に
密
着
し
た
高
齢
者
の
総

合
相
談
窓
口
と
し
て
、
介
護
予

防
・
認
知
症
等
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
、

虐
待
や
権
利
擁
護
事
業
等
の
支
援

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
本
年

か
ら「
認
知
症
予
防
教
室
」等
を
開

催
し
、
認
知
症
施
策
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

●
障
害
者
福
祉
の
充
実

　
今
年
３
月
、
障
害
福
祉
に
お
け

る
実
施
計
画「
第
４
次
多
度
津
町

障
害
福
祉
計
画
」を
策
定
し
、
今
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●
国
際
化
へ
の
対
応
と

交
流
活
動
の
展
開

　
平
成
24
年
か
ら
２
ヵ
年
に
わ
た

っ
て
地
域
の
選
定
を
含
め
た
新
た

な
交
流
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
新
た
な
方
策

が
見
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後

も
、
町
国
際
交
流
協
会
と
の
間
で

よ
り
詳
細
な
調
整
を
進
め
ま
す
。

■
活
力
あ
ふ
れ
る

観
光
と
産
業
の
創
造

●
農
業
振
興

　
政
府
に
お
い
て
は「
強
い
農
林

水
産
業
」と「
美
し
く
活
力
あ
る
農

山
漁
村
」を
創
り
上
げ
る
と
い
う

基
本
的
な
考
え
方
の
も
と「
①
国

内
外
の
需
要
の
拡
大
②
収
入
増
大

の
取
組
の
推
進
③
生
産
現
場
の
強

化
④
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
」の
４
つ
の
柱
を
軸
に
、

今
後
10
年
間
で
農
業
・
農
村
全
体

の
所
得
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
し
た
政
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

本
町
も
政
府
方
針
を
踏
ま
え
、

様
々
な
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
創
設
さ
れ
た
香
川

県
農
地
機
構
と
の
連
携
を
強
化
し
、

貸
し
手
・
借
り
手
に
係
る
情
報
収

集
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
積
極
的
に
行

べ
ラ
・
ア
イ
ナ
メ
等
の
稚
魚
放
流

事
業
、
海
ご
み
対
策
等
の
漁
場
環

境
保
全
事
業
へ
の
支
援
・
協
力
、

「
お
さ
か
な
学
習
会
」や「
ぴ
ち
ぴ

ち
と
れ
た
て
市
」で
の
魚
食
の
普

及
等
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

水
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
淡
水
魚
に
つ
い
て
も
、
養
殖

等
に
係
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
、
桜
川
へ
の
淡
水
魚
放
流
事
業

等
の
環
境
美
化
に
も
努
め
ま
す
。

●
商
工
業
の
振
興

　
昨
年
末
、
地
域
の
実
情
に
配
慮

し
つ
つ
消
費
を
喚
起
し
、
地
方
が

直
面
す
る
構
造
的
課
題
へ
実
効
あ

る
取
り
組
み
を
通
じ
て
活
性
化
を

促
す
こ
と
等
を
重
点
に「
地
方
へ

の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
経

済
対
策
」が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
本
町
で
は
地
域
活
性
化
の
一
環

と
し
て
、
昨
年
末
に
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
を
発
行
し
ま
し
た
。
本

年
度
も
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

多
度
津
商
工
会
議
所
の
協
力
の
も

と
、
規
模
を
大
幅
に
拡
大
し
て
発

行
す
る
予
定
で
す
。
本
町
で
の
消

費
行
動
が
活
発
に
な
る
よ
う
、
多

く
の
住
民
の
皆
様
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
の
実
現
に
は
、
販
路

開
拓
や
新
製
品
の
開
発
等
、
町
内

事
業
者
皆
様
の
積
極
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
り
、
国
の
交
付
金

や
補
助
金
の
活
用
等
、
支
援
・
協

力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
中
讃
勤
労
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」と
連
携
し
た

中
小
事
業
者
の
福
利
厚
生
制
度
の

充
実
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

や
中
小
企
業
融
資
制
度
の
活
用
に

よ
る
事
業
者
へ
の
支
援
等
も
、
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

●
観
光

　
各
種
メ
デ
ィ
ア
へ
、
夏
ま
つ

り
・
花
火
大
会
や
さ
く
ら
ま
つ
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
発
信
を

強
化
し
、
様
々
な
観
光
資
源
の
掘

り
起
こ
し
や
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
創
設
さ
れ
た

「
多
面
的
機
能
支
払
制
度
」を
は

じ
め
と
す
る「
日
本
型
直
接
支
払

制
度
」の
定
着
を
図
り
、
取
り
組

む
組
織
・
面
積
の
拡
大
に
努
め
、

農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
を
促
進
し
ま
す
。

　
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
イ

ノ
シ
シ
等
の
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

は
、
侵
入
防
止
柵
設
置
や
鳥
獣
の

捕
獲
頭
数
の
拡
大
を
図
る
等
、
効

果
的
な
被
害
防
止
策
を
講
じ
ま
す
。

●
水
産
業
の
振
興

　
漁
獲
量
の
減
少
や
魚
価
の
低
迷
、

漁
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

等
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

町
の
水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
昨
年
度
、
近
隣
市
町
・
漁
業
協

同
組
合
で
構
成
す
る「
地
域
水
産

業
再
生
委
員
会
」に
お
い
て
、
漁

業
収
入
の
向
上
と
漁
業
コ
ス
ト
の

削
減
を
図
る
た
め「
浜
の
活
力
再

生
プ
ラ
ン
」を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。
香
川
県
・
香
川
県
水
産
振
興

協
会
等
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強

化
し
、
様
々
な
施
策
を
講
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ワ
ウ
食
害
対
策
事
業

や
カ
キ
・
フ
グ
等
の
養
殖
事
業
、

　
ま
た
、
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
け
る
観
光
ペ
ー
ジ
を
刷
新
す
る

と
と
も
に
、
よ
り
自
由
度
を
増
し
、

様
々
な
情
報
発
信
が
で
き
る
よ
う

町
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
２
市
３
町
で
構
成
す

る
定
住
自
立
圏
や
さ
ぬ
き
瀬
戸
大

橋
広
域
観
光
協
議
会
に
お
け
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
製
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
活
動
、
高
松
空
港
内
の「
空
の

駅
か
が
わ
」に
お
け
る
本
町
の
特

産
品
等
の
紹
介
等
、
広
域
的
な
取

り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　
昨
年
９
月
に「
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
２
０
１
６
」の
開
催
が
正
式

決
定
し
、
本
町
は
前
回
同
様
、
高

見
島
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
実

行
委
員
会
や
関
係
団
体
と
連
携
を

図
り
、
前
回
以
上
の
賑
わ
い
が
創

出
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

る
行
政
改
革
を
進
め
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
や
移
住
・
定
住
対

策
、
さ
ら
に
少
子
化
対
策
や
多
度

津
高
校
と
の
連
携
な
ど
、
地
域
活

性
化
の
取
り
組
み
も
継
続
し
ま
す
。

　
広
域
行
政
に
つ
い
て
は
、
定
住

自
立
圏
域
と
協
定
書
を
締
結
し
た

地
域
の
大
学
と
も
、
引
き
続
き
連

携
を
図
り
ま
す
。

　
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
度
に
見
直
し
を
行
っ
た「
多

度
津
町
中
期
財
政
計
画（
平
成
25

年
度
〜
平
成
29
年
度
）」に
沿
っ
て

財
政
運
営
を
図
り
、
適
切
な
収
支

の
見
通
し
を
立
て
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
財
源
を
生
み
出
す
施
策
と

し
て
、
町
有
未
利
用
地
の
貸
付
け

や
売
却
、
土
地
開
発
公
社
が
所
有

す
る
土
地
の
利
活
用
、
さ
ら
に
は

企
業
誘
致
の
推
進
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

　「
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
の

４
指
標
」に
つ
い
て
は
、
平
成
25

年
度
決
算
に
係
る
実
質
公
債
費
比

率
が
11
．７
％
と
前
年
度
比
１
．１

％
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
将
来
負
担

比
率
は
、
１
０
８
．５
％
と
前
年

度
に
比
べ
て
33
．１
％
改
善
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
ま
で
の
よ
う
な
大

幅
改
善
は
見
込
め
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
依
然
と
し
て
県

内
で
は
一
番
高
い
水
準
で
あ
り
、

引
き
続
き
こ
れ
ら
の
指
標
に
は
細

心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
施
策

や
事
業
の「
選
択
と
集
中
」に
よ
り
、

財
源
の
効
果
的
・
効
率
的
な
配
分

を
行
い
、
よ
り
健
全
な
財
政
運
営

の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　
役
職
員
一
同
が
心
を
ひ
と
つ
に
、

本
町
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
像
、

『
せ
せ
ら
ぎ
と
や
す
ら
ぎ

　み
ん

な
で
い
き
い
き
暮
ら
す
ま
ち
』の

実
現
に
向
け
、
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

　
議
員
皆
様
並
び
に
町
民
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
現
下
の
諸
情

勢
を
ご
賢
察
い
た
だ
き
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
地
域
社
会
）

の
育
成

　
自
然
災
害
へ
の
対
応
、
犯
罪
の

未
然
防
止
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢

者
の
見
守
り
な
ど「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ（
地
域
社
会
）の
育
成
」は
日
に

日
に
重
要
度
を
増
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
を
は
じ

め
と
す
る
基
礎
的
組
織
が
、
主
体

的
に
地
域
活
動
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
支
援
や
啓
発

に
努
め
ま
す
。

●
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

行
財
政
の
推
進

　
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
昨
年

２
月
に
策
定
し
た「
多
度
津
町
行

政
改
革
大
綱
」に
基
づ
い
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
１
年
ご

と
に「
行
政
改
革
実
施
計
画
」を
作

成
し
て
成
果
を
確
認
し
、
さ
ら
な

■
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

行
財
政
へ
の
変
革

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

　
本
年
度
は
、
平
成
22
年
度
に
策

定
し
た「
た
ど
つ
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」の
見
直
し
年
度
で
あ
り
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
の
５
ヵ
年
計

画
で
、
社
会
生
活
を
取
り
巻
く
変

化
も
踏
ま
え
、
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
個

性
と
能
力
を
生
か
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

●
人
権
の
確
立
・
尊
重

　
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、

障
害
者
・
高
齢
者
・
女
性
・
子
ど

も
等
の
様
々
な
人
権
問
題
の
速
や

か
な
解
決
に
向
け
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
、
自
分
自
身
の
課
題
と
し

て
と
ら
え
、
人
権
意
識
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
積
極
的
な
人
権
啓
発
と

教
育
に
取
り
組
み
、
差
別
の
な
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
土
地
差
別
調
査
事
件
や
戸
籍
等

個
人
情
報
不
正
取
得
に
よ
る
売
買

事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
引
き
続

き「
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」の
き

め
細
か
な
住
民
周
知
を
行
い
、
登

録
者
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

い
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
オ

リ
ー
ブ
の
栽
培
面
積
の
拡
大
を
軸

に
発
生
防
止
・
解
消
に
取
り
組
み
、

オ
リ
ー
ブ
を
は
じ
め
と
す
る
本
町

農
産
物
の
６
次
産
業
化
を
推
進
し
、

商
品
開
発
や
販
路
拡
大
等
が
図
れ

る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の

見
直
し
に
よ
り
、
コ
メ
の
直
接
支

払
交
付
金
や
米
価
変
動
補
填
交
付

金
は
廃
止
さ
れ
、
ゲ
タ
・
ナ
ラ
シ

対
策
も
対
象
者
を
限
定
し
て
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
規

就
農
者
や
認
定
農
業
者
へ
の
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
農
業
経

営
の
法
人
化
を
推
進
し
、
施
設
整

備
や
機
械
導
入
等
に
係
る
補
助
金

の
利
活
用
を
図
る
等
、
多
様
な
担

い
手
の
育
成
・
確
保
に
努
め
ま
す
。
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●
国
際
化
へ
の
対
応
と

交
流
活
動
の
展
開

　
平
成
24
年
か
ら
２
ヵ
年
に
わ
た

っ
て
地
域
の
選
定
を
含
め
た
新
た

な
交
流
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
新
た
な
方
策

が
見
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後

も
、
町
国
際
交
流
協
会
と
の
間
で

よ
り
詳
細
な
調
整
を
進
め
ま
す
。

■
活
力
あ
ふ
れ
る

観
光
と
産
業
の
創
造

●
農
業
振
興

　
政
府
に
お
い
て
は「
強
い
農
林

水
産
業
」と「
美
し
く
活
力
あ
る
農

山
漁
村
」を
創
り
上
げ
る
と
い
う

基
本
的
な
考
え
方
の
も
と「
①
国

内
外
の
需
要
の
拡
大
②
収
入
増
大

の
取
組
の
推
進
③
生
産
現
場
の
強

化
④
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
」の
４
つ
の
柱
を
軸
に
、

今
後
10
年
間
で
農
業
・
農
村
全
体

の
所
得
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
し
た
政
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

本
町
も
政
府
方
針
を
踏
ま
え
、

様
々
な
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
創
設
さ
れ
た
香
川

県
農
地
機
構
と
の
連
携
を
強
化
し
、

貸
し
手
・
借
り
手
に
係
る
情
報
収

集
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
積
極
的
に
行

べ
ラ
・
ア
イ
ナ
メ
等
の
稚
魚
放
流

事
業
、
海
ご
み
対
策
等
の
漁
場
環

境
保
全
事
業
へ
の
支
援
・
協
力
、

「
お
さ
か
な
学
習
会
」や「
ぴ
ち
ぴ

ち
と
れ
た
て
市
」で
の
魚
食
の
普

及
等
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

水
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
淡
水
魚
に
つ
い
て
も
、
養
殖

等
に
係
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
、
桜
川
へ
の
淡
水
魚
放
流
事
業

等
の
環
境
美
化
に
も
努
め
ま
す
。

●
商
工
業
の
振
興

　
昨
年
末
、
地
域
の
実
情
に
配
慮

し
つ
つ
消
費
を
喚
起
し
、
地
方
が

直
面
す
る
構
造
的
課
題
へ
実
効
あ

る
取
り
組
み
を
通
じ
て
活
性
化
を

促
す
こ
と
等
を
重
点
に「
地
方
へ

の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
経

済
対
策
」が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
本
町
で
は
地
域
活
性
化
の
一
環

と
し
て
、
昨
年
末
に
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
を
発
行
し
ま
し
た
。
本

年
度
も
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

多
度
津
商
工
会
議
所
の
協
力
の
も

と
、
規
模
を
大
幅
に
拡
大
し
て
発

行
す
る
予
定
で
す
。
本
町
で
の
消

費
行
動
が
活
発
に
な
る
よ
う
、
多

く
の
住
民
の
皆
様
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
の
実
現
に
は
、
販
路

開
拓
や
新
製
品
の
開
発
等
、
町
内

事
業
者
皆
様
の
積
極
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
り
、
国
の
交
付
金

や
補
助
金
の
活
用
等
、
支
援
・
協

力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
中
讃
勤
労
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」と
連
携
し
た

中
小
事
業
者
の
福
利
厚
生
制
度
の

充
実
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

や
中
小
企
業
融
資
制
度
の
活
用
に

よ
る
事
業
者
へ
の
支
援
等
も
、
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

●
観
光

　
各
種
メ
デ
ィ
ア
へ
、
夏
ま
つ

り
・
花
火
大
会
や
さ
く
ら
ま
つ
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
発
信
を

強
化
し
、
様
々
な
観
光
資
源
の
掘

り
起
こ
し
や
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
創
設
さ
れ
た

「
多
面
的
機
能
支
払
制
度
」を
は

じ
め
と
す
る「
日
本
型
直
接
支
払

制
度
」の
定
着
を
図
り
、
取
り
組

む
組
織
・
面
積
の
拡
大
に
努
め
、

農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
を
促
進
し
ま
す
。

　
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
イ

ノ
シ
シ
等
の
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

は
、
侵
入
防
止
柵
設
置
や
鳥
獣
の

捕
獲
頭
数
の
拡
大
を
図
る
等
、
効

果
的
な
被
害
防
止
策
を
講
じ
ま
す
。

●
水
産
業
の
振
興

　
漁
獲
量
の
減
少
や
魚
価
の
低
迷
、

漁
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

等
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

町
の
水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
昨
年
度
、
近
隣
市
町
・
漁
業
協

同
組
合
で
構
成
す
る「
地
域
水
産

業
再
生
委
員
会
」に
お
い
て
、
漁

業
収
入
の
向
上
と
漁
業
コ
ス
ト
の

削
減
を
図
る
た
め「
浜
の
活
力
再

生
プ
ラ
ン
」を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。
香
川
県
・
香
川
県
水
産
振
興

協
会
等
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強

化
し
、
様
々
な
施
策
を
講
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ワ
ウ
食
害
対
策
事
業

や
カ
キ
・
フ
グ
等
の
養
殖
事
業
、

　
ま
た
、
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
け
る
観
光
ペ
ー
ジ
を
刷
新
す
る

と
と
も
に
、
よ
り
自
由
度
を
増
し
、

様
々
な
情
報
発
信
が
で
き
る
よ
う

町
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
２
市
３
町
で
構
成
す

る
定
住
自
立
圏
や
さ
ぬ
き
瀬
戸
大

橋
広
域
観
光
協
議
会
に
お
け
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
製
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
活
動
、
高
松
空
港
内
の「
空
の

駅
か
が
わ
」に
お
け
る
本
町
の
特

産
品
等
の
紹
介
等
、
広
域
的
な
取

り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　
昨
年
９
月
に「
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
２
０
１
６
」の
開
催
が
正
式

決
定
し
、
本
町
は
前
回
同
様
、
高

見
島
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
実

行
委
員
会
や
関
係
団
体
と
連
携
を

図
り
、
前
回
以
上
の
賑
わ
い
が
創

出
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

る
行
政
改
革
を
進
め
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
や
移
住
・
定
住
対

策
、
さ
ら
に
少
子
化
対
策
や
多
度

津
高
校
と
の
連
携
な
ど
、
地
域
活

性
化
の
取
り
組
み
も
継
続
し
ま
す
。

　
広
域
行
政
に
つ
い
て
は
、
定
住

自
立
圏
域
と
協
定
書
を
締
結
し
た

地
域
の
大
学
と
も
、
引
き
続
き
連

携
を
図
り
ま
す
。

　
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
度
に
見
直
し
を
行
っ
た「
多

度
津
町
中
期
財
政
計
画（
平
成
25

年
度
〜
平
成
29
年
度
）」に
沿
っ
て

財
政
運
営
を
図
り
、
適
切
な
収
支

の
見
通
し
を
立
て
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
財
源
を
生
み
出
す
施
策
と

し
て
、
町
有
未
利
用
地
の
貸
付
け

や
売
却
、
土
地
開
発
公
社
が
所
有

す
る
土
地
の
利
活
用
、
さ
ら
に
は

企
業
誘
致
の
推
進
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

　「
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
の

４
指
標
」に
つ
い
て
は
、
平
成
25

年
度
決
算
に
係
る
実
質
公
債
費
比

率
が
11
．７
％
と
前
年
度
比
１
．１

％
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
将
来
負
担

比
率
は
、
１
０
８
．５
％
と
前
年

度
に
比
べ
て
33
．１
％
改
善
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
ま
で
の
よ
う
な
大

幅
改
善
は
見
込
め
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
依
然
と
し
て
県

内
で
は
一
番
高
い
水
準
で
あ
り
、

引
き
続
き
こ
れ
ら
の
指
標
に
は
細

心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
施
策

や
事
業
の「
選
択
と
集
中
」に
よ
り
、

財
源
の
効
果
的
・
効
率
的
な
配
分

を
行
い
、
よ
り
健
全
な
財
政
運
営

の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　
役
職
員
一
同
が
心
を
ひ
と
つ
に
、

本
町
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
像
、

『
せ
せ
ら
ぎ
と
や
す
ら
ぎ

　み
ん

な
で
い
き
い
き
暮
ら
す
ま
ち
』の

実
現
に
向
け
、
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

　
議
員
皆
様
並
び
に
町
民
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
現
下
の
諸
情

勢
を
ご
賢
察
い
た
だ
き
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
地
域
社
会
）

の
育
成

　
自
然
災
害
へ
の
対
応
、
犯
罪
の

未
然
防
止
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢

者
の
見
守
り
な
ど「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ（
地
域
社
会
）の
育
成
」は
日
に

日
に
重
要
度
を
増
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
を
は
じ

め
と
す
る
基
礎
的
組
織
が
、
主
体

的
に
地
域
活
動
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
支
援
や
啓
発

に
努
め
ま
す
。

●
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

行
財
政
の
推
進

　
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
昨
年

２
月
に
策
定
し
た「
多
度
津
町
行

政
改
革
大
綱
」に
基
づ
い
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
１
年
ご

と
に「
行
政
改
革
実
施
計
画
」を
作

成
し
て
成
果
を
確
認
し
、
さ
ら
な

■
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

行
財
政
へ
の
変
革

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

　
本
年
度
は
、
平
成
22
年
度
に
策

定
し
た「
た
ど
つ
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」の
見
直
し
年
度
で
あ
り
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
の
５
ヵ
年
計

画
で
、
社
会
生
活
を
取
り
巻
く
変

化
も
踏
ま
え
、
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
個

性
と
能
力
を
生
か
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

●
人
権
の
確
立
・
尊
重

　
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、

障
害
者
・
高
齢
者
・
女
性
・
子
ど

も
等
の
様
々
な
人
権
問
題
の
速
や

か
な
解
決
に
向
け
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
、
自
分
自
身
の
課
題
と
し

て
と
ら
え
、
人
権
意
識
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
積
極
的
な
人
権
啓
発
と

教
育
に
取
り
組
み
、
差
別
の
な
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
土
地
差
別
調
査
事
件
や
戸
籍
等

個
人
情
報
不
正
取
得
に
よ
る
売
買

事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
引
き
続

き「
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」の
き

め
細
か
な
住
民
周
知
を
行
い
、
登

録
者
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

い
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
オ

リ
ー
ブ
の
栽
培
面
積
の
拡
大
を
軸

に
発
生
防
止
・
解
消
に
取
り
組
み
、

オ
リ
ー
ブ
を
は
じ
め
と
す
る
本
町

農
産
物
の
６
次
産
業
化
を
推
進
し
、

商
品
開
発
や
販
路
拡
大
等
が
図
れ

る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の

見
直
し
に
よ
り
、
コ
メ
の
直
接
支

払
交
付
金
や
米
価
変
動
補
填
交
付

金
は
廃
止
さ
れ
、
ゲ
タ
・
ナ
ラ
シ

対
策
も
対
象
者
を
限
定
し
て
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
規

就
農
者
や
認
定
農
業
者
へ
の
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
農
業
経

営
の
法
人
化
を
推
進
し
、
施
設
整

備
や
機
械
導
入
等
に
係
る
補
助
金

の
利
活
用
を
図
る
等
、
多
様
な
担

い
手
の
育
成
・
確
保
に
努
め
ま
す
。
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文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ 文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
■
老
人
健
康
施
設（
湯
楽
里
）

４
月
行
事

３
日
（金） 

体
い
き
い
き
健
康
体
操

／
10
時
30
分

６
日
（月） 

あ
ん
ま
／
13
時

７
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

８
日
（水） 

お
花
見
ツ
ア
ー
／
９
時

　
　
　 

手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

９
日
（木） 

脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

／
10
時
30
分

10
日
（金） 

生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　 

リ
ン
パ
整
体
／
13
時

14
日
（火） 

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

／
11
時
30
分

　
　
　 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

15
日
（水） 

め
が
ね
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

／
９
時
30
分

16
日
（木） 

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

／
12
時
30
分

17
日
（金） 

体
い
き
い
き
健
康
体
操

／
10
時
30
分

20
日
（月） 

あ
ん
ま
／
13
時

21
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

22
日
（水） 

手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　 

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

／
10
時
30
分

23
日
（木） 

脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

／
10
時
30
分

　
　
　 

リ
ン
パ
整
体
／
13
時

●
多
度
津
町
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト
バ

　
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
２
月
８
日

　
／
町
民
体
育
館
）

【
ブ
ロ
ン
ズ
Ａ
】

　
優
　
勝
＝
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｍ

　
　
　
　
　
ぺ
ぇ
ぺ
ぇ

　
準
優
勝
＝
Ｓ
ｐ
ａ
ｄ
ｅ

【
ブ
ロ
ン
ズ
B
】

　
優
　
勝
＝
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｍ

　
　
　
　
　
シ
ル
バ
ー

　
準
優
勝
＝
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｍ

　
　
　
　
　
チ
キ
ン

24
日
（金） 

生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　 

お
話
し
会
／
13
時
15
分

27
日
（月） 

フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

28
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

●
買
物
ツ
ア
ー
／
14
時

　
１
日
（水）
・
７
日
（火）
・
15
日
（水）

　
21
日
（火）
・
28
日
（火）

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32
|

８
５
０
１

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
多
度
津
町
長
杯
町
民
ソ
フ
ト
テ

　
ニ
ス
冬
季
大
会
（
２
月
８
日
・

　
11
日
／
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

▽
１
部

　
優
　
勝
＝
森
谷
・
森
川
ペ
ア

　
準
優
勝
＝
西
久
保
・
大
井
ペ
ア

▽
２
部

　
優
　
勝
＝
香
川
・
宮
田
ペ
ア

　
準
優
勝
＝
香
西
・
入
谷
ペ
ア

▽
３
部

　
優
　
勝
＝
宮
武
・
遠
山
ペ
ア

　
準
優
勝
＝
尾
野
・
村
井
ペ
ア

▽
４
部

　
優
　
勝
＝
府
木
・
高
橋
ペ
ア

　
準
優
勝
＝
河
村
・
平
井
ペ
ア

■
桃
陵
大
学
４
月
行
事

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
10
日
（金）
／
10
時

　
行
事
＝
桃
陵
大
学
開
講
式

　
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
９
日
（木）
／
９
時
30
分

　
行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
場
所
＝
中
央
公
民
館
外
庭

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
16
日
（木）

　
行
事
＝
春
の
ふ
れ
あ
い
の
集
い

■
老
人
ク
ラ
ブ
４
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
24
日
（金）
／
13
時
30
分

　
行
事
＝
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

理
事
会

　
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
23
日
（木）
／
10
時

　
行
事
＝
福
寿
会
連
合
会
総
会

　
場
所
＝
中
央
公
民
館
２
階

文 

化 

教 

養

【
第
二
席
】

出
不
精
の
老
の
背
な
押
す
花
便
り

仲
ノ
町
　
　
　
香
川
美
代
子

　
　
　「
花
便
り
」
の
花
は
桜
の

　
花
。
出
不
精
の
老
人
も
背
な
を

　
押
さ
れ
て
花
見
に
出
か
け
た
こ

　
と
で
し
ょ
う
。

【
第
三
席
】

押
入
れ
の
毛
布
今
年
も
出
番
だ
よ

山
　
階
　
　
　
中
野
　
昌
代

　
　
　「
今
年
も
出
番
だ
よ
」
と

　
い
う
毛
布
へ
の
呼
び
か
け
が
、

　
や
さ
し
く
ひ
び
い
て
来
ま
す
。

　「
出
番
だ
よ
」
の
「
よ
」
の
一

　
字
が
良
く
き
い
て
い
ま
す
。

【
佳
　
作
】

押
し
寿
司
は
地
産
地
消
の
祭
り
寿
司

奥
白
方
　
　
藤
塚
美
智
子

【
佳
　
作
】

老
い
の
足
手
押
し
車
に
助
け
ら
れ

　
奥
白
方
　
　
　
山
地
　
昌
子

■
次
回
た
ど
つ
柳
壇

第
69
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝『
泡
』

▽
選
者
＝
橋
　
ひ
ろ
み
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　
書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　
氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　
中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
５
月
20
日
（水）
必
着

【
申
込
み（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）】

　
多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

　（
〒
７
６
４‐０
０
１
１

多
度
津
町
栄
町
３‐１‐９
）

☎
33
|

０
７
６
０

■『
ひ
だ
ま
り
』４
月
講
習

●
14
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　
『
包
括
と
遊
び
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』

　
▽
講
師
＝
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
33
|

４
７
５
５

　
た
ど
つ
シ
ル
バ
ー『
ひ
だ
ま
り
』

☎
33
|

４
７
６
０

■
サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ

（
町
民
会
館
）催
し
物
案
内

●
４
月
19
日
（日）

　
ほ
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト
！
Vol.
７

　
ト
モ
＆
Ｔ
ｏ

-

Ｍ
ｏ

　
懐
か
し
の
歌
声
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
♪

　
開
場
13
時
00
分 

開
演
14
時
00
分

　
会
場
２
階
ホ
ワ
イ
エ

★『
鑑
賞
友
の
会
』会
員
募
集

▽
期
間
＝
平
成
27
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
平
成
28
年
３
月
31
日

▽
会
費
＝
１
，
０
０
０
円

▽
特
典
＝
チ
ケ
ッ
ト
先
行
販
売
・

　
　
　
　
割
引
等

【
問
合
せ
】

　
サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ

　
（
多
度
津
町
民
会
館
）

☎
33
|

３
３
３
０

■
た
ど
つ
柳
壇
（
第
68
回
）

八
坂
　
俊
生
　
選

【
第
一
席
】

押
し
花
を
本
に
は
さ
ん
で
旅
想
う

東
白
方
　
　
　
大
山
扶
美
代

　
　
　
押
し
花
と
本
と
旅
。
こ
れ

　
は
青
春
時
代
の
物
想
い
の
一
つ

　
で
し
ょ
う
。
一
句
に
青
春
の
日

　
の
心
の
あ
り
よ
う
が
見
え
て
き

　
て
心
ひ
か
れ
ま
す
。

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
19
日
（日）

　
行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
場
所
＝
各
地
区
ご
と
に

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
12
日
（日）
／
10
時

　
行
事
＝
四
箇
天
寿
会連

合
会
総
会

　
場
所
＝
四
箇
地
区
公
民
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
４
日
（土）
／
11
時

　
行
事
＝
太
師
を
し
の
ぶ
会

　
場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

②
日
時
＝
８
日
（水）
／
９
時
30
分

　
行
事
＝
白
方
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
総
会

　
場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

　
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

②
絵
手
紙

　
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

１
階
・
２
階
ロ
ビ
ー

※
期
間
は
い
ず
れ
も
４
月
１
日
（水）

　
〜
30
日
（木）
の
８
時
30
分
〜
17
時

（
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り
）

〔評〕

〔評〕 〔評〕

ス
ポ
ー
ツ

ソフトボールで大活躍！ いざ、夢の舞台へ☆
　ソフトボール国際親善大会の日本代表の一員に選ばれ
た田中 莉乃さん（豊原小６年）が、ＪＡＰＡＮのユニホ
ーム姿で報告に来てくれました。
　３月19日～24日にオーストラリア・シドニーで開かれ
る国際親善大会への出場に向け、丸尾町長から「日本代
表として、力のかぎり頑張ってきてください。また、外
国の異文化に触れあうこともいい経験になりますので、
色々なことを吸収して帰ってきてください。」とエール
が贈られました。

　神奈川県で開催される「第８回春季全日本小学生男子
ソフトボール大会」（３月27日～29日）に出場を決めた
豊原ウッドペッカーズの皆さんが、試合に向けての意気
込みを報告に来てくれました。
　「監督・コーチ・家族をはじめ、多くの方々に支えられ
てきたチームなので、いい結果を残せるよう頑張ってき
ます。」と述べた宮武キャプテンの決意から、恩返しを
したいという気持ちとチームの芯の強さが伝わってきま
した。頑張れ、豊原ウッドペッカーズ！
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文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ 文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
■
老
人
健
康
施
設（
湯
楽
里
）

４
月
行
事

３
日
（金） 
体
い
き
い
き
健
康
体
操

／
10
時
30
分

６
日
（月） 

あ
ん
ま
／
13
時

７
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

８
日
（水） 

お
花
見
ツ
ア
ー
／
９
時

　
　
　 

手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

９
日
（木） 

脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

／
10
時
30
分

10
日
（金） 

生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　 

リ
ン
パ
整
体
／
13
時

14
日
（火） 

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

／
11
時
30
分

　
　
　 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

15
日
（水） 

め
が
ね
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

／
９
時
30
分

16
日
（木） 

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

／
12
時
30
分

17
日
（金） 

体
い
き
い
き
健
康
体
操

／
10
時
30
分

20
日
（月） 

あ
ん
ま
／
13
時

21
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

22
日
（水） 

手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　 

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

／
10
時
30
分

23
日
（木） 

脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

／
10
時
30
分

　
　
　 

リ
ン
パ
整
体
／
13
時

●
多
度
津
町
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト
バ

　
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
２
月
８
日

　
／
町
民
体
育
館
）

【
ブ
ロ
ン
ズ
Ａ
】

　
優
　
勝
＝
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｍ

　
　
　
　
　
ぺ
ぇ
ぺ
ぇ

　
準
優
勝
＝
Ｓ
ｐ
ａ
ｄ
ｅ

【
ブ
ロ
ン
ズ
B
】

　
優
　
勝
＝
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｍ

　
　
　
　
　
シ
ル
バ
ー

　
準
優
勝
＝
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｍ

　
　
　
　
　
チ
キ
ン

24
日
（金） 

生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　 

お
話
し
会
／
13
時
15
分

27
日
（月） 

フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

28
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

●
買
物
ツ
ア
ー
／
14
時

　
１
日
（水）
・
７
日
（火）
・
15
日
（水）

　
21
日
（火）
・
28
日
（火）

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32
|

８
５
０
１

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
多
度
津
町
長
杯
町
民
ソ
フ
ト
テ

　
ニ
ス
冬
季
大
会
（
２
月
８
日
・

　
11
日
／
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

▽
１
部

　
優
　
勝
＝
森
谷
・
森
川
ペ
ア

　
準
優
勝
＝
西
久
保
・
大
井
ペ
ア

▽
２
部

　
優
　
勝
＝
香
川
・
宮
田
ペ
ア

　
準
優
勝
＝
香
西
・
入
谷
ペ
ア

▽
３
部

　
優
　
勝
＝
宮
武
・
遠
山
ペ
ア

　
準
優
勝
＝
尾
野
・
村
井
ペ
ア

▽
４
部

　
優
　
勝
＝
府
木
・
高
橋
ペ
ア

　
準
優
勝
＝
河
村
・
平
井
ペ
ア

■
桃
陵
大
学
４
月
行
事

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
10
日
（金）
／
10
時

　
行
事
＝
桃
陵
大
学
開
講
式

　
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
９
日
（木）
／
９
時
30
分

　
行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
場
所
＝
中
央
公
民
館
外
庭

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
16
日
（木）

　
行
事
＝
春
の
ふ
れ
あ
い
の
集
い

■
老
人
ク
ラ
ブ
４
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
24
日
（金）
／
13
時
30
分

　
行
事
＝
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

理
事
会

　
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
23
日
（木）
／
10
時

　
行
事
＝
福
寿
会
連
合
会
総
会

　
場
所
＝
中
央
公
民
館
２
階

文 

化 

教 

養

【
第
二
席
】

出
不
精
の
老
の
背
な
押
す
花
便
り

仲
ノ
町
　
　
　
香
川
美
代
子

　
　
　「
花
便
り
」
の
花
は
桜
の

　
花
。
出
不
精
の
老
人
も
背
な
を

　
押
さ
れ
て
花
見
に
出
か
け
た
こ

　
と
で
し
ょ
う
。

【
第
三
席
】

押
入
れ
の
毛
布
今
年
も
出
番
だ
よ

山
　
階
　
　
　
中
野
　
昌
代

　
　
　「
今
年
も
出
番
だ
よ
」
と

　
い
う
毛
布
へ
の
呼
び
か
け
が
、

　
や
さ
し
く
ひ
び
い
て
来
ま
す
。

　「
出
番
だ
よ
」
の
「
よ
」
の
一

　
字
が
良
く
き
い
て
い
ま
す
。

【
佳
　
作
】

押
し
寿
司
は
地
産
地
消
の
祭
り
寿
司

奥
白
方
　
　
藤
塚
美
智
子

【
佳
　
作
】

老
い
の
足
手
押
し
車
に
助
け
ら
れ

　
奥
白
方
　
　
　
山
地
　
昌
子

■
次
回
た
ど
つ
柳
壇

第
69
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝『
泡
』

▽
選
者
＝
橋
　
ひ
ろ
み
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　
書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　
氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　
中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
５
月
20
日
（水）
必
着

【
申
込
み（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）】

　
多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

　（
〒
７
６
４‐０
０
１
１

多
度
津
町
栄
町
３‐１‐９
）

☎
33
|

０
７
６
０

■『
ひ
だ
ま
り
』４
月
講
習

●
14
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　
『
包
括
と
遊
び
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』

　
▽
講
師
＝
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
33
|

４
７
５
５

　
た
ど
つ
シ
ル
バ
ー『
ひ
だ
ま
り
』

☎
33
|

４
７
６
０

■
サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ

（
町
民
会
館
）催
し
物
案
内

●
４
月
19
日
（日）

　
ほ
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト
！
Vol.
７

　
ト
モ
＆
Ｔ
ｏ

-

Ｍ
ｏ

　
懐
か
し
の
歌
声
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
♪

　
開
場
13
時
00
分 

開
演
14
時
00
分

　
会
場
２
階
ホ
ワ
イ
エ

★『
鑑
賞
友
の
会
』会
員
募
集

▽
期
間
＝
平
成
27
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
平
成
28
年
３
月
31
日

▽
会
費
＝
１
，
０
０
０
円

▽
特
典
＝
チ
ケ
ッ
ト
先
行
販
売
・

　
　
　
　
割
引
等

【
問
合
せ
】

　
サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ

　
（
多
度
津
町
民
会
館
）

☎
33
|

３
３
３
０

■
た
ど
つ
柳
壇
（
第
68
回
）

八
坂
　
俊
生
　
選

【
第
一
席
】

押
し
花
を
本
に
は
さ
ん
で
旅
想
う

東
白
方
　
　
　
大
山
扶
美
代

　
　
　
押
し
花
と
本
と
旅
。
こ
れ

　
は
青
春
時
代
の
物
想
い
の
一
つ

　
で
し
ょ
う
。
一
句
に
青
春
の
日

　
の
心
の
あ
り
よ
う
が
見
え
て
き

　
て
心
ひ
か
れ
ま
す
。

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
19
日
（日）

　
行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
場
所
＝
各
地
区
ご
と
に

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
12
日
（日）
／
10
時

　
行
事
＝
四
箇
天
寿
会連

合
会
総
会

　
場
所
＝
四
箇
地
区
公
民
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
４
日
（土）
／
11
時

　
行
事
＝
太
師
を
し
の
ぶ
会

　
場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

②
日
時
＝
８
日
（水）
／
９
時
30
分

　
行
事
＝
白
方
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
総
会

　
場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

　
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

②
絵
手
紙

　
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

１
階
・
２
階
ロ
ビ
ー

※
期
間
は
い
ず
れ
も
４
月
１
日
（水）

　
〜
30
日
（木）
の
８
時
30
分
〜
17
時

（
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り
）

〔評〕

〔評〕 〔評〕

ス
ポ
ー
ツ

ソフトボールで大活躍！ いざ、夢の舞台へ☆
　ソフトボール国際親善大会の日本代表の一員に選ばれ
た田中 莉乃さん（豊原小６年）が、ＪＡＰＡＮのユニホ
ーム姿で報告に来てくれました。
　３月19日～24日にオーストラリア・シドニーで開かれ
る国際親善大会への出場に向け、丸尾町長から「日本代
表として、力のかぎり頑張ってきてください。また、外
国の異文化に触れあうこともいい経験になりますので、
色々なことを吸収して帰ってきてください。」とエール
が贈られました。

　神奈川県で開催される「第８回春季全日本小学生男子
ソフトボール大会」（３月27日～29日）に出場を決めた
豊原ウッドペッカーズの皆さんが、試合に向けての意気
込みを報告に来てくれました。
　「監督・コーチ・家族をはじめ、多くの方々に支えられ
てきたチームなので、いい結果を残せるよう頑張ってき
ます。」と述べた宮武キャプテンの決意から、恩返しを
したいという気持ちとチームの芯の強さが伝わってきま
した。頑張れ、豊原ウッドペッカーズ！
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まちかどズームまちかどズーム 文化教養・親切・人権文化教養・親切・人権
桃陵大学中央講座
『芸能発表会』

 ２月19日、町民健康センター２
階大広間において、芸能発表会
が開催されました。
　37人の講座生が、日頃から練
習してきたカラオケ・吟詠・詩
舞を披露し、大広間に集まった
大勢の観客から大きな拍手と歓
声が贈られていました。

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●『
山
道
の
石
仏
か
ら

見
え
る
こ
と
』
　
　
　

　多
度
津
町
教
育
委
員
会
教
育
長

   

田
尾 

　勝

　
里
山
の
登
山
が
好
き
で
あ
る
。

体
に
多
少
の
負
荷
が
か
か
る
登
山

な
ら
な
お
良
い
。
達
成
感
を
味
わ

え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
香
川
と
徳
島
の
県
境
に
あ
る
三

頭
越
の
峠
、
町
内
で
は
白
方
の
虚

空
蔵
寺
付
近
か
ら
弥
谷
寺
へ
上
る

山
道
、
と
も
に
適
度
に
負
荷
が
か

か
る
山
道
で
あ
る
。
今
は
往
来
す

る
人
も
少
な
く
な
っ
た
二
つ
の
荒

れ
た
山
道
に
は
、
西
国
三
十
三
観

音
霊
場
の
本
尊
の
彫
ら
れ
た
石
仏

が
並
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

観
音
像
は
傍
ら
で
柔
和
な
お
顔
で

登
山
者
を
見
守
っ
て
お
り
、
疲
れ

を
和
ら
げ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
峠

に
向
か
っ
て
一
番
か
ら
三
十
三
番

ま
で
の
観
音
像
が
順
番
に
配
置
さ

れ
た
小
霊
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
難
波
　
広
見
（
坂
出
市
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り

■『
環
境
標
語
』選
考
会
開
催

　
平
成
27
年
度
『
環
境
標
語
』
の

選
考
会
が
、
２
月
23
日
に
町
民
健

康
セ
ン
タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
環
境
標
語
は
、
世
界
的
に
課
題

と
な
っ
て
い
る
環
境
問
題
に
つ
い

て
、
町
民
皆
さ
ん
に
も
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
、
町
内
の
小
・

中
学
校
か
ら
募
集
し
た
も
の
で
す
。

　
今
年
度
の
代
表
作
品
お
よ
び
選

出
作
品
に
つ
い
て
は
、「
広
報
た

ど
つ
５
月
号
」
か
ら
順
次
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
善 

意
（
２
月
分
）
敬
称
略

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

『
桃
陵
苑
』

　
西
山
　
重
一
（
　
庄
　
）

　
山
崎
生
花
店
、
多
度
津
商
工
会

　
議
所
女
性
会
、
Ｊ
Ａ
多
度
津
女

　
性
部
、
ひ
ま
わ
り
の
会
、
多
度

　
津
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡

　
協
議
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
多

　
度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
ー
、
多
度
津
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
同
好
会
、
多
度
津
理
容
組
合

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
西
山
　
一
郎
（
桜
　
川
）

　
髙
島
　
忠
実
（
山
　
階
）

　
多
度
津
ユ
ネ
ス
コ
協
会
、
夢
屋

　
多
度
津
店

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　
植
田
　
琴
美
（
家
　
中
）

　
南
　
　
　
優
（
善
通
寺
市
）

　
川
江
美
津
子
（
道
福
寺
）

　
丸
岡
佐
登
美
（
善
通
寺
市
）

　
髙
谷
　
修
三
（
日
の
出
町
）

　
久
米
井
直
樹
（
丸
亀
市
）

　
亀
井
加
代
子
（
三
　
井
）

　
久
山
奈
保
子
（
　
庄
　
）

　
青
山
　
宗
夫
（
西
白
方
）

そ
の
た
め
、
登
山
者
は
ど
の
程
度

登
っ
た
か
と
言
う
お
お
よ
そ
の
予

想
も
で
き
る
。

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
山
道
に
石
仏

を
設
置
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
白
方
に
あ
る
山
道
の
石
仏
の
刻

銘
な
ど
か
ら
、
江
戸
末
期
に
建
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
多
く
は
多

度
津
や
丸
亀
の
商
家
な
ど
の
寄
進

に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

石
仏
の
寄
進
者
が
異
な
っ
て
お
り
、

協
力
し
て
三
十
三
体
の
石
仏
を
作

っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
道
は
、
弥
谷
寺
、
善
通
寺
、

こ
ん
ぴ
ら
へ
と
つ
な
が
る
山
道
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
の
人
だ
け

で
な
く
、
よ
り
広
い
地
域
の
人
々

が
利
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の

石
仏
群
は
信
仰
心
だ
け
で
は
な
く
、

人
々
の
道
中
の
安
全
を
願
っ
て
建

立
し
た
も
の
だ
と
推
察
で
き
、
小

さ
な
親
切
運
動
に
も
相
通
じ
る

「
他
を
思
う
心
」
を
感
じ
る
。

　
石
仏
が
建
立
さ
れ
て
百
五
十
年

ほ
ど
経
つ
今
も
、
山
道
を
登
る
人

の
疲
れ
を
癒
し
、
頑
張
り
を
後
押

し
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
実
に
、
長
期
に
わ
た
る
親
切
で

あ
る
。

▲頂上近くの
　三十三番目の観音像

●●卒園茶会・卒業茶会卒園茶会・卒業茶会

　町内の幼稚園・小学校で『卒園・卒
業茶会』が開かれました。
　日頃からお世話になっている保護者
や地域の方々などをお招きし、感謝の
気持ちをいっぱいこめてお茶やお菓子
を運びました。おもてなしを受けた皆
さんは、子どもたちが立派に成長した
様子を感じ取られていたようです。

●●「命」の尊さを考えよう！「命」の尊さを考えよう！

　豊原小学校（三宅清司校長）では、香川労災病院で助産師をされている小松
千秋氏と澤田裕子氏を「いのちの先生」にお迎えし、助産師の仕事を通しての
貴重な体験談や命の尊さを教わりました。
　出産時の大変な様子やお腹の中で育っていく過程などの話を聞いた児童たち
は、両親や家族への感謝の気持ちがこみ上げるとともに、生まれてきたことへ
の喜びを実感しました。

●●多度津中学校『卒業証書授与式』多度津中学校『卒業証書授与式』
　３月13日、「第59回卒業証書授与式」が新しく建設された体育館で挙行されました。
　平成25年９月から建設を進めてきた校舎・体育館がこの３月に完成し、57年間で
延べ１万８千人余の卒業生を送りだしてきた学び舎で、最後の卒業生となる197名。
　卒業生総代の門田誠司さんから感謝とお礼の答辞が述べられた後、卒業生答辞曲
「明日への旅立ち」を合唱しました。多度津中学校で学んだことや思い出を胸に、新
たな一歩を踏み出しました。

●●多聞院保育所『避難訓練』多聞院保育所『避難訓練』

　消防署の方と一緒に「火災避難訓
練」を行いました。
 大きいクラスの子どもたちは、火災
報知器の音にも慌てずに避難すること
が出来ました。その後の消防車・救急
車の見学では、説明してもらったり質
問に答えてもらったりして、子どもた
ちにとって貴重な体験となりました。

●●速水史朗先生　母校の児童と卒業記念制作速水史朗先生　母校の児童と卒業記念制作

 多度津小学校（三木信行校長）の卒業生でもある彫刻家の速水史朗先生が、
母校の６年生の卒業記念として、彫刻制作の特別授業を行いました。
 児童は粘土をしっかりこねた後、ヘラの使い方や立体感の出し方を教わりな
がら、彫刻の基本でもある「人の顔」を仕上げていきました。
 速水先生は「粘土をこねる作業は心が落ち着くと思います。それぞれに個性
があっていい作品ができました。」と話されました。



1213

まちかどズームまちかどズーム 文化教養・親切・人権文化教養・親切・人権
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 ２月19日、町民健康センター２
階大広間において、芸能発表会
が開催されました。
　37人の講座生が、日頃から練
習してきたカラオケ・吟詠・詩
舞を披露し、大広間に集まった
大勢の観客から大きな拍手と歓
声が贈られていました。

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●『
山
道
の
石
仏
か
ら

見
え
る
こ
と
』
　
　
　

　多
度
津
町
教
育
委
員
会
教
育
長

   

田
尾 

　勝

　
里
山
の
登
山
が
好
き
で
あ
る
。

体
に
多
少
の
負
荷
が
か
か
る
登
山

な
ら
な
お
良
い
。
達
成
感
を
味
わ

え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
香
川
と
徳
島
の
県
境
に
あ
る
三

頭
越
の
峠
、
町
内
で
は
白
方
の
虚

空
蔵
寺
付
近
か
ら
弥
谷
寺
へ
上
る

山
道
、
と
も
に
適
度
に
負
荷
が
か

か
る
山
道
で
あ
る
。
今
は
往
来
す

る
人
も
少
な
く
な
っ
た
二
つ
の
荒

れ
た
山
道
に
は
、
西
国
三
十
三
観

音
霊
場
の
本
尊
の
彫
ら
れ
た
石
仏

が
並
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

観
音
像
は
傍
ら
で
柔
和
な
お
顔
で

登
山
者
を
見
守
っ
て
お
り
、
疲
れ

を
和
ら
げ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
峠

に
向
か
っ
て
一
番
か
ら
三
十
三
番

ま
で
の
観
音
像
が
順
番
に
配
置
さ

れ
た
小
霊
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
難
波
　
広
見
（
坂
出
市
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り

■『
環
境
標
語
』選
考
会
開
催

　
平
成
27
年
度
『
環
境
標
語
』
の

選
考
会
が
、
２
月
23
日
に
町
民
健

康
セ
ン
タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
環
境
標
語
は
、
世
界
的
に
課
題

と
な
っ
て
い
る
環
境
問
題
に
つ
い

て
、
町
民
皆
さ
ん
に
も
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
、
町
内
の
小
・

中
学
校
か
ら
募
集
し
た
も
の
で
す
。

　
今
年
度
の
代
表
作
品
お
よ
び
選

出
作
品
に
つ
い
て
は
、「
広
報
た

ど
つ
５
月
号
」
か
ら
順
次
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
善 

意
（
２
月
分
）
敬
称
略

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

『
桃
陵
苑
』

　
西
山
　
重
一
（
　
庄
　
）

　
山
崎
生
花
店
、
多
度
津
商
工
会

　
議
所
女
性
会
、
Ｊ
Ａ
多
度
津
女

　
性
部
、
ひ
ま
わ
り
の
会
、
多
度

　
津
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡

　
協
議
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
多

　
度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
ー
、
多
度
津
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
同
好
会
、
多
度
津
理
容
組
合

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
西
山
　
一
郎
（
桜
　
川
）

　
髙
島
　
忠
実
（
山
　
階
）

　
多
度
津
ユ
ネ
ス
コ
協
会
、
夢
屋

　
多
度
津
店

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　
植
田
　
琴
美
（
家
　
中
）

　
南
　
　
　
優
（
善
通
寺
市
）

　
川
江
美
津
子
（
道
福
寺
）

　
丸
岡
佐
登
美
（
善
通
寺
市
）

　
髙
谷
　
修
三
（
日
の
出
町
）

　
久
米
井
直
樹
（
丸
亀
市
）

　
亀
井
加
代
子
（
三
　
井
）

　
久
山
奈
保
子
（
　
庄
　
）

　
青
山
　
宗
夫
（
西
白
方
）

そ
の
た
め
、
登
山
者
は
ど
の
程
度

登
っ
た
か
と
言
う
お
お
よ
そ
の
予

想
も
で
き
る
。

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
山
道
に
石
仏

を
設
置
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
白
方
に
あ
る
山
道
の
石
仏
の
刻

銘
な
ど
か
ら
、
江
戸
末
期
に
建
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
多
く
は
多

度
津
や
丸
亀
の
商
家
な
ど
の
寄
進

に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

石
仏
の
寄
進
者
が
異
な
っ
て
お
り
、

協
力
し
て
三
十
三
体
の
石
仏
を
作

っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
道
は
、
弥
谷
寺
、
善
通
寺
、

こ
ん
ぴ
ら
へ
と
つ
な
が
る
山
道
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
の
人
だ
け

で
な
く
、
よ
り
広
い
地
域
の
人
々

が
利
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の

石
仏
群
は
信
仰
心
だ
け
で
は
な
く
、

人
々
の
道
中
の
安
全
を
願
っ
て
建

立
し
た
も
の
だ
と
推
察
で
き
、
小

さ
な
親
切
運
動
に
も
相
通
じ
る

「
他
を
思
う
心
」
を
感
じ
る
。

　
石
仏
が
建
立
さ
れ
て
百
五
十
年

ほ
ど
経
つ
今
も
、
山
道
を
登
る
人

の
疲
れ
を
癒
し
、
頑
張
り
を
後
押

し
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
実
に
、
長
期
に
わ
た
る
親
切
で

あ
る
。

▲頂上近くの
　三十三番目の観音像

●●卒園茶会・卒業茶会卒園茶会・卒業茶会

　町内の幼稚園・小学校で『卒園・卒
業茶会』が開かれました。
　日頃からお世話になっている保護者
や地域の方々などをお招きし、感謝の
気持ちをいっぱいこめてお茶やお菓子
を運びました。おもてなしを受けた皆
さんは、子どもたちが立派に成長した
様子を感じ取られていたようです。

●●「命」の尊さを考えよう！「命」の尊さを考えよう！

　豊原小学校（三宅清司校長）では、香川労災病院で助産師をされている小松
千秋氏と澤田裕子氏を「いのちの先生」にお迎えし、助産師の仕事を通しての
貴重な体験談や命の尊さを教わりました。
　出産時の大変な様子やお腹の中で育っていく過程などの話を聞いた児童たち
は、両親や家族への感謝の気持ちがこみ上げるとともに、生まれてきたことへ
の喜びを実感しました。

●●多度津中学校『卒業証書授与式』多度津中学校『卒業証書授与式』
　３月13日、「第59回卒業証書授与式」が新しく建設された体育館で挙行されました。
　平成25年９月から建設を進めてきた校舎・体育館がこの３月に完成し、57年間で
延べ１万８千人余の卒業生を送りだしてきた学び舎で、最後の卒業生となる197名。
　卒業生総代の門田誠司さんから感謝とお礼の答辞が述べられた後、卒業生答辞曲
「明日への旅立ち」を合唱しました。多度津中学校で学んだことや思い出を胸に、新
たな一歩を踏み出しました。

●●多聞院保育所『避難訓練』多聞院保育所『避難訓練』

　消防署の方と一緒に「火災避難訓
練」を行いました。
 大きいクラスの子どもたちは、火災
報知器の音にも慌てずに避難すること
が出来ました。その後の消防車・救急
車の見学では、説明してもらったり質
問に答えてもらったりして、子どもた
ちにとって貴重な体験となりました。

●●速水史朗先生　母校の児童と卒業記念制作速水史朗先生　母校の児童と卒業記念制作

 多度津小学校（三木信行校長）の卒業生でもある彫刻家の速水史朗先生が、
母校の６年生の卒業記念として、彫刻制作の特別授業を行いました。
 児童は粘土をしっかりこねた後、ヘラの使い方や立体感の出し方を教わりな
がら、彫刻の基本でもある「人の顔」を仕上げていきました。
 速水先生は「粘土をこねる作業は心が落ち着くと思います。それぞれに個性
があっていい作品ができました。」と話されました。
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志村  忠昭 議員村井  勉 議員

《
お
知
ら
せ
》

■
議
長・副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た

　
２
月
20
日
、
平
成
27
年
第
１
回

多
度
津
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
と
お
り
議
長
・
副
議
長

が
決
定
し
ま
し
た
。

●
議
　
長

【
略
歴
】
平
成
15
年
初
当
選
以
来
、

　
議
長
、
副
議
長
、
総
務
常
任
委
員

　
会
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委

　
員
長
な
ど
を
歴
任
。（
現
在
４
期

　
目
）

●
副
議
長

【
略
歴
】
平
成
19
年
初
当
選
以
来
、

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
委
員
長
、

　
建
設
産
業
民
生
常
任
委
員
会
委
員

　
長
な
ど
を
歴
任
。（
現
在
３
期
目
）

※
住
民
課
窓
口
に
「
出
生
・
死
亡
・

　
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を

　
さ
れ
る
方
に
お
願
い
（
職
業
・

　
産
業
例
示
表
）
」
を
備
え
つ
け

　
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
の
う
え
、

　
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
住
民
課☎

33
|

４
４
８
０

■
消
防
新
庁
舎
の
運
用
に
つ
い
て

　
建
て
替
え
工
事
を
進
め
て
い
た

消
防
新
庁
舎
が
完
成
し
、
次
の
と

お
り
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
運
用
開
始
に
伴
い
電
話
番
号
も

新
し
く
な
り
ま
す
。

◇
新
し
い
電
話
番
号

☎
33
|
０
１
１
９
（
代
表
）

▽
運
用
開
始
日
＝
４
月
１
日
（水）

▽
新
住
所
＝

　
　
〒
７
６
４
|

０
０
３
３

　
　
多
度
津
町
大
字
青
木

９
５
１
番
地
８

（
多
度
津
町
消
防
本
部
）

■
平
成
27
年
度
か
ら
固
定
資
産
税

　の
課
税
面
積
が
、地
籍
調
査
後

　の
面
積
に
変
わ
り
ま
す

　
土
地
の
固
定
資
産
税
は
、
登
記

簿
記
載
の
地
積
（
登
記
地
積
）
に

よ
る
課
税
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
多
度
津
町
で
は
地
籍
調
査

後
に
地
積
の
増
加
が
あ
っ
た
場
合

で
も
、
税
負
担
の
急
増
を
抑
え
る

た
め
、
固
定
資
産
税
は
調
査
前
の

地
積
で
課
税
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
税
負
担
の
公
平
性
な

ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
平
成
27

年
度
の
評
価
替
え
に
伴
い
、
地
籍

調
査
後
の
登
記
地
積
に
よ
る
課
税

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
地
籍
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
土

地
の
所
有
者
に
つ
い
て
は
、
課
税

面
積
が
変
わ
る
こ
と
で
固
定
資
産

税
の
税
額
に
も
影
響
が
あ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
税
務
課 

資
産
税
係

☎
33
|

１
１
１
８

■
固
定
資
産
税・都
市
計
画
税
の

　前
納
報
奨
金
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
か
ら
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
前
納
報
奨
金

の
交
付
率
を
行
財
政
改
革
に
よ
り

引
き
下
げ
し
ま
す
。
こ
の
度
の
制

度
改
正
へ
の
ご
理
解
と
、
早
期
納

税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
改
正
内
容

　前
納
報
奨
金
交
付
率

　
　
　
０
．
５
％ 

↓ 

０
．
３
％

　交
付
限
度
額

　
　
　
５
万
円 

↓ 

３
万
円

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
税
務
課 

資
産
税
係

☎
33
|

１
１
１
８

■
平
成
27
年
度

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
に
次
の
地
区
に
お

い
て
、
地
籍
調
査
事
業
を
行
い
ま

す
の
で
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
現
地
立
会
い
実
施
地
区

　
▽
葛
原
地
区

　
　
永
井
・
下
所
前
・
下
所
・

　
　
御
給

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
建
設
課☎

33
|

１
１
１
２

■
出
生・死
亡・死
産・婚
姻・

　離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
へ

●
人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
を

　
実
施
し
ま
す

　
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
に
は
、

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
を
実

施
し
、
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚

姻
・
離
婚
の
届
出
書
に
職
業
の
記

入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

死
亡
届
に
は
産
業
の
記
入
も
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
今
後
の
厚
生
労
働

行
政
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。
本
年
は
国
勢
調
査
の
年

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
届
出
を
さ
れ

る
方
々
に
は
、
お
手
数
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
調
査
期
間
＝

　
　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

▽
調
査
対
象
者
＝

　
　
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

　
　
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方

▽
調
査
方
法
＝

　
　
各
届
出
書
の
届
出
時
に
職
業

　
　
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

●
農
地
の
賃
借
料
水
準
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
中
に
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
に
よ
り
公
告
（
利
用

権
が
設
定
）
さ
れ
た
農
地
の
賃
借

料
水
準
（
10
ａ
当
た
り
）
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
賃
借
料
水
準
は
届

出
か
ら
算
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

賃
借
料
に
つ
い
て
は
貸
し
手
・
借

り
手
で
よ
く
話
し
合
っ
て
決
め
て

く
だ
さ
い
。

【
多
度
津
町
全
域
の
田
・
畑
】

（
特
殊
な
契
約
は
除
く
）

　
▽
平
均
額
＝
　
６
，
９
０
０
円

（
百
円
未
満
四
捨
五
入
）

　
▽
最
高
額
＝
１
０
，
０
０
０
円

　
▽
最
低
額
＝
　
５
，
０
０
０
円

　
▽
デ
ー
タ
数
＝
　
　
　
　
11
筆

※

使
用
貸
借
数（
賃
借
料
が
無
償
）

＝
８
０
１
筆

●
農
地
の
権
利
取
得
に
際
し
て
の

下
限
面
積

　
▽
佐
柳
・
高
見
区
域
＝
　
10
ａ

　
▽
佐
柳
・
高
見
を
除
く

　
　
　
多
度
津
町
全
域
＝
　
30
ａ

※

相
続
等
に
よ
り
農
地
の
権
利
を

　
取
得
し
た
時
は
、
概
ね
10
か
月

　
以
内
に
農
業
委
員
会
へ
の
届
出

　
が
必
要
で
す
。

●
す
こ
や
か
健
診
（
５
歳
児
健
康

　
診
査
）
を
実
施
し
ま
す

　
今
年
度
も
各
保
育
所
・
幼
稚
園

で
「
す
こ
や
か
健
診
（
５
歳
児
健

康
診
査
）
」
を
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象
＝

　
　
平
成
27
年
度
中
に
満
５
歳
と

　
　
な
る
お
子
さ
ま
（
平
成
22
年

　
　
４
月
２
日
〜
平
成
23
年
４
月

　
　
１
日
生
ま
れ
）

　
保
護
者
の
方
に
は
、
４
月
に
保

育
所
・
幼
稚
園
で
実
施
す
る
入
所

式
や
保
育
参
観
に
あ
わ
せ
て
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
健
診
の
約
２
か
月
前
に
、

各
保
育
所
・
幼
稚
園
を
通
じ
て
、

ま
た
町
外
通
園
児
な
ど
に
つ
い
て

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
よ
り
ご
案
内

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
|

８
５
０
０

■
平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

●
仮
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の

対
象
の
方

　
平
成
27
年
４
月
年
金
支
給
分
か

ら
年
金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

天
引
き
額
は
、
平
成
27
年
２
月
天

引
き
分
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
４
月
か
ら
新
た
に
天

引
き
が
開
始
さ
れ
る
方
（
平
成
27

年
２
月
に
天
引
き
が
さ
れ
て
い
な

い
方
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

中
の
所
得
を
基
に
仮
計
算
さ
れ
た

保
険
料
の
１
／
６
相
当
の
額
が
天

引
き
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
保
険
料
額
が
確

定
後
、
10
月
以
降
の
天
引
き
分
で

残
り
の
保
険
料
額
の
調
整
が
行
わ

れ
ま
す
。

●
仮
徴
収
の
対
象
外
の
方

　
平
成
27
年
６
月
に
保
険
料
が
確

定
後
、
平
成
27
年
７
月
か
ら
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
年

金
天
引
き
に
移
行
で
き
る
方
に
つ

い
て
は
、
10
月
か
ら
天
引
き
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
を
年
金
天
引
き
さ
れ
て

　
い
る
方
で
、
口
座
振
替
に
よ
る

　
納
付
に
変
更
を
ご
希
望
の
方
は
、

　
税
務
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ

　
い
。
な
お
、
年
金
天
引
き
か
ら

　
納
付
書
に
よ
る
保
険
料
の
支
払

　
い
へ
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
税
務
課☎

33
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１
１
１
８

■
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　
市
町
職
員
等
を
装
っ
て
電
話
を

か
け
、
医
療
費
や
保
険
料
を
還
付

す
る
と
伝
え
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自

動
預
け
払
い
機
）
か
ら
お
金
を
振

り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
等
の
詐
欺

事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
広
域
連
合
や
市
町
職
員
が
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
や
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
、
町
役
場
住
民
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
８
７
|

８
１
１
|

１
８
６
６

　
多
度
津
町
住
民
課☎

33
|

４
４
８
０

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
農
業
委
員
会

（
産
業
課
内
）

☎
33
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１
１
１
３

■
保
健
セ
ン
タ
ー
よ
り
お
知
ら
せ

●
す
く
す
く
相
談
を
始
め
ま
す
！

　
多
度
津
町
で
は
、
お
子
さ
ま
が

す
く
す
く
健
や
か
に
成
長
し
、
お

母
さ
ん
た
ち
が
楽
し
く
子
育
て
で

き
る
よ
う
、
助
産
師
に
よ
る
「
す

く
す
く
相
談
」
を
は
じ
め
ま
す
。

　
妊
娠
中
の
気
に
な
る
こ
と
や

「
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
は
増
え
て
い

る
の
か
な
」「
夜
寝
て
く
れ
な

い
」
な
ど
、
お
子
さ
ま
や
お
母
さ

ん
自
身
の
こ
と
な
ど
、
何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
時
間
＝
毎
月
第
１
月
曜
日

　10
時
〜
12
時

　
・
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
ご
相

　
　
談
く
だ
さ
い

　13
時
〜
16
時

　
・
１
人
１
時
間
の
予
約
制

　
※
相
談
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン

　
　
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

還付金があるって
言われたけど、
信用して
いいのかなぁ…。
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志村  忠昭 議員村井  勉 議員

《
お
知
ら
せ
》

■
議
長・副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た

　
２
月
20
日
、
平
成
27
年
第
１
回

多
度
津
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
と
お
り
議
長
・
副
議
長

が
決
定
し
ま
し
た
。

●
議
　
長

【
略
歴
】
平
成
15
年
初
当
選
以
来
、

　
議
長
、
副
議
長
、
総
務
常
任
委
員

　
会
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委

　
員
長
な
ど
を
歴
任
。（
現
在
４
期

　
目
）

●
副
議
長

【
略
歴
】
平
成
19
年
初
当
選
以
来
、

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
委
員
長
、

　
建
設
産
業
民
生
常
任
委
員
会
委
員

　
長
な
ど
を
歴
任
。（
現
在
３
期
目
）

※
住
民
課
窓
口
に
「
出
生
・
死
亡
・

　
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を

　
さ
れ
る
方
に
お
願
い
（
職
業
・

　
産
業
例
示
表
）
」
を
備
え
つ
け

　
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
の
う
え
、

　
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
住
民
課☎

33
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４
４
８
０

■
消
防
新
庁
舎
の
運
用
に
つ
い
て

　
建
て
替
え
工
事
を
進
め
て
い
た

消
防
新
庁
舎
が
完
成
し
、
次
の
と

お
り
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
運
用
開
始
に
伴
い
電
話
番
号
も

新
し
く
な
り
ま
す
。

◇
新
し
い
電
話
番
号

☎
33
|
０
１
１
９
（
代
表
）

▽
運
用
開
始
日
＝
４
月
１
日
（水）

▽
新
住
所
＝

　
　
〒
７
６
４
|

０
０
３
３

　
　
多
度
津
町
大
字
青
木

９
５
１
番
地
８

（
多
度
津
町
消
防
本
部
）

■
平
成
27
年
度
か
ら
固
定
資
産
税

　の
課
税
面
積
が
、地
籍
調
査
後

　の
面
積
に
変
わ
り
ま
す

　
土
地
の
固
定
資
産
税
は
、
登
記

簿
記
載
の
地
積
（
登
記
地
積
）
に

よ
る
課
税
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
多
度
津
町
で
は
地
籍
調
査

後
に
地
積
の
増
加
が
あ
っ
た
場
合

で
も
、
税
負
担
の
急
増
を
抑
え
る

た
め
、
固
定
資
産
税
は
調
査
前
の

地
積
で
課
税
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
税
負
担
の
公
平
性
な

ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
平
成
27

年
度
の
評
価
替
え
に
伴
い
、
地
籍

調
査
後
の
登
記
地
積
に
よ
る
課
税

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
地
籍
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
土

地
の
所
有
者
に
つ
い
て
は
、
課
税

面
積
が
変
わ
る
こ
と
で
固
定
資
産

税
の
税
額
に
も
影
響
が
あ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
税
務
課 

資
産
税
係

☎
33
|

１
１
１
８

■
固
定
資
産
税・都
市
計
画
税
の

　前
納
報
奨
金
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
か
ら
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
前
納
報
奨
金

の
交
付
率
を
行
財
政
改
革
に
よ
り

引
き
下
げ
し
ま
す
。
こ
の
度
の
制

度
改
正
へ
の
ご
理
解
と
、
早
期
納

税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
改
正
内
容

　前
納
報
奨
金
交
付
率

　
　
　
０
．
５
％ 

↓ 

０
．
３
％

　交
付
限
度
額

　
　
　
５
万
円 

↓ 

３
万
円

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
税
務
課 

資
産
税
係

☎
33
|

１
１
１
８

■
平
成
27
年
度

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
に
次
の
地
区
に
お

い
て
、
地
籍
調
査
事
業
を
行
い
ま

す
の
で
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
現
地
立
会
い
実
施
地
区

　
▽
葛
原
地
区

　
　
永
井
・
下
所
前
・
下
所
・

　
　
御
給

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
建
設
課☎

33
|

１
１
１
２

■
出
生・死
亡・死
産・婚
姻・

　離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
へ

●
人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
を

　
実
施
し
ま
す

　
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
に
は
、

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
を
実

施
し
、
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚

姻
・
離
婚
の
届
出
書
に
職
業
の
記

入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

死
亡
届
に
は
産
業
の
記
入
も
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
今
後
の
厚
生
労
働

行
政
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。
本
年
は
国
勢
調
査
の
年

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
届
出
を
さ
れ

る
方
々
に
は
、
お
手
数
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
調
査
期
間
＝

　
　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

▽
調
査
対
象
者
＝

　
　
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

　
　
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方

▽
調
査
方
法
＝

　
　
各
届
出
書
の
届
出
時
に
職
業

　
　
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

●
農
地
の
賃
借
料
水
準
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
中
に
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
に
よ
り
公
告
（
利
用

権
が
設
定
）
さ
れ
た
農
地
の
賃
借

料
水
準
（
10
ａ
当
た
り
）
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
賃
借
料
水
準
は
届

出
か
ら
算
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

賃
借
料
に
つ
い
て
は
貸
し
手
・
借

り
手
で
よ
く
話
し
合
っ
て
決
め
て

く
だ
さ
い
。

【
多
度
津
町
全
域
の
田
・
畑
】

（
特
殊
な
契
約
は
除
く
）

　
▽
平
均
額
＝
　
６
，
９
０
０
円

（
百
円
未
満
四
捨
五
入
）

　
▽
最
高
額
＝
１
０
，
０
０
０
円

　
▽
最
低
額
＝
　
５
，
０
０
０
円

　
▽
デ
ー
タ
数
＝
　
　
　
　
11
筆

※

使
用
貸
借
数（
賃
借
料
が
無
償
）

＝
８
０
１
筆

●
農
地
の
権
利
取
得
に
際
し
て
の

下
限
面
積

　
▽
佐
柳
・
高
見
区
域
＝
　
10
ａ

　
▽
佐
柳
・
高
見
を
除
く

　
　
　
多
度
津
町
全
域
＝
　
30
ａ

※

相
続
等
に
よ
り
農
地
の
権
利
を

　
取
得
し
た
時
は
、
概
ね
10
か
月

　
以
内
に
農
業
委
員
会
へ
の
届
出

　
が
必
要
で
す
。

●
す
こ
や
か
健
診
（
５
歳
児
健
康

　
診
査
）
を
実
施
し
ま
す

　
今
年
度
も
各
保
育
所
・
幼
稚
園

で
「
す
こ
や
か
健
診
（
５
歳
児
健

康
診
査
）
」
を
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象
＝

　
　
平
成
27
年
度
中
に
満
５
歳
と

　
　
な
る
お
子
さ
ま
（
平
成
22
年

　
　
４
月
２
日
〜
平
成
23
年
４
月

　
　
１
日
生
ま
れ
）

　
保
護
者
の
方
に
は
、
４
月
に
保

育
所
・
幼
稚
園
で
実
施
す
る
入
所

式
や
保
育
参
観
に
あ
わ
せ
て
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
健
診
の
約
２
か
月
前
に
、

各
保
育
所
・
幼
稚
園
を
通
じ
て
、

ま
た
町
外
通
園
児
な
ど
に
つ
い
て

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
よ
り
ご
案
内

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
|

８
５
０
０

■
平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

●
仮
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の

対
象
の
方

　
平
成
27
年
４
月
年
金
支
給
分
か

ら
年
金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

天
引
き
額
は
、
平
成
27
年
２
月
天

引
き
分
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
４
月
か
ら
新
た
に
天

引
き
が
開
始
さ
れ
る
方
（
平
成
27

年
２
月
に
天
引
き
が
さ
れ
て
い
な

い
方
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

中
の
所
得
を
基
に
仮
計
算
さ
れ
た

保
険
料
の
１
／
６
相
当
の
額
が
天

引
き
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
保
険
料
額
が
確

定
後
、
10
月
以
降
の
天
引
き
分
で

残
り
の
保
険
料
額
の
調
整
が
行
わ

れ
ま
す
。

●
仮
徴
収
の
対
象
外
の
方

　
平
成
27
年
６
月
に
保
険
料
が
確

定
後
、
平
成
27
年
７
月
か
ら
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
年

金
天
引
き
に
移
行
で
き
る
方
に
つ

い
て
は
、
10
月
か
ら
天
引
き
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
を
年
金
天
引
き
さ
れ
て

　
い
る
方
で
、
口
座
振
替
に
よ
る

　
納
付
に
変
更
を
ご
希
望
の
方
は
、

　
税
務
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ

　
い
。
な
お
、
年
金
天
引
き
か
ら

　
納
付
書
に
よ
る
保
険
料
の
支
払

　
い
へ
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
税
務
課☎

33
|

１
１
１
８

■
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　
市
町
職
員
等
を
装
っ
て
電
話
を

か
け
、
医
療
費
や
保
険
料
を
還
付

す
る
と
伝
え
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自

動
預
け
払
い
機
）
か
ら
お
金
を
振

り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
等
の
詐
欺

事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
広
域
連
合
や
市
町
職
員
が
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
や
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
、
町
役
場
住
民
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
８
７
|

８
１
１
|

１
８
６
６

　
多
度
津
町
住
民
課☎

33
|

４
４
８
０

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
農
業
委
員
会

（
産
業
課
内
）

☎
33
|

１
１
１
３

■
保
健
セ
ン
タ
ー
よ
り
お
知
ら
せ

●
す
く
す
く
相
談
を
始
め
ま
す
！

　
多
度
津
町
で
は
、
お
子
さ
ま
が

す
く
す
く
健
や
か
に
成
長
し
、
お

母
さ
ん
た
ち
が
楽
し
く
子
育
て
で

き
る
よ
う
、
助
産
師
に
よ
る
「
す

く
す
く
相
談
」
を
は
じ
め
ま
す
。

　
妊
娠
中
の
気
に
な
る
こ
と
や

「
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
は
増
え
て
い

る
の
か
な
」「
夜
寝
て
く
れ
な

い
」
な
ど
、
お
子
さ
ま
や
お
母
さ

ん
自
身
の
こ
と
な
ど
、
何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
時
間
＝
毎
月
第
１
月
曜
日

　10
時
〜
12
時

　
・
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
ご
相

　
　
談
く
だ
さ
い

　13
時
〜
16
時

　
・
１
人
１
時
間
の
予
約
制

　
※
相
談
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン

　
　
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

還付金があるって
言われたけど、
信用して
いいのかなぁ…。
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■
国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

●
平
成
27
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　
国
民
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
ほ
か
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、
納
め

た
保
険
料
は
全
額
が
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度

改
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
27
年
度
は

月
額
１
５
，
５
９
０
円
で
す
。

　
毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
毎
年
４
月
上
旬
に
送
ら

れ
て
く
る
１
年
分
の
「
納
付
書
」

に
よ
り
、
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納

め
ま
す
。

　
納
付
書
に
よ
る
納
付
の
窓
口
は
、

金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含

む
）、
コ
ン
ビ
ニ
、
ま
た
は
Ｍ
Ｍ
Ｋ

端
末
（
公
共
料
金
収
納
端
末
）
を

設
置
し
て
い
る
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、

ス
ー
パ
ー
、
病
院
内
売
店
等
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
口
座
振

替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
、

自
宅
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
電
子
納
付
も
で
き
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
に

は
、
次
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

免
除
等
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は
事

前
に
税
務
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
26
年
度
青
少
年
健
全
育
成

　活
動
モ
デ
ル
団
体
ま
た
は
個
人・

　善
行
者
表
彰

　
２
月
28
日
、
多
度
津
町
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
日
頃
か

ら
顕
著
な
善
行
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
次
の
方
々
に
、
多
度
津
町

教
育
委
員
会
教
育
長
・
青
少
年
健

全
育
成
町
民
会
議
会
長
よ
り
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

●
善
行
者

　
▽
楠
　
姫
菜
子
（
多
度
津
小
６
年
）

　
▽
鎌
田
　
麻
歩
（
豊
原
小
６
年
）

　
▽
門
田
　
　
俊
（
四
箇
小
６
年
）

　
▽
瀬
尾
　
佑
実
（
白
方
小
６
年
）

※
学
年
等
は
平
成
26
年
度
の
も
の

　
で
す
。

●
青
少
年
健
全
育
成
活
動

モ
デ
ル
団
体
ま
た
は
個
人

　
▽
多
度
津
地
区

交
通
安
全
を
守
る
会

　
　
（
代
表
者
　
小
川
　
保
）

　
▽
豊
原
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
（
会
長
　
鈴
木
　
和
夫
）

　
▽
大
山
　
扶
美
代

　
　
（
白
方
地
区
町
民
会
議
会
長
）

　
▽
多
度
津
中
学
校
生
徒
会

　
　
（
代
表
者
　
山
内
麻
菜
美
）

　

■
４
月
か
ら
聴
覚
障
害
の

認
定
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
聴

覚
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
で
な
い
方
に
対
し
、
２
級

（
両
耳
全
ろ
う
）
と
診
断
す
る
場

合
に
は
、
Ａ
Ｂ
Ｒ
（
聴
性
脳
幹
検

査
）
な
ど
の
他
覚
的
聴
覚
検
査
、

ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
検
査
を

実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
実
施
し
た
検
査
方
法
と
検
査
所

見
を
診
断
書
・
意
見
書
に
記
載
し
、

記
録
デ
ー
タ
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
香
川
県
障
害
福
祉
課

☎
０
８
７
|

８
３
２
|

３
２
９
１

　
香
川
県
障
害
福
祉
相
談
所

☎
０
８
７
|

８
６
７
|

２
６
９
６

■『
第
40
回
子
ど
も
会
作
品
募
集
』

優
秀
作
品
発
表

　
多
度
津
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
（
中
野
正
史
会
長
）
に
よ

る
『
子
ど
も
会
作
品
募
集
』
に
、

町
内
の
小
学
生
か
ら
43
作
品
の
応

募
が
あ
り
、
次
の
方
々
が
最
優
秀

賞
・
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
最
優
秀
賞

　
▽
安
岡
　
咲
良
（
四
箇
小
５
年
）

●
優
秀
賞

　
▽
大
平
　
し
の
（
多
度
津
小
３
年
）

　
▽
や
な
川
ま
お
（
多
度
津
小
１
年
）

　
▽
久
木
田
優
羽
（
四
箇
小
６
年
）

　
▽
仙
波
　
望
来
（
四
箇
小
６
年
）

　
▽
森
安
　
俊
介
（
四
箇
小
６
年
）

※
氏
名
の
表
記
は
、
本
人
の
記
載

　
に
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

①
全
額
免
除
・
一
部
納
付
申
請

　
「
全
額
免
除
」、「
四
分
の
三
免

除
」、「
半
額
免
除
」、「
四
分
の
一

免
除
」
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
す
べ
て
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
な
ど
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
の
納
付

が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
を
納
付
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配

偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
納
付
を
猶
予
（
所
得
の
高
い

世
帯
主
と
同
居
の
た
め
、
申
請
免

除
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
方
）。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　
学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
納
付

を
猶
予
。

※
申
請
は
住
民
課
保
険
年
金
係
で

　
で
き
ま
す
。
税
務
申
告
を
行
っ

　
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
有
利
な
前
納
割
引
制
度

　
保
険
料
は
、
定
め
ら
れ
た
月
数

分
を
前
納
す
る
と
割
引
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
住
民
課☎

33
|

４
４
８
０

　
善
通
寺
年
金
事
務
所

☎
62
|

１
６
６
０

■
不
正
大
麻・け
し
撲
滅
運
動

　
４
月
・
５
月
は
『
不
正
大
麻
・

け
し
撲
滅
運
動
』
期
間
で
す
。

　
町
内
に
お
い
て
も
昨
年
度
は
、

２
，
２
２
４
本
の
自
生
し
て
い
る

「
け
し
」
の
除
去
を
行
い
ま
し
た
。

　
植
え
て
は
い
け
な
い
「
け
し
」

は
、
観
賞
用
で
も
取
り
締
ま
り
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
大
麻
や
植
え
て
は
い
け
な
い

「
け
し
」
と
疑
わ
れ
る
植
物
を
発

見
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

　
中
讃
保
健
所
衛
生
課

☎
24
|

９
９
６
４

　
多
度
津
町
福
祉
保
健
課

☎
33
|

４
４
８
８

■
無
事
故
優
良
運
転
者
表
彰
の

申
請
に
つ
い
て

　
本
年
８
月
31
日
現
在
、
運
転
歴

10
年
・
20
年
・
30
年
無
事
故
で
行

政
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

は
、
交
通
安
全
協
会
事
務
局
（
多

度
津
交
番
内
）
へ
表
彰
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
用
紙
は
事
務
局
に
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
協
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
締
切
＝
平
成
27
年
６
月
30
日

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
４
月
号

12
日
（日）
木
工
特
別
講
座
『
す
き
ま

　
　
　
家
具
を
作
ろ
う
！
』

／
午
前
５
名

18
日
（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

／
午
前
５
名

19
日
（日）
木
工
講
座
『
花
の
オ
ブ
ジ

　
　
　
ェ
』      

　
／
午
前
10
名

　
※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要

　
※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
ガ
ラ
ス
の
足
型
づ
く
り

　
足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）。

　
桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
４
月
の
実
施
は
、
19
日
・
26
日

※
予
約
が
必
要

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
エ
コ
丸
工
房
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
特
技
や

興
味
の
あ
る
分
野
で
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

☎
56
|

１
１
４
４

※
運
転
歴
10
年
以
上
で
無
事
故
の

　
優
良
運
転
者
は
、
多
度
津
交
通

　
安
全
協
会
の
会
則
に
よ
り
協
会

　
長
が
表
彰
し
ま
す
。

※
20
年
・
30
年
以
上
の
方
は
県
警

　
本
部
長
・
県
協
会
長
連
名
に
よ

　
る
表
彰
で
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
交
通
安
全
協
会

（
多
度
津
交
番
内
）

☎
32
|

０
０
５
６

☎
33
|

０
１
１
０

■『
遺
言
・
相
続
に
関
す
る

　無
料
法
律
相
談
』の
開
催

▽
日
時
＝
４
月
16
日
（木）

　
　
　
　
10
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
香
川
県
弁
護
士
会
館

（
高
松
市
丸
の
内
２
|

22
）

▽
相
談
方
法
＝
面
談
に
よ
る
相
談

（
１
件
30
分
以
内
）

※
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。
相

　
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
月

　
10
日
（金）
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ

　
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

☎
０
８
７
|

８
２
２
|

３
６
９
３

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿
環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号
☎
33
・
４
４
２
５

☎
33
・
４
４
２
５

４
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

４
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

【
資
　
　源
】

【
可
　
　燃
】

【
粗
大・不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日

高
見 

　
３ 

（金）
・
17 

（金）
・
５
／
１

佐
柳 

　
３ 

（金）
・
10 

（金）
・
17 

（金）
・

　 

　
　
24 

（金）
・ 

５
／
１

金・火

道
福
寺
、桜
川
東
団
地
、花

園
、あ
け
ぼ
の
、南
鴨
、豊
原

学
園
前
団
地
、豊
原
第
２
団

地
、葛
原（
大
木・北
条・八

幡
・
永
井
・
下
所
）、ひ
ま
わ

り
団
地
、め
ぐ
み
団
地
、葛

原
団
地
、小
塚
団
地

学
園
台
、堀
江
、堀
江
条
六
、

堀
江
新
開
、道
隆
寺
東
、北

鴨
、幸
町
、若
葉
町
、袖

１
区
〜
８
区
、桜
川
団
地
、

寿
町
、県
営
多
度
津
団
地
、

四
箇
地
区

木・月

９
区
〜
12
区
、日
の
出
町
、

学
園
台
、豊
原
地
区
、白
方

地
区

西
白
方
、奥
白
方
、見
立
、

東
白
方
本
村

青
木
北
山
、山
階（
北
山・兵

田・阿
庄・岡・山
階
社
宅・恵

比
寿・大
倉
団
地・グ
リ
ー
ン

団
地
・
本
村
・西
村
・西
村
団

地
・天
霧
・天
霧
第
２・天
霧

南・ダ
イ
ヤ
タ
ウ
ン・才
の
木
ハ

イ
ツ・向
井・上・小
原
）

５
区
〜
８
区
、県
営
多
度
津

団
地
、東
白
方（
原
戸・城
ケ

下
）、西
港
町

１
区
〜
４
区
、寿
町
、

桜
川
団
地

白
方
地
区
、８
区
〜
９
区

９
区
〜
12
区
、日
の
出
町

10 

（金）
16 

（木）
５
／
１

20 

（月）
27 

（月）
16 

（木）
23 

（木）
13 

（月）
20 

（月）
庄（
修
理
免・笠
屋・笠
屋
青

空
団
地
・八
尺
・
中
条
・土
井

畑
・
羽
称
坪
・四
天
ハ
イ
ツ
）、

三
井（
真
天・御
門・鴨
取・三

井
東
・三
井
西
・三
井
団
地
・

間
の
江
）、青
木（
本
村
・
金

道・青
木
団
地
）

９ 

（木）
13 

（月）
30 

（木）
７ 

（火）
９ 

（木）
27 

（月）
２ 

（木）
６ 

（月）
23 

（木）
15 

（水）
四
箇
地
区

８ 

（水）
道
福
寺
、桜
川
東
、袖
、

南
鴨
、葛
原

１ 

（水）
10
区
〜
12
区
、日
の
出
町
、

北
鴨
、学
園
台
、堀
江
、若
葉
町

29 

（水）
１
区
〜
７
区
、桜
川
団
地
、

寿
町
、県
営
多
度
津
団
地

22 

（水）
２ 

（木）
６ 

（月）
21 

（火）
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■
国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

●
平
成
27
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　
国
民
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
ほ
か
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、
納
め

た
保
険
料
は
全
額
が
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度

改
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
27
年
度
は

月
額
１
５
，
５
９
０
円
で
す
。

　
毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
毎
年
４
月
上
旬
に
送
ら

れ
て
く
る
１
年
分
の
「
納
付
書
」

に
よ
り
、
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納

め
ま
す
。

　
納
付
書
に
よ
る
納
付
の
窓
口
は
、

金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含

む
）、
コ
ン
ビ
ニ
、
ま
た
は
Ｍ
Ｍ
Ｋ

端
末
（
公
共
料
金
収
納
端
末
）
を

設
置
し
て
い
る
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、

ス
ー
パ
ー
、
病
院
内
売
店
等
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
口
座
振

替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
、

自
宅
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
電
子
納
付
も
で
き
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
に

は
、
次
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

免
除
等
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は
事

前
に
税
務
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
26
年
度
青
少
年
健
全
育
成

　活
動
モ
デ
ル
団
体
ま
た
は
個
人・

　善
行
者
表
彰

　
２
月
28
日
、
多
度
津
町
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
日
頃
か

ら
顕
著
な
善
行
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
次
の
方
々
に
、
多
度
津
町

教
育
委
員
会
教
育
長
・
青
少
年
健

全
育
成
町
民
会
議
会
長
よ
り
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

●
善
行
者

　
▽
楠
　
姫
菜
子
（
多
度
津
小
６
年
）

　
▽
鎌
田
　
麻
歩
（
豊
原
小
６
年
）

　
▽
門
田
　
　
俊
（
四
箇
小
６
年
）

　
▽
瀬
尾
　
佑
実
（
白
方
小
６
年
）

※
学
年
等
は
平
成
26
年
度
の
も
の

　
で
す
。

●
青
少
年
健
全
育
成
活
動

モ
デ
ル
団
体
ま
た
は
個
人

　
▽
多
度
津
地
区

交
通
安
全
を
守
る
会

　
　
（
代
表
者
　
小
川
　
保
）

　
▽
豊
原
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
（
会
長
　
鈴
木
　
和
夫
）

　
▽
大
山
　
扶
美
代

　
　
（
白
方
地
区
町
民
会
議
会
長
）

　
▽
多
度
津
中
学
校
生
徒
会

　
　
（
代
表
者
　
山
内
麻
菜
美
）

　

■
４
月
か
ら
聴
覚
障
害
の

認
定
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
聴

覚
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
で
な
い
方
に
対
し
、
２
級

（
両
耳
全
ろ
う
）
と
診
断
す
る
場

合
に
は
、
Ａ
Ｂ
Ｒ
（
聴
性
脳
幹
検

査
）
な
ど
の
他
覚
的
聴
覚
検
査
、

ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
検
査
を

実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
実
施
し
た
検
査
方
法
と
検
査
所

見
を
診
断
書
・
意
見
書
に
記
載
し
、

記
録
デ
ー
タ
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
香
川
県
障
害
福
祉
課

☎
０
８
７
|

８
３
２
|

３
２
９
１

　
香
川
県
障
害
福
祉
相
談
所

☎
０
８
７
|

８
６
７
|

２
６
９
６

■『
第
40
回
子
ど
も
会
作
品
募
集
』

優
秀
作
品
発
表

　
多
度
津
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
（
中
野
正
史
会
長
）
に
よ

る
『
子
ど
も
会
作
品
募
集
』
に
、

町
内
の
小
学
生
か
ら
43
作
品
の
応

募
が
あ
り
、
次
の
方
々
が
最
優
秀

賞
・
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
最
優
秀
賞

　
▽
安
岡
　
咲
良
（
四
箇
小
５
年
）

●
優
秀
賞

　
▽
大
平
　
し
の
（
多
度
津
小
３
年
）

　
▽
や
な
川
ま
お
（
多
度
津
小
１
年
）

　
▽
久
木
田
優
羽
（
四
箇
小
６
年
）

　
▽
仙
波
　
望
来
（
四
箇
小
６
年
）

　
▽
森
安
　
俊
介
（
四
箇
小
６
年
）

※
氏
名
の
表
記
は
、
本
人
の
記
載

　
に
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

①
全
額
免
除
・
一
部
納
付
申
請

　
「
全
額
免
除
」、「
四
分
の
三
免

除
」、「
半
額
免
除
」、「
四
分
の
一

免
除
」
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
す
べ
て
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
な
ど
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
の
納
付

が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
を
納
付
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配

偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
納
付
を
猶
予
（
所
得
の
高
い

世
帯
主
と
同
居
の
た
め
、
申
請
免

除
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
方
）。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　
学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
納
付

を
猶
予
。

※
申
請
は
住
民
課
保
険
年
金
係
で

　
で
き
ま
す
。
税
務
申
告
を
行
っ

　
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
有
利
な
前
納
割
引
制
度

　
保
険
料
は
、
定
め
ら
れ
た
月
数

分
を
前
納
す
る
と
割
引
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
住
民
課☎

33
|

４
４
８
０

　
善
通
寺
年
金
事
務
所

☎
62
|

１
６
６
０

■
不
正
大
麻・け
し
撲
滅
運
動

　
４
月
・
５
月
は
『
不
正
大
麻
・

け
し
撲
滅
運
動
』
期
間
で
す
。

　
町
内
に
お
い
て
も
昨
年
度
は
、

２
，
２
２
４
本
の
自
生
し
て
い
る

「
け
し
」
の
除
去
を
行
い
ま
し
た
。

　
植
え
て
は
い
け
な
い
「
け
し
」

は
、
観
賞
用
で
も
取
り
締
ま
り
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
大
麻
や
植
え
て
は
い
け
な
い

「
け
し
」
と
疑
わ
れ
る
植
物
を
発

見
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

　
中
讃
保
健
所
衛
生
課

☎
24
|

９
９
６
４

　
多
度
津
町
福
祉
保
健
課

☎
33
|

４
４
８
８

■
無
事
故
優
良
運
転
者
表
彰
の

申
請
に
つ
い
て

　
本
年
８
月
31
日
現
在
、
運
転
歴

10
年
・
20
年
・
30
年
無
事
故
で
行

政
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

は
、
交
通
安
全
協
会
事
務
局
（
多

度
津
交
番
内
）
へ
表
彰
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
用
紙
は
事
務
局
に
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
協
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
締
切
＝
平
成
27
年
６
月
30
日

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
４
月
号

12
日
（日）
木
工
特
別
講
座
『
す
き
ま

　
　
　
家
具
を
作
ろ
う
！
』

／
午
前
５
名

18
日
（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

／
午
前
５
名

19
日
（日）
木
工
講
座
『
花
の
オ
ブ
ジ

　
　
　
ェ
』      

　
／
午
前
10
名

　
※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要

　
※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
ガ
ラ
ス
の
足
型
づ
く
り

　
足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）。

　
桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
４
月
の
実
施
は
、
19
日
・
26
日

※
予
約
が
必
要

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
エ
コ
丸
工
房
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
特
技
や

興
味
の
あ
る
分
野
で
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

☎
56
|

１
１
４
４

※
運
転
歴
10
年
以
上
で
無
事
故
の

　
優
良
運
転
者
は
、
多
度
津
交
通

　
安
全
協
会
の
会
則
に
よ
り
協
会

　
長
が
表
彰
し
ま
す
。

※
20
年
・
30
年
以
上
の
方
は
県
警

　
本
部
長
・
県
協
会
長
連
名
に
よ

　
る
表
彰
で
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
交
通
安
全
協
会

（
多
度
津
交
番
内
）

☎
32
|

０
０
５
６

☎
33
|

０
１
１
０

■『
遺
言
・
相
続
に
関
す
る

　無
料
法
律
相
談
』の
開
催

▽
日
時
＝
４
月
16
日
（木）

　
　
　
　
10
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
香
川
県
弁
護
士
会
館

（
高
松
市
丸
の
内
２
|

22
）

▽
相
談
方
法
＝
面
談
に
よ
る
相
談

（
１
件
30
分
以
内
）

※
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。
相

　
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
月

　
10
日
（金）
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ

　
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

☎
０
８
７
|

８
２
２
|

３
６
９
３

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿
環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号
☎
33
・
４
４
２
５

☎
33
・
４
４
２
５

４
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

４
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

【
資
　
　源
】

【
可
　
　燃
】

【
粗
大・不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日

高
見 

　
３ 

（金）
・
17 

（金）
・
５
／
１

佐
柳 

　
３ 

（金）
・
10 

（金）
・
17 

（金）
・

　 

　
　
24 

（金）
・ 

５
／
１

金・火

道
福
寺
、桜
川
東
団
地
、花

園
、あ
け
ぼ
の
、南
鴨
、豊
原

学
園
前
団
地
、豊
原
第
２
団

地
、葛
原（
大
木・北
条・八

幡
・
永
井
・
下
所
）、ひ
ま
わ

り
団
地
、め
ぐ
み
団
地
、葛

原
団
地
、小
塚
団
地

学
園
台
、堀
江
、堀
江
条
六
、

堀
江
新
開
、道
隆
寺
東
、北

鴨
、幸
町
、若
葉
町
、袖

１
区
〜
８
区
、桜
川
団
地
、

寿
町
、県
営
多
度
津
団
地
、

四
箇
地
区

木・月

９
区
〜
12
区
、日
の
出
町
、

学
園
台
、豊
原
地
区
、白
方

地
区

西
白
方
、奥
白
方
、見
立
、

東
白
方
本
村

青
木
北
山
、山
階（
北
山・兵

田・阿
庄・岡・山
階
社
宅・恵

比
寿・大
倉
団
地・グ
リ
ー
ン

団
地
・
本
村
・西
村
・西
村
団

地
・天
霧
・天
霧
第
２・天
霧

南・ダ
イ
ヤ
タ
ウ
ン・才
の
木
ハ

イ
ツ・向
井・上・小
原
）

５
区
〜
８
区
、県
営
多
度
津

団
地
、東
白
方（
原
戸・城
ケ

下
）、西
港
町

１
区
〜
４
区
、寿
町
、

桜
川
団
地

白
方
地
区
、８
区
〜
９
区

９
区
〜
12
区
、日
の
出
町

10 

（金）
16 

（木）
５
／
１

20 

（月）
27 

（月）
16 

（木）
23 

（木）
13 

（月）
20 

（月）
庄（
修
理
免・笠
屋・笠
屋
青

空
団
地
・八
尺
・
中
条
・土
井

畑
・
羽
称
坪
・四
天
ハ
イ
ツ
）、

三
井（
真
天・御
門・鴨
取・三

井
東
・三
井
西
・三
井
団
地
・

間
の
江
）、青
木（
本
村
・
金

道・青
木
団
地
）

９ 

（木）
13 

（月）
30 

（木）
７ 

（火）
９ 

（木）
27 

（月）
２ 

（木）
６ 

（月）
23 

（木）
15 

（水）
四
箇
地
区

８ 

（水）
道
福
寺
、桜
川
東
、袖
、

南
鴨
、葛
原

１ 

（水）
10
区
〜
12
区
、日
の
出
町
、

北
鴨
、学
園
台
、堀
江
、若
葉
町

29 

（水）
１
区
〜
７
区
、桜
川
団
地
、

寿
町
、県
営
多
度
津
団
地

22 

（水）
２ 

（木）
６ 

（月）
21 

（火）
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介護保険料が変わります！
　介護保険の財源は、公費と保険料で50％ずつまかなっています。
　保険料のうち、40歳から64歳の人（第２号被保険者）の保険料は28％、65歳以上の人（第１号被保険者）
の保険料は22％を負担し、社会全体で制度を支えるしくみになっています。
　近年の多度津町の介護サービスに必要な費用は、毎年１億円ずつの増加傾向にあります。

介護保険事業計画の見直しに基づき

【問合せ】
多度津町福祉保健課
☎33-4488

所得段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

本人が町民税課税で、本人の合計所得金額が120万円未満の方

本人が町民税課税で、本人の合計所得金額が190万円未満の方

本人が町民税課税で、本人の合計所得金額が290万円未満の方

本人が町民税課税で、本人の合計所得金額が290万円以上の方

本人が町民税非課税で、同じ世帯に町民税課税者がいる方のうち、
第４段階に非該当

×1.2

×1.3

×1.5

×1.7

77,760円

84,240円

97,200円

110,160円

第３段階 世帯全員が町民税非課税で、第１・２段階に非該当 ×0.75 48,600円

第１段階

第５段階

・老齢福祉年金受給者で世帯全員が町民税非課税
・生活保護の受給者
・世帯全員が町民税非課税で、
　　　　　　　　　課税年金収入額＋合計所得金額 ≦ 80万円

×0.5
（×0.４5）
※軽減される予定です。

32,400円
（29,160円）

基準額 64,800円

本人が町民税非課税で、同じ世帯に町民税課税者がいる方のうち、
　　　　　　　　　課税年金収入額＋合計所得金額 ≦ 80万円

第４段階 ×0.9 58,320円

世帯全員が町民税非課税で、
　　　　　　　　　課税年金収入額＋合計所得金額 ≦ 120万円

第２段階 ×0.75 48,600円

保険料（年額）対象となる人 保険料の調整率

●第１号被保険者の介護保険料（平成27年度～平成29年度）

●基準額は、所得段階の「第５段階」の額にあたります。
その基準をもとに、所得によって１～９段階の保険料に分かれます。

平成27年４月以降の介護保険関係法改正点
◇第１号被保険者（21％→22％）と第２号被保険者（29％→28％）の負担割合を変更しました。
◇所得段階が６段階から９段階になりました。
◇介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の新規入所基準が原則、要介護３以上になりました。
◇本人の合計所得金額が160万円以上の方のサービスを利用した時の利用者負担が１割から２割になります。
◇低所得の施設利用者の食費と居住費の補助の判定に、配偶者の所得、預貯金及び非課税年金も対象となります。
◇要支援１・２の人の利用できるサービスが一部変更となり、介護予防・日常生活支援総合事業へ移行します。

※詳しくは、３月下旬に全戸配布予定の第７期多度津町高齢者保健福祉計画・
　第６期多度津町介護保険事業計画【概要版】をご覧ください。

多度津町の基準額　６４，８００円 （月額５，４００円）

■
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

　『ガ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー
』

●
殺
虫
・
殺
菌
剤
の
散
布
方
法
実
演

　
殺
虫
剤
・
殺
菌
剤
の
正
し
い
調

合
方
法
や
散
布
方
法
に
つ
い
て
、

樹
木
医
か
ら
学
べ
る
講
習
会
で
す
。

▽
日
時
＝
４
月
26
日
（日）

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
45
分

▽
場
所
＝
坂
出
市
番
の
州
公
園

管
理
事
務
所

▽
参
加
費
＝
５
０
０
円

▽
定
員
＝
先
着
20
名

▽
講
師
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
み
は

西
山
　
聡
　
樹
木
医

●
草
花
の
寄
植
え
実
習

　
春
植
え
の
草
花
を
用
い
て
、
彩

り
よ
く
寄
植
え
づ
く
り
を
行
う
講

習
会
で
す
。

▽
日
時
＝
４
月
26
日
（日）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
45
分

▽
参
加
費
＝
３
，
０
０
０
円

▽
定
員
＝
先
着
10
名

▽
講
師
＝
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

牟
礼
　
信
子
　
氏

▽
場
所
＝
坂
出
市
番
の
州
公
園

管
理
事
務
所

《
募
　集
》

■
警
察
官
採
用
試
験（
大
卒
程
度
）

▽
受
験
資
格
＝
平
成
28
年
４
月
１

　
　
日
現
在
で
満
22
歳
以
上
30
歳

　
　
以
下
の
者
（
昭
和
60
年
４
月

　
　
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１

　
　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）

　※

満
21
歳
以
下
で
も
満
18
歳
以

　
　
上
で
大
学（
短
期
大
学
除
く
）

　
　
等
を
卒
業
し
た
者
、
平
成
28

　
　
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見

　
　
込
み
の
者
は
受
験
で
き
ま
す
。

▽
申
込
締
切
＝
４
月
14
日
（火）

▽
試
験
日
＝
５
月
９
日
・
10
日

　
試
験
に
関
す
る
情
報
は
、
香
川

県
人
事
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

(http
://www

.pref.kagawa.
lg.jp/jin

jii/saiyou/

）

【
問
合
せ
】

　
香
川
県
丸
亀
警
察
署

☎
22
|

０
１
１
０

■
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

『
入
門
編
』受
講
者
募
集

▽
受
講
資
格
＝
義
務
教
育
を
修
了

　
　
し
て
い
る
方
で
、
講
座
お
よ

　
　
び
手
話
サ
ー
ク
ル
体
験
・
聴

　
　
覚
障
害
者
協
会
行
事
に
参
加

　
　
で
き
る
方

▽
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
入
門
編
）
＝

　
　
①
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
出
席
率
70

　
　
％
以
上
②
手
話
サ
ー
ク
ル
体

　
　
験
参
加
５
回
以
上
③
聴
障
協

　
　
会
関
連
行
事
参
加
３
回
以
上
。

　
　
全
て
を
ク
リ
ア
さ
れ
る
と

　
　
「
入
門
編
」
終
了
で
す
。

▽
日
程
＝
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

　
　（
平
成
27
年
５
月
30
日
〜
平
成

　
　
28
年
２
月
27
日
／
全
22
回
）

▽
場
所
＝
丸
亀
市
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
＝
無
料

（
教
材
費
が
別
途
必
要
）

※

往
復
ハ
ガ
キ
に
て
４
月
30
日
ま

　
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
〒
７
６
１‐８
０
７
４

　
高
松
市
太
田
上
町
４
０
５‐１

　
香
川
県
聴
覚
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７
|

８
６
８
|

９
２
０
０

FAX 

０
８
７
|

８
６
８
|

９
２
０
１

■
県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽
募
集
月
＝
６
・
９
・
12
・
３
月

▽
募
集
団
地
＝

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
入
居
資
格
＝

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　
①
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

　
②
同
居
親
族
、
ま
た
は
同
居
し

　
　
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
方

　
③
収
入
が
所
定
の
基
準
に
該
当

　
　
し
て
い
る
方

　
④
県
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

　
⑤
暴
力
団
員
で
な
い
方

※

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
香
川
県
建
築
設
計
協
同
組
合

☎
０
８
７
|

８
３
２
|

３
５
８
７

　
参
加
希
望
の
方
は
、
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
①

住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤
電

話
番
号
⑥
セ
ミ
ナ
ー
名
⑦
質
問
事

項
を
明
記
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
電
話
申
込
み
不
可
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

　
〒
７
６
２‐０
０
６
３

　
　
坂
出
市
番
の
州
公
園
５
番
地

☎
45
|

６
８
２
０

FAX 

43
|

５
２
１
３

　
メール (kansyouryoku
ti@

   

rhy
thm

.ocn
.ne
.jp
)



お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集

1819

介護保険料が変わります！
　介護保険の財源は、公費と保険料で50％ずつまかなっています。
　保険料のうち、40歳から64歳の人（第２号被保険者）の保険料は28％、65歳以上の人（第１号被保険者）
の保険料は22％を負担し、社会全体で制度を支えるしくみになっています。
　近年の多度津町の介護サービスに必要な費用は、毎年１億円ずつの増加傾向にあります。

介護保険事業計画の見直しに基づき

【問合せ】
多度津町福祉保健課
☎33-4488

所得段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

本人が町民税課税で、本人の合計所得金額が120万円未満の方

本人が町民税課税で、本人の合計所得金額が190万円未満の方

本人が町民税課税で、本人の合計所得金額が290万円未満の方

本人が町民税課税で、本人の合計所得金額が290万円以上の方

本人が町民税非課税で、同じ世帯に町民税課税者がいる方のうち、
第４段階に非該当

×1.2

×1.3

×1.5

×1.7

77,760円

84,240円

97,200円

110,160円

第３段階 世帯全員が町民税非課税で、第１・２段階に非該当 ×0.75 48,600円

第１段階

第５段階

・老齢福祉年金受給者で世帯全員が町民税非課税
・生活保護の受給者
・世帯全員が町民税非課税で、
　　　　　　　　　課税年金収入額＋合計所得金額 ≦ 80万円

×0.5
（×0.４5）
※軽減される予定です。

32,400円
（29,160円）

基準額 64,800円

本人が町民税非課税で、同じ世帯に町民税課税者がいる方のうち、
　　　　　　　　　課税年金収入額＋合計所得金額 ≦ 80万円

第４段階 ×0.9 58,320円

世帯全員が町民税非課税で、
　　　　　　　　　課税年金収入額＋合計所得金額 ≦ 120万円

第２段階 ×0.75 48,600円

保険料（年額）対象となる人 保険料の調整率

●第１号被保険者の介護保険料（平成27年度～平成29年度）

●基準額は、所得段階の「第５段階」の額にあたります。
その基準をもとに、所得によって１～９段階の保険料に分かれます。

平成27年４月以降の介護保険関係法改正点
◇第１号被保険者（21％→22％）と第２号被保険者（29％→28％）の負担割合を変更しました。
◇所得段階が６段階から９段階になりました。
◇介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の新規入所基準が原則、要介護３以上になりました。
◇本人の合計所得金額が160万円以上の方のサービスを利用した時の利用者負担が１割から２割になります。
◇低所得の施設利用者の食費と居住費の補助の判定に、配偶者の所得、預貯金及び非課税年金も対象となります。
◇要支援１・２の人の利用できるサービスが一部変更となり、介護予防・日常生活支援総合事業へ移行します。

※詳しくは、３月下旬に全戸配布予定の第７期多度津町高齢者保健福祉計画・
　第６期多度津町介護保険事業計画【概要版】をご覧ください。

多度津町の基準額　６４，８００円 （月額５，４００円）

■
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

　『ガ
ー
デ
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セ
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ー
』

●
殺
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殺
菌
剤
の
散
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方
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剤
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正
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調

合
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法
に
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、
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。
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時
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４
月
26
日
（日）
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０
０
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Ｏ
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。
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４
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〜
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分

▽
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加
費
＝
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円

▽
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＝
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▽
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＝
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イ
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ー
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所
＝
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市
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所

《
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》

■
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官
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用
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験（
大
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程
度
）

▽
受
験
資
格
＝
平
成
28
年
４
月
１

　
　
日
現
在
で
満
22
歳
以
上
30
歳

　
　
以
下
の
者
（
昭
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60
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４
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日
か
ら
平
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６
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４
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１

　
　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
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）

　※

満
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歳
以
下
で
も
満
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歳
以

　
　
上
で
大
学（
短
期
大
学
除
く
）

　
　
等
を
卒
業
し
た
者
、
平
成
28

　
　
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見

　
　
込
み
の
者
は
受
験
で
き
ま
す
。

▽
申
込
締
切
＝
４
月
14
日
（火）

▽
試
験
日
＝
５
月
９
日
・
10
日

　
試
験
に
関
す
る
情
報
は
、
香
川

県
人
事
委
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会
の
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ム
ペ
ー
ジ

に
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

(http
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【
問
合
せ
】

　
香
川
県
丸
亀
警
察
署

☎
22
|

０
１
１
０

■
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

『
入
門
編
』受
講
者
募
集

▽
受
講
資
格
＝
義
務
教
育
を
修
了

　
　
し
て
い
る
方
で
、
講
座
お
よ

　
　
び
手
話
サ
ー
ク
ル
体
験
・
聴

　
　
覚
障
害
者
協
会
行
事
に
参
加

　
　
で
き
る
方

▽
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
入
門
編
）
＝

　
　
①
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
出
席
率
70

　
　
％
以
上
②
手
話
サ
ー
ク
ル
体

　
　
験
参
加
５
回
以
上
③
聴
障
協

　
　
会
関
連
行
事
参
加
３
回
以
上
。

　
　
全
て
を
ク
リ
ア
さ
れ
る
と

　
　
「
入
門
編
」
終
了
で
す
。

▽
日
程
＝
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

　
　（
平
成
27
年
５
月
30
日
〜
平
成

　
　
28
年
２
月
27
日
／
全
22
回
）

▽
場
所
＝
丸
亀
市
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
＝
無
料

（
教
材
費
が
別
途
必
要
）

※

往
復
ハ
ガ
キ
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●乳幼児等医療費助成制度 ◆軽自動車税の身障減免の申請方法が
　変わります！

◆身体・精神・知的障害者の自動車税・
　自動車取得税の減免制度について

●重度心身障害者等医療費助成制度

●ひとり親家庭等医療費助成制度

●子育て支援医療費助成制度

新「丸亀警察署」

先代池

丸亀市総合
　運動公園 市民体育館

県立丸亀競技場

丸亀原田

田村東

田村町北

総合スポーツセンター

至 三豊 至 善通寺

至 丸亀駅

至 
高松

県
道
33
号
線

国道
11号

線

【新庁舎所在地】丸亀市新田町１番地７
　　　　　　　　（丸亀市総合運動公園プール跡地です）
【 電 話 番 号 】☎０８７７-２２-０１１０
　　　　　　　　（現在の丸亀警察署と同じ電話番号です）

※警察署にお越しの際は、市民体育館入口の
　信号交差点からお入りください。

◇新「丸亀警察署」誕生までのスケジュール

３／29まで
移
転

統
合

３／30・３／31

丸亀署

善通寺署

新庁舎
（新田町） 新

丸亀署

４／１から

保健事業実施計画（データヘルス計画）策定について

４月１日、新しい「丸亀警察署」始動！ ～丸亀警察署と善通寺警察署が統合～

〝うどん〟のようになが～く たっしゃに健康長寿

多度津町高齢者福祉タクシー事業多度津町福祉医療費助成制度について
多度津町には、下記の医療費助成制度があります。

軽自動車税・自動車税・自動車取得税の
減免制度について

　元気で楽しい生活を過ごすには、体調管理が大切であり、健康な期間を延ばすことが大切です。広域連合では、レセプト
等のデータ分析をすることにより計画を策定し、今後皆さまの保健事業に活かしていきます。例えば、バランスをとる運動
（片足立ちなど）を行うことで骨折や転倒しにくい体を作り、骨折や転倒に伴う認知症や筋力低下といった介護を必要とす
る病気を防止することにもつながります。日頃から意識して体を動かすよう心がけましょう。
　また、香川県は全国平均に比べ、「心疾患」や「腎不全」、「糖尿病」で高い死亡率になっています。これらは食事や運動、
喫煙、飲酒、ストレスといった生活習慣が深く関与し、発症の原因となる疾患です。香川県は野菜の摂取量が極めて少ない
県とされています。生活習慣病予防のためにも、栄養バランスのとれた食事をとるようにしましょう。

◇住民票が多度津町にあり、健康保険に加入していること
　（国保・社会保険等）
◇子どもの年齢が15歳に達する日以後の最初の３月31日
　までの間にあること
◇子どもの年齢が７歳の誕生月の翌月（１日生まれの方は
　誕生月）以降の方については、重度心身障害者等医療・
　ひとり親家庭等医療の対象者ではないこと

　軽自動車税の減免を受けるには、毎年申請が必要でした
が、平成27年度より継続申請が不要になります。
（内容に変更がない方のみ）
　４月１日現在で減免申請をされている方には、５月10
日付けで「減免決定通知書」をお送りします。これに伴い、
手帳への標識番号等の記入は廃止します。
　なお、次に該当する方は窓口にて申請が必要です。
①新規に申請される方
②減免を受ける車や手帳の内容に変更があった方
③減免をやめる方
※申請の内容により、必要なものが異なりますので、詳し
　くは町税務課までお問合わせください。

　申請の締め切りは、当該年度の納期限の７日前です。
　平成27年度申請分について、既に税務課に申し出され
ている方には、４月中旬に減免申請の案内と申請書類をお
送りしますので、期間内に提出してください。

【問合せ】多度津町税務課  ☎33-1118

　県では、障害のある方々の社会参加をより一層支援して
いくため、一定の要件を満たす障害者の日常生活（買物・
交流活動等）のために、家族等の方が週１回程度、障害者
と同乗して自動車を運転する場合も申請により自動車税・
自動車取得税を減免します。
　平成27年度自動車税の減免申請は、４月１日から５月
27日（土・日・祝日を除く）まで、県税事務所自動車税
課で受付けていますが、下記のとおり臨時の『出張受付』
を行いますのでご利用ください。
◇場所＝中讃県民センター（善通寺市生野本町）
◇受付日時＝４月９日(木)・４月16日(木)・５月14日(木)
　　　　　　／９時～１６時
※自動車の所有名義が３月末日で身体障害者本人であるこ
　と等の要件があります。詳しい要件は、事前に県税事務
　所自動車税課までお問い合わせください。

【問合せ】香川県県税事務所 自動車税課
☎０８７-８０６-０３１４

　新しい丸亀警察署は、丸亀市、善通寺市、多度津町を管轄し、県下２番目の規模に大きく生まれ変わります。
　新庁舎は、２市１町のほぼ中心である丸亀市新田町に完成しました。来庁者用駐車場を60台分確保するなど地域の方々
が利用しやすい施設となっています。また、防災拠点としての機能を持ち、新たに警察本部所属の交通機動隊・機動捜査隊
の分駐隊も併設しています。
　丸亀市大手町の庁舎は３月29日をもって閉庁します。３月30日から
は丸亀市新田町の新庁舎をご利用ください。
　署員一丸となって、これまで以上に地域に根ざし、地域に親しまれ、
地域の安全・安心を力強く守る警察署を目指します。新しい
「丸亀警察署」を、これからもよろしくお願いいたします。

　多度津町では、高齢者の交通手段の確保と経済的負担の軽減を図るため、平成２６年度より福祉タクシー利用券を交付し
ています。平成27年度分の対象となられるのは、平成27年４月１日時点で、多度津町に引き続き１年以上住所を有する80
歳以上の方です。交付する枚数は、一人につき年間10枚（年額５,０００円）です。

◇住民票が多度津町にあり、健康保険に加入していること
　（国保・社会保険等）
◇平成20年８月１日以後新たに該当者になる方について
　は、下記の①～③のいずれかに該当する方で、該当級の
　手帳の交付を受けた時の年齢が65歳未満であること
　①身体障害者手帳の１級～４級の交付を受けている方
　②療育手帳○Ａ、Ａまたは○Bと記載のある方
　③戦傷病者手帳に項症および款症と記載のある方

◇住民票が多度津町にあり、健康保険に加入していること
　（国保・社会保険等）
◇所得制限未満の方であること
◇原則、子どもの年齢が18歳に達する日以後の最初の３
　月31日までの間にあること
◇①～④のいずれかに該当すること
　①母子家庭の母およびその母に扶養されている子ども
　②父子家庭の父およびその父に扶養されている子ども
　③父母のない子ども
　④①～③に準じると町長が認める方

　平成25年４月から平成26年３月末まで、従来の乳幼児
医療費助成制度に加え、中学校を卒業するまでの間、入院
にかかった医療費を助成する制度を行っていました。
　対象となっていた方で申請がまだの方は、手続をお願い
します。

 （香川県後期高齢者医療広域連合）

【問合せ】多度津町住民課 保険年金係  ☎33-4480

福祉タクシー利用券の交付
３月下旬 対象者へ申請書類を発送しています。

福祉タクシー利用券の利用方法
①福祉タクシー利用券は、１枚につき５００円のタクシー乗車料金割引が受けられます。
②タクシーの使用目的に制限はありません。（買物、通院・・・なんでもOK）
③福祉タクシー利用券は、対象者本人しか使用できません。本人と一緒に家族等が乗る場合は使用できます。
④１回の乗車につき１枚まで使用できます。
⑤２人以上の対象者が同乗するときは、対象者の人数分の福祉タクシー利用券を使用できます（おつりは出ません）。

⑥使用できるタクシー会社は指定されています（利用券の表紙裏に記載しています）。

（例）85歳と80歳の夫婦二人で乗車したとき
１,５００円の乗車料金　→　夫の券１ ＋ 妻の券１枚 ＋ 現金５００円
９００円の乗車料金　　 →　夫または妻の券１枚 ＋ 現金４００円

※送付先は住所地です。介護保険送付先変更届を提出されている方は、変更送付先へお送りしています。
４月１日（水）　

☆利用券の有効期限は、平成28年３月31日です。利用を希望される方は、できるだけ早めの申請をお願いします。

◇ご質問等がございましたら、福祉保健課介護保険係（☎３３－４４８８）までお尋ねください。

福祉保健課または高見・佐柳出張所にて申請受付開始
※利用券の郵送は行いませんので、本人またはご家族等の代理の方が直接、申請にお越しください。
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●乳幼児等医療費助成制度 ◆軽自動車税の身障減免の申請方法が
　変わります！

◆身体・精神・知的障害者の自動車税・
　自動車取得税の減免制度について

●重度心身障害者等医療費助成制度

●ひとり親家庭等医療費助成制度

●子育て支援医療費助成制度

新「丸亀警察署」

先代池

丸亀市総合
　運動公園 市民体育館

県立丸亀競技場

丸亀原田

田村東

田村町北

総合スポーツセンター

至 三豊 至 善通寺

至 丸亀駅

至 
高松

県
道
33
号
線

国道
11号

線

【新庁舎所在地】丸亀市新田町１番地７
　　　　　　　　（丸亀市総合運動公園プール跡地です）
【 電 話 番 号 】☎０８７７-２２-０１１０
　　　　　　　　（現在の丸亀警察署と同じ電話番号です）

※警察署にお越しの際は、市民体育館入口の
　信号交差点からお入りください。

◇新「丸亀警察署」誕生までのスケジュール

３／29まで
移
転

統
合

３／30・３／31

丸亀署

善通寺署

新庁舎
（新田町） 新

丸亀署

４／１から

保健事業実施計画（データヘルス計画）策定について

４月１日、新しい「丸亀警察署」始動！ ～丸亀警察署と善通寺警察署が統合～

〝うどん〟のようになが～く たっしゃに健康長寿

多度津町高齢者福祉タクシー事業多度津町福祉医療費助成制度について
多度津町には、下記の医療費助成制度があります。

軽自動車税・自動車税・自動車取得税の
減免制度について

　元気で楽しい生活を過ごすには、体調管理が大切であり、健康な期間を延ばすことが大切です。広域連合では、レセプト
等のデータ分析をすることにより計画を策定し、今後皆さまの保健事業に活かしていきます。例えば、バランスをとる運動
（片足立ちなど）を行うことで骨折や転倒しにくい体を作り、骨折や転倒に伴う認知症や筋力低下といった介護を必要とす
る病気を防止することにもつながります。日頃から意識して体を動かすよう心がけましょう。
　また、香川県は全国平均に比べ、「心疾患」や「腎不全」、「糖尿病」で高い死亡率になっています。これらは食事や運動、
喫煙、飲酒、ストレスといった生活習慣が深く関与し、発症の原因となる疾患です。香川県は野菜の摂取量が極めて少ない
県とされています。生活習慣病予防のためにも、栄養バランスのとれた食事をとるようにしましょう。

◇住民票が多度津町にあり、健康保険に加入していること
　（国保・社会保険等）
◇子どもの年齢が15歳に達する日以後の最初の３月31日
　までの間にあること
◇子どもの年齢が７歳の誕生月の翌月（１日生まれの方は
　誕生月）以降の方については、重度心身障害者等医療・
　ひとり親家庭等医療の対象者ではないこと

　軽自動車税の減免を受けるには、毎年申請が必要でした
が、平成27年度より継続申請が不要になります。
（内容に変更がない方のみ）
　４月１日現在で減免申請をされている方には、５月10
日付けで「減免決定通知書」をお送りします。これに伴い、
手帳への標識番号等の記入は廃止します。
　なお、次に該当する方は窓口にて申請が必要です。
①新規に申請される方
②減免を受ける車や手帳の内容に変更があった方
③減免をやめる方
※申請の内容により、必要なものが異なりますので、詳し
　くは町税務課までお問合わせください。

　申請の締め切りは、当該年度の納期限の７日前です。
　平成27年度申請分について、既に税務課に申し出され
ている方には、４月中旬に減免申請の案内と申請書類をお
送りしますので、期間内に提出してください。

【問合せ】多度津町税務課  ☎33-1118

　県では、障害のある方々の社会参加をより一層支援して
いくため、一定の要件を満たす障害者の日常生活（買物・
交流活動等）のために、家族等の方が週１回程度、障害者
と同乗して自動車を運転する場合も申請により自動車税・
自動車取得税を減免します。
　平成27年度自動車税の減免申請は、４月１日から５月
27日（土・日・祝日を除く）まで、県税事務所自動車税
課で受付けていますが、下記のとおり臨時の『出張受付』
を行いますのでご利用ください。
◇場所＝中讃県民センター（善通寺市生野本町）
◇受付日時＝４月９日(木)・４月16日(木)・５月14日(木)
　　　　　　／９時～１６時
※自動車の所有名義が３月末日で身体障害者本人であるこ
　と等の要件があります。詳しい要件は、事前に県税事務
　所自動車税課までお問い合わせください。

【問合せ】香川県県税事務所 自動車税課
☎０８７-８０６-０３１４

　新しい丸亀警察署は、丸亀市、善通寺市、多度津町を管轄し、県下２番目の規模に大きく生まれ変わります。
　新庁舎は、２市１町のほぼ中心である丸亀市新田町に完成しました。来庁者用駐車場を60台分確保するなど地域の方々
が利用しやすい施設となっています。また、防災拠点としての機能を持ち、新たに警察本部所属の交通機動隊・機動捜査隊
の分駐隊も併設しています。
　丸亀市大手町の庁舎は３月29日をもって閉庁します。３月30日から
は丸亀市新田町の新庁舎をご利用ください。
　署員一丸となって、これまで以上に地域に根ざし、地域に親しまれ、
地域の安全・安心を力強く守る警察署を目指します。新しい
「丸亀警察署」を、これからもよろしくお願いいたします。

　多度津町では、高齢者の交通手段の確保と経済的負担の軽減を図るため、平成２６年度より福祉タクシー利用券を交付し
ています。平成27年度分の対象となられるのは、平成27年４月１日時点で、多度津町に引き続き１年以上住所を有する80
歳以上の方です。交付する枚数は、一人につき年間10枚（年額５,０００円）です。

◇住民票が多度津町にあり、健康保険に加入していること
　（国保・社会保険等）
◇平成20年８月１日以後新たに該当者になる方について
　は、下記の①～③のいずれかに該当する方で、該当級の
　手帳の交付を受けた時の年齢が65歳未満であること
　①身体障害者手帳の１級～４級の交付を受けている方
　②療育手帳○Ａ、Ａまたは○Bと記載のある方
　③戦傷病者手帳に項症および款症と記載のある方

◇住民票が多度津町にあり、健康保険に加入していること
　（国保・社会保険等）
◇所得制限未満の方であること
◇原則、子どもの年齢が18歳に達する日以後の最初の３
　月31日までの間にあること
◇①～④のいずれかに該当すること
　①母子家庭の母およびその母に扶養されている子ども
　②父子家庭の父およびその父に扶養されている子ども
　③父母のない子ども
　④①～③に準じると町長が認める方

　平成25年４月から平成26年３月末まで、従来の乳幼児
医療費助成制度に加え、中学校を卒業するまでの間、入院
にかかった医療費を助成する制度を行っていました。
　対象となっていた方で申請がまだの方は、手続をお願い
します。

 （香川県後期高齢者医療広域連合）

【問合せ】多度津町住民課 保険年金係  ☎33-4480

福祉タクシー利用券の交付
３月下旬 対象者へ申請書類を発送しています。

福祉タクシー利用券の利用方法
①福祉タクシー利用券は、１枚につき５００円のタクシー乗車料金割引が受けられます。
②タクシーの使用目的に制限はありません。（買物、通院・・・なんでもOK）
③福祉タクシー利用券は、対象者本人しか使用できません。本人と一緒に家族等が乗る場合は使用できます。
④１回の乗車につき１枚まで使用できます。
⑤２人以上の対象者が同乗するときは、対象者の人数分の福祉タクシー利用券を使用できます（おつりは出ません）。

⑥使用できるタクシー会社は指定されています（利用券の表紙裏に記載しています）。

（例）85歳と80歳の夫婦二人で乗車したとき
１,５００円の乗車料金　→　夫の券１ ＋ 妻の券１枚 ＋ 現金５００円
９００円の乗車料金　　 →　夫または妻の券１枚 ＋ 現金４００円

※送付先は住所地です。介護保険送付先変更届を提出されている方は、変更送付先へお送りしています。
４月１日（水）　

☆利用券の有効期限は、平成28年３月31日です。利用を希望される方は、できるだけ早めの申請をお願いします。

◇ご質問等がございましたら、福祉保健課介護保険係（☎３３－４４８８）までお尋ねください。

福祉保健課または高見・佐柳出張所にて申請受付開始
※利用券の郵送は行いませんので、本人またはご家族等の代理の方が直接、申請にお越しください。
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■

■

健康マメ知識健康マメ知識健康マメ知識◇◇ ◇◇

胃がん検診
集団検診 施設検診

子宮頸がん検診
集団検診 施設検診

乳がん検診
施設検診

４月～８月実施時期 ５月・６月・９月 ４月～８月 ５月～９月 ５月～９月

各地区公民館・
保健センター実施場所

対 象 者

７４歳まで

７５歳以上

６００円

２００円

１，３００円

４００円

５００円

１００円

８００円

２００円

７００円

２００円
自　己
負担金

町内指定
医療機関 保健センター 麻田総合病院

３０歳以上の町民 ４０歳以上の町民 ２０歳以上の女性町民

多度津三宅病院・
麻田総合病院

４０歳以上の女性町民で、
平成２６年度の検診未受診者

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談

■ 休館日

■ 休日当番医

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者
生活相談
こころの
相談日

４月16日（木）
　10:30-12:00 
電話予約をお願いします。

４月21日（火）
　10:00-15:00
４月21日（火）
　10:00-15:00 

４月23日（木）
　13:30-16:30 
４月16日（木）
午後1時30分～午後4時 

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

交通事故相談
４月22日（水）
　10:00-15:00
前日までに予約が必要です。

町役場３階第５会議室 ※
☎33-1110／総務課

町役場２階第１会議室 ※
☎33-1110／総務課
町役場２階第１会議室 ※
☎33-1110／総務課

身障者相談 ４月17日（金）
　13:30-15:00 

福祉センター
☎32-3063／田中公敏
福祉センター
☎33-4488／福祉保健課
福祉保健課（相談室）
☎33-4488

日　　時 場所・連絡先

※診療時間は午前９時から午後５時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

柔道整復 ４月12日　藤木接骨 院（大通り）  ☎ 32-2663

老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

※『林求馬邸』の開館日は、４月５日（日）、５月３日（日）です。

４日、５日、11日、12日、18日、19日、
25日、26日、29日、５月２日～６日
６日、13日、20日、27日、29日、30日、
５月３日～６日
７日、14日、21日、28日、
５月７日
７日、14日、21日、28日、
５月７日
６日、13日、20日、27日、
５月７日
６日、13日、20日、27日、30日、
５月７日

氏 家 内 科 医 院

し お か ぜ 病 院

河 内 病 院

くるみクリニック

くるみクリニック

善 紀 ク リ ニ ッ ク

中 野 小 児 科

桃 陵 ク リ ニ ッ ク

加 藤 整 形 外 科

（京　町）

（堀江４）

（ 青 木 ）

（北鴨２）

（北鴨２）

（ 西 浜 ）

（道福寺）

（本通２）

（堀江１）

４月05日

４月12日

４月19日

４月26日

４月29日

５月03日

５月04日

５月05日

５月06日

☎ 32-2635

☎ 33-2545

☎ 33-3113

☎ 58-5050

☎ 58-5050

☎ 32-7171

☎ 32-4532

☎ 58-5588

☎ 32-8006

日曜日

１日（水）のびのび広場 9:30-12:00 別館

２日（木）離乳食講習会 9:30-11:30 健セ

９日（木）３歳児健診 13:30-14:30 健セ

８日（水）乳幼児健康相談
のびのび広場

9:00-10:00
9:30-12:00

別館
別館

10日（金）
豊原母子愛育班総会
生活習慣病予防相談

9:00-10:30
13:30-15:00

豊婦
豊婦

14日（火）１歳６か月児健診 13:30-14:30 健セ

21日（火）１歳６か月児健診 13:30-14:30 健セ

16日（木）
ことばの相談（要予約）
四箇母子愛育班総会

9:00-12:00
9:30-11:00

健セ
四公

22日（水）
こども相談（要予約）
乳幼児健康相談
のびのび広場

9:00-16:00
9:00-10:00
9:30-12:00

健セ
別館
別館

17日（金）
白方母子愛育班総会
多度津母子愛育班総会
生活習慣病予防相談

9:30-11:00
10:00-11:30
13:30-15:00

白公
本通分館
福セ

24日（金）
町母子愛育班連絡協議会総会
生活習慣病予防相談
子宮頸がん検診

10:00-11:30
13:30-15:00
13:30-15:00

別館
四公
健セ

27日（月）子宮頸がん検診 13:30-15:00 健セ

28日（火）胃がん検診 8:40-10:30 白公

30日（木）胃がん検診 8:40-10:30 健セ

15日（水）親子ふれあい広場
　「保育士さんと親子遊び」

10:00-11:30 別館

３日（金）生活習慣病予防相談 13:30-15:00 白公

６日（月）
すくすく相談
すくすく相談（要予約）

10:00-12:00
13:00-16:00

別館
別館

５日（日）
献血　　10:00-12:00／13:00-15:00
　　　　多度津山サッカー場（さくらまつり会場）

13日（月）食生活改善推進協議会役員会 9:30-11:30 健セ

行　　　事 時　間 場所

別館＝別館ピーチ／健セ＝保健センター／白公＝白方地区公民館／豊
婦＝豊原農村婦人の家／福セ＝福祉センター／四公＝四箇地区公民館
／本通分館＝中央公民館本通分館

離乳食講習会（平成26年11～12月生まれ）、乳幼児健康相談（平成
26年６月生まれの乳児と幼児）、３歳児健診（平成23年９月生まれ）、
１歳６か月児健診（平成25年８～９月生まれ）

 ロコモ予防で健康寿命をのばそう！ ④予防方法～食事編～
毎日３度の食事の中で、以下の栄養素を含む食品をバランスよくとりましょう。
◆カルシウムを多く含む食品（骨を作る材料）
　牛乳、乳製品、小魚、緑黄色野菜や海藻類、大豆製品

◆タンパク質を多く含む食品（筋肉量を増やす）
　肉、魚、卵、乳製品、大豆製品
◆ビタミンＫを多く含む食品（骨の形成を高める）
　納豆、青菜

カルシウムの吸収を高

めるビタミンＤは日光

を浴びることで体内で

も作られます。天気の

よい日は散歩や外で運

動などをしましょう。

　多度津町では、それぞれの予防接種の標準的な接
種時期にあわせて予診票を送付しています。

●麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン
　ＭＲ１期：接種日において１歳～２歳の誕生日の
　　　　　　前日までの方
　ＭＲ２期：平成２１年４月２日～
　　　　　　平成２２年４月１日生まれ

●ジフテリア・破傷風混合（ＤＴ）ワクチン
　平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生まれ

●日本脳炎ワクチン
　１期：３歳～７歳６か月未満
　２期：平成９年４月２日～平成１０年４月１日生まれ
　☆平成７年４月２日～平成１９年４月１日生まれ

　　の方は、日本脳炎の予防接種が不十

　　分になっている場合があります。合

　　計４回（９歳未満の方は合計３回）

　　の接種が済んでいるか、母子健康手

　　帳を確認しましょう。

②接種当日満６０歳～６４歳の方で、心臓、腎臓、呼
　吸器等の障がいで、身障手帳１・２級を有する方は、
　保健センターまでお問い合わせください。
※今回案内が届いても、過去に肺炎球菌予防接種を受
　けたことのある方は、定期予防接種の対象となりま
　せん。
【実施期間】平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日
【自己負担金】２,０００円

★生活保護法による被保護世帯の方や町民税非課税
　世帯の方は、事前に手続きを行えば、自己負担金
　が免除になります。

忘れず受けよう！予防接種

　先の検診受診調査書で申し込まれた方には、個別案内をお送りします。
　節目年齢に該当する方は、自己負担金が無料になります。
　　胃がん・乳がん検診・・・平成２７年度中に４１・４６・５１・５６・６１歳になる方
　　子宮頸がん検診・・・・・平成２７年度中に２１・２６・３１・３６・４１歳になる方

守ろう、健康！  ～ 自分自身のために、あなたを必要とする人のために、「がん検診」を受けましょう ～

【日時】４月26日（日）  ９時～１２時
【場所】満濃池森林公園  （森林の館 集合）
【問合せ】香川県満濃池森林公園　管理事務所
  　　      （☎78-３３６４）

　満濃池森林公園で新たな春を迎えた生き物たちと楽しい
ネイチャーゲームを通じて、自然を満喫しましょう！
　初めての方も大歓迎です。
どうぞお気軽に参加してください。

　【日時】４月５日（日）／１０時～１２時、１３時～１５時
　【場所】多度津山サッカー場（さくらまつり会場）
　※本人確認のため、運転免許証など身分証明ができるも
　　のを、持参してください。

◇ 献血のご協力をお願いします ◇

６５歳

７０歳

７５歳

８０歳

８５歳

９０歳

９５歳

１００歳

昭和２５年４月２日～昭和２６年４月１日生まれ

昭和２０年４月２日～昭和２１年４月１日生まれ

昭和１５年４月２日～昭和１６年４月１日生まれ

昭和１０年４月２日～昭和１１年４月１日生まれ

昭和　５年４月２日～昭和　６年４月１日生まれ

大正１４年４月２日～大正１５年４月１日生まれ

大正　９年４月２日～大正１０年４月１日生まれ

大正　４年４月２日～大正　５年４月１日生まれ

①平成２７年度に下記の年齢となる町民
●高齢者肺炎球菌ワクチン

満濃池森林公園

春のネイチャーゲーム春のネイチャーゲーム

※福祉センターの空調設備工事のため、７月まで場所を変更します。
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■

■

健康マメ知識健康マメ知識健康マメ知識◇◇ ◇◇

胃がん検診
集団検診 施設検診

子宮頸がん検診
集団検診 施設検診

乳がん検診
施設検診

４月～８月実施時期 ５月・６月・９月 ４月～８月 ５月～９月 ５月～９月

各地区公民館・
保健センター実施場所

対 象 者

７４歳まで

７５歳以上

６００円

２００円

１，３００円

４００円

５００円

１００円

８００円

２００円

７００円

２００円
自　己
負担金

町内指定
医療機関 保健センター 麻田総合病院

３０歳以上の町民 ４０歳以上の町民 ２０歳以上の女性町民

多度津三宅病院・
麻田総合病院

４０歳以上の女性町民で、
平成２６年度の検診未受診者

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談

■ 休館日

■ 休日当番医

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者
生活相談
こころの
相談日

４月16日（木）
　10:30-12:00 
電話予約をお願いします。

４月21日（火）
　10:00-15:00
４月21日（火）
　10:00-15:00 

４月23日（木）
　13:30-16:30 
４月16日（木）
午後1時30分～午後4時 

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

交通事故相談
４月22日（水）
　10:00-15:00
前日までに予約が必要です。

町役場３階第５会議室 ※
☎33-1110／総務課

町役場２階第１会議室 ※
☎33-1110／総務課
町役場２階第１会議室 ※
☎33-1110／総務課

身障者相談 ４月17日（金）
　13:30-15:00 

福祉センター
☎32-3063／田中公敏
福祉センター
☎33-4488／福祉保健課
福祉保健課（相談室）
☎33-4488

日　　時 場所・連絡先

※診療時間は午前９時から午後５時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

柔道整復 ４月12日　藤木接骨院（大通り）  ☎ 32-2663

老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

※『林求馬邸』の開館日は、４月５日（日）、５月３日（日）です。

４日、５日、11日、12日、18日、19日、
25日、26日、29日、５月２日～６日
６日、13日、20日、27日、29日、30日、
５月３日～６日
７日、14日、21日、28日、
５月７日
７日、14日、21日、28日、
５月７日
６日、13日、20日、27日、
５月７日
６日、13日、20日、27日、30日、
５月７日

氏 家 内 科 医 院

し お か ぜ 病 院

河 内 病 院

くるみクリニック

くるみクリニック

善 紀 ク リ ニ ッ ク

中 野 小 児 科

桃 陵 ク リ ニ ッ ク

加 藤 整 形 外 科

（京　町）

（堀江４）

（ 青 木 ）

（北鴨２）

（北鴨２）

（ 西 浜 ）

（道福寺）

（本通２）

（堀江１）

４月05日

４月12日

４月19日

４月26日

４月29日

５月03日

５月04日

５月05日

５月06日

☎ 32-2635

☎ 33-2545

☎ 33-3113

☎ 58-5050

☎ 58-5050

☎ 32-7171

☎ 32-4532

☎ 58-5588

☎ 32-8006

日曜日

１日（水）のびのび広場 9:30-12:00 別館

２日（木）離乳食講習会 9:30-11:30 健セ

９日（木）３歳児健診 13:30-14:30 健セ

８日（水）乳幼児健康相談
のびのび広場

9:00-10:00
9:30-12:00

別館
別館

10日（金）
豊原母子愛育班総会
生活習慣病予防相談

9:00-10:30
13:30-15:00

豊婦
豊婦

14日（火）１歳６か月児健診 13:30-14:30 健セ

21日（火）１歳６か月児健診 13:30-14:30 健セ

16日（木）
ことばの相談（要予約）
四箇母子愛育班総会

9:00-12:00
9:30-11:00

健セ
四公

22日（水）
こども相談（要予約）
乳幼児健康相談
のびのび広場

9:00-16:00
9:00-10:00
9:30-12:00

健セ
別館
別館

17日（金）
白方母子愛育班総会
多度津母子愛育班総会
生活習慣病予防相談

9:30-11:00
10:00-11:30
13:30-15:00

白公
本通分館
福セ

24日（金）
町母子愛育班連絡協議会総会
生活習慣病予防相談
子宮頸がん検診

10:00-11:30
13:30-15:00
13:30-15:00

別館
四公
健セ

27日（月）子宮頸がん検診 13:30-15:00 健セ

28日（火）胃がん検診 8:40-10:30 白公

30日（木）胃がん検診 8:40-10:30 健セ

15日（水）親子ふれあい広場
　「保育士さんと親子遊び」

10:00-11:30 別館

３日（金）生活習慣病予防相談 13:30-15:00 白公

６日（月）
すくすく相談
すくすく相談（要予約）

10:00-12:00
13:00-16:00

別館
別館

５日（日）
献血　　10:00-12:00／13:00-15:00
　　　　多度津山サッカー場（さくらまつり会場）

13日（月）食生活改善推進協議会役員会 9:30-11:30 健セ

行　　　事 時　間 場所

別館＝別館ピーチ／健セ＝保健センター／白公＝白方地区公民館／豊
婦＝豊原農村婦人の家／福セ＝福祉センター／四公＝四箇地区公民館
／本通分館＝中央公民館本通分館

離乳食講習会（平成26年11～12月生まれ）、乳幼児健康相談（平成
26年６月生まれの乳児と幼児）、３歳児健診（平成23年９月生まれ）、
１歳６か月児健診（平成25年８～９月生まれ）

 ロコモ予防で健康寿命をのばそう！ ④予防方法～食事編～
毎日３度の食事の中で、以下の栄養素を含む食品をバランスよくとりましょう。
◆カルシウムを多く含む食品（骨を作る材料）
　牛乳、乳製品、小魚、緑黄色野菜や海藻類、大豆製品

◆タンパク質を多く含む食品（筋肉量を増やす）
　肉、魚、卵、乳製品、大豆製品
◆ビタミンＫを多く含む食品（骨の形成を高める）
　納豆、青菜

カルシウムの吸収を高

めるビタミンＤは日光

を浴びることで体内で

も作られます。天気の

よい日は散歩や外で運

動などをしましょう。

　多度津町では、それぞれの予防接種の標準的な接
種時期にあわせて予診票を送付しています。

●麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン
　ＭＲ１期：接種日において１歳～２歳の誕生日の
　　　　　　前日までの方
　ＭＲ２期：平成２１年４月２日～
　　　　　　平成２２年４月１日生まれ

●ジフテリア・破傷風混合（ＤＴ）ワクチン
　平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生まれ

●日本脳炎ワクチン
　１期：３歳～７歳６か月未満
　２期：平成９年４月２日～平成１０年４月１日生まれ
　☆平成７年４月２日～平成１９年４月１日生まれ

　　の方は、日本脳炎の予防接種が不十

　　分になっている場合があります。合

　　計４回（９歳未満の方は合計３回）

　　の接種が済んでいるか、母子健康手

　　帳を確認しましょう。

②接種当日満６０歳～６４歳の方で、心臓、腎臓、呼
　吸器等の障がいで、身障手帳１・２級を有する方は、
　保健センターまでお問い合わせください。
※今回案内が届いても、過去に肺炎球菌予防接種を受
　けたことのある方は、定期予防接種の対象となりま
　せん。
【実施期間】平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日
【自己負担金】２,０００円

★生活保護法による被保護世帯の方や町民税非課税
　世帯の方は、事前に手続きを行えば、自己負担金
　が免除になります。

忘れず受けよう！予防接種

　先の検診受診調査書で申し込まれた方には、個別案内をお送りします。
　節目年齢に該当する方は、自己負担金が無料になります。
　　胃がん・乳がん検診・・・平成２７年度中に４１・４６・５１・５６・６１歳になる方
　　子宮頸がん検診・・・・・平成２７年度中に２１・２６・３１・３６・４１歳になる方

守ろう、健康！  ～ 自分自身のために、あなたを必要とする人のために、「がん検診」を受けましょう ～

【日時】４月26日（日）  ９時～１２時
【場所】満濃池森林公園  （森林の館 集合）
【問合せ】香川県満濃池森林公園　管理事務所
  　　      （☎78-３３６４）

　満濃池森林公園で新たな春を迎えた生き物たちと楽しい
ネイチャーゲームを通じて、自然を満喫しましょう！
　初めての方も大歓迎です。
どうぞお気軽に参加してください。

　【日時】４月５日（日）／１０時～１２時、１３時～１５時
　【場所】多度津山サッカー場（さくらまつり会場）
　※本人確認のため、運転免許証など身分証明ができるも
　　のを、持参してください。

◇ 献血のご協力をお願いします ◇

６５歳

７０歳

７５歳

８０歳

８５歳

９０歳

９５歳

１００歳

昭和２５年４月２日～昭和２６年４月１日生まれ

昭和２０年４月２日～昭和２１年４月１日生まれ

昭和１５年４月２日～昭和１６年４月１日生まれ

昭和１０年４月２日～昭和１１年４月１日生まれ

昭和　５年４月２日～昭和　６年４月１日生まれ

大正１４年４月２日～大正１５年４月１日生まれ

大正　９年４月２日～大正１０年４月１日生まれ

大正　４年４月２日～大正　５年４月１日生まれ

①平成２７年度に下記の年齢となる町民
●高齢者肺炎球菌ワクチン

満濃池森林公園

春のネイチャーゲーム春のネイチャーゲーム

※福祉センターの空調設備工事のため、７月まで場所を変更します。



【多度津町ホームページ】http://www.town.tadotsu.kagawa.jp
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
 広報に掲載する広告を募集しています。
 【問合せ】多度津町 町長公室   ☎33-1115

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246

町の人口
（3月１日現在 常住人口）

人　口
男
女
世帯数

（＋29）
（＋36）
（－07）
（＋26）

22 ,914 人
人
人
世帯

11 ,327
11 , 587
9 , 283
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●『        　　　　　　　　　』世界編・日本編

■『私のお奨め』 ～リレー寄稿 第24回～

速水 恵理子（葛原）

著／ニコラス・オールドランド　訳／落合 恵子

　森にハグ（抱きしめる）が大好きなくまさんがいます。野に咲く小さな花から自
分より大きな動物だってハグ。表情豊かなその目から幸福感が伝わってきます。ハ
グをされギョッとしている動物たちもまた可愛い。
　落ちついた色使いもくまさんの心を表しているようです。そんな優しいくまさん
が、生まれて初めて敵意を感じる存在に出会ってしまいます。それでもやっぱり、
その相手にそっとハグをしたのです。
　この本のサブタイトルに「人生を希望に変えるニコラスの絵本」とあります。ふ
れあう事の大切さ、忍耐と勇気。そして、どんな相手でも向き合う事から始まる希
望を教えてもらいました。子供から大人まで楽しめる、ほっこり心温まる絵本です。
　

　トリップアドバイザー編集／昭文社
　　実際に体験した旅行者の口コミ評価から独自にランキン
　グ。絶景・秘境・レジャー・ホテル・レストラン…etc.

　　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　　４月１５日（水）
　　　１４時３０分～１５時

　★おはなし会『ひまわり』
　　４月１１日（土）
　　１４時～１４時３０分

■４月の行事

■新着図書のご案内

』『ハグくまさん

旅行 なんでもランキング

●『        　　　　　　　　』
　発行／公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟
世界遺産 年報２０１５

絵本の読み聞かせ、
紙しばい、手あそび
などをします♪

（関連記事・・・・・13Ｐ）

● 多度津中学校『卒業証書授与式』

施政方針
文化教養・スポーツ
親切・人権
まちかどズーム
お知らせ・募集
４月の予定
保健だより
図書館だより
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